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は じ め に

この報告内は、佐竹県農業基盤整紺事業の実施に先立ち、埋蔵文化財の確認閲liを行なった

結果についてまとめたものです。

¥!;! 教百委且会では、文化財の保譲と塁菜生産基慇の整佃祁菜との調整を図るため、事業実施

に先立って確認匹究を行い、その結果に基づいて文化財の保護行政を進めております。

平成元年度につきましても関係各位のご協力のbとに、事業計jilij予定地内における埋蔵文化

財の存否について確認閾究を行ったところ、旧石器時代から近世に至る多くの遺跡の存在が確

認されました。この調査結果を踏まえ、限及び関係市町村の塁林担当部局との間で文化財の保

穎と農業基盤整紺事菜との調和について協議し、関係各位の御努力によって、多くの遺跡を後

世に伝えることが可能となりました。

また、同時掲載しております発掘潤査（本調森）の記述については、昭和63年度に実施した

確認潟究によっ てその所在を確認した遺跡のうら、碁盤整紺の設計変更等による文化財の保護

措認を尽くした結果、最終的に平成元年度において発掘調在に至ったものの概要報告であり、

その調査成果の一端を紹介するものです。

潤tiにあたって、文化庁 ・ 県袋林部 • 関係市町村の教n委U会 ・ 土地改良担当課並びに地元

の皆様から深い御理解とご協力を賜り、お防をもちまして埋蔵文化財の保護について所期の使

命を果すことができました。関係各位に対し、心からお礼,,,し上げます。

平成3年 3月31日

佐沢限教育委日会

教百長志 岐 常文



例 言

I. 本＂は国庫補助を受け、 平成元年度及び翌2年度に施工計画の佐四限農業基盤整備事業に

先行して、 平成元年度に実施した確認調企並びに本謂森の成果をまとめたものである。

2. 確認調査は関係市町村教n委U会の協力を得て、佐釘リ；！教打委且会が実施した。

3. 遺構の実測及び写真撮影は各閲査月が行った．

4. 逍物の整理 ・実測 ・製図 ・報告書作成作業は佐賀駄教行委且会文化財課で行っ た。

・遺物整理・・・・・・・・・.....中島美須三 • 田中ハルミ

・ 遁物実測•• …•• •…… •上瀧光子 ・ 野Ell典子 ・ 光石逸子 • 宮地正子 ・山口芙佐子

• 製 図・・・・・・・・・..…•徳永貞紹 ・ 三好文子 . f.~ 谷智子

5. 本nの執筑は下記の分担で行った。また、執節に当たっては各潤在担当者より提出された

「確認潤査結果報告行」並びに 「発掘調在実紐報告(Ii」を参屯に した。なお各潟在担当者

には必要に応じてご教示を戴いた。

1、II、Ill、V・・・・..…•• •…樋口 秀信

IV- I 、2…•……••石艇 新次 IV-3 、 4・・・山田正• 田中正弘

IV-7・--・"'""・・・・中属 修二 TV-8、9・………••原田 大介

IV・ll、12・・・・・・・…緒方裕次郎 1¥1-13~15 .• …•八Q 実

1¥1-17、18・… •••••前田 達男 IV-19・・・木島飢治・加藤元信

IV-21、22・……••福田義彦 IV-23 ... ……•••平岨文博

IV-26 ...... ……加田陸志 f¥1・27、28・・..●● ...  渡 部俊哉

IV-31 ......... ・・樋口秀信 IV-32、33......... 田島龍太

IV-35 ..... ……•藤井浩司

6. 本也の編集は樋〇秀信が担当した。

IV-5、6""""" '…•太旧 睦

IV-10鼻，'""""'"・久保 伸洋

IV-16・・・・・・・・・・・・・ ・・堤 安但

IV-20 木島慎治•加藤元信•西日巌

IV-24、25原田保則・坂井義哉

IV-29、30・・………•船井向洋

IV-34・・・・・・・・ …• •••有光宏之

凡 例

I. 遺構番号に用いた分類記号は、

SB: 住居跡 ・建物跡、 SH: 竪穴住居跡、 SE: 井戸蹄、 so: 溝跡、 sc: 集石遺

構、 s J : 甕棺 ・壺棺、 SK: 土塙、 sx: 自然谷 ・ 性格不明の遺構 • その他、 p: 柱

穴 ・小穴、 sc: 石棺;i,~ 、 ST: 問溝廷 を示す。

2. 用いた方位は地図が座襟北、遺構図は磁北である。

3. 挿図中の記号で、 ■は遺構 ・遺物包含府が検出された試掘溝

口は遺構 ・遺物包含/i'1が検出されなかった試掘溝 を示す．
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I. 調査に至る経過

I. 平成2年度施行予定の農業基盤整備事業計画に伴う文化財確認調査

(l)農業基盤整編事業施行計画に係る協議

本果においては、県晨林部所管及び市町村所管の晨業基盤整禰耶業に係る埋蔵文化財の保護

については、県農林部と屈教百委貝会との間で確認した「農業基盤整儲事業に係る埋蔵文化財

の保護に関する確認事項」（昭和53年締結、昭和59年改正）に基づき、協議調整を行っている。

平成2年度農業基盤整備事業施行計画については、平成元年9月下句に農地整備課 ・農業振興

課 ・建設鉱害課から施行予定地の図面を添え、文化課9こ協繋があった。

この施行計画に係る埋蔵文化財確認調査の対象面積は合計1058.3haに達した。地区別で見る

と、佐買東部地区（烏栖市・中原町・北茂安町 ・上峰町 ・三根町・東脊振村・三瀬村 ・神埼町・

千代田町） 462.33ha、佐賀西部地区（佐買市 ・多久市 ・大和町 ・Ill副町 ・小城町） 333.36ha、

佐買雨部地区（武雄市 ・鹿島市 ・江北町・ 白石町 ・嬉野町 ・太良町） 206.32ha、佐買北部地区

（伊万里市 ・有田町・ 西有田町・厳木町 ・相知町） 24.04ha、佐灯上場地区（唐津市・浜玉町 ・

鎖西町・肥前町） 32.25haである。関係する農業基盤整備事業として、県営圃場整傭m業・干拓

地等農地整備事業 ・l¥l宮土地改良総合整備耶業 ・団体営圃場整備事業 ・団体営土地改良総合整

備事業をはじめ、農業構造改善事業・山村振興農林漁業対策専業 ・晨道整傭事業 ・晨地等鉱害

復旧事業 ・民有林林道開設事業など多岐にわたっている。

また九州農政局所管の、国営上場水利事業に伴う文化財の取り扱いに関する協議 （店津市・

鎮西町 ・肥前町）、水責源開発公団所管の筑後川下流用水専業に伴う文化財協議（佐買市・北茂

安町）もなされた。

(2)文化財確認調査

協議を受けた事業計画地区（エ区）の設計図に関して、まず工区内に周知の文化財が所在し

ているかどうかを遺跡地図等によって確認するとともに、関係市町村の文化財担当導門腺貝か

ら埋蔵文化財に関する情報の収集を行うほか、遺跡が立地し得る自然条件にあるかどうかとい

った点も含めて、事前の検討作業を行った。

そして、各沼業計画地区について、関係市町村教百委員会の文化財担当騎員とともに現地踏

査を実施して検討を頂ね、その打料を碁に確認調査が必要な地区 ・地点（表 I)を決定した。

確認調査の実施にあたり 、関係市町村の教育委員会 ・土地改良担当課、及び県農林部の関係

諸課 ・各農林事務所との「平成2年度農業基盤整絹事業に係る文化財の保護に関する協議会J

（第1回）を、II!教行委貝会の主催1こより上場地区については9月27日、 下場地区については

10月17日にそれぞれ開催した。 協議会においては全体協議の後、市町村毎に関係者による個別

協議の場を設け、事業計画の概要説明、現地踏査等の検討結果の報告、確認調査の円滑な実施
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等に当たっての打ち合わせを行った。

文化財確認調査は、上場地方及び西松浦郡等の稲刈りが早く終了する市町村では10月下句か

ら開始し、その他の市町村でも麦の種蒔き時期との関係で、 II月中句までには実施した。 確認

調査には、原則として 2mX2mの試掘溝（トレンチ）を20m間隔9こ碁盤目状に設定し、埋蔵

文化財の有無、性格、分布範囲等を調査する方法を採用した。

(3}晨棠基盤整備賽業と文化財保護に係る協議

調査によって事業計画地（エ区）内で確認された遺跡は、佐賀東部地区576.035rr/、佐賀西部

地区161.401吋、佐買南部地区48,170rrl、佐双北部地区l,800rr/、佐双上場地区8,400rrlの合計

795,806rr/である。

この確認調査の結果をもとに、関係市町村教行委貝会が主体となって個別協議を実施し、基

盤整備工事が遺跡に影響を及ぼす地点については、水路位遣の変更 ・盛土による田高面の嵩上

げ・圃場の区画変更等の設計変更を中心に、技術的 ・経済的に可能な保存方法を検討し、事業

計画と文化財保護に関する調整を図った。この間、晨林側には数度にわたる設計変更に関して

積極的に対処していただいた。

このような個別協議を経て、 12月26日に第2回目の「晨棠基盤整備事業に係る文化財の保護

に関する協議会」を開倦し、平成2年度の事業計画と文化財保護との最終的な調整を行った。

この結果、遺跡の存在が確窃された地区の大部分については盛土工法等の採用による遺跡の現

状保存が可能となり、一方工法上の保護措置が困難な117,439rr/については平成2年度に発掘調

査を実施して記録保存を行うことになった。

また平成元年度に関係各市町村教育委員会が実施した発掘調査（表 2) は、昭和63年度に確

認調査を実施し、晨業基盤整偏賽業担当部局との協議を経た結果、記録保存で対応することに

なったものの一覧である。
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表 1 農業基盤整備事業施行予定地区内文化財確認調査一覧表 （平成元年度実施）

地区 ,Ii町村名 」：ぶ地区名 所 在 地 惰は潟介ii象繭1/i(ha) ~ 在 結 米 Ill 当 (fj ;lj 

品 栖 ,ti .(~ 柄北部 （山浦） ハ柄iii山浦町'f冴叶・l 0.8 古/ftB.1代及び,.,世の狡枯跡 石 IA 木村遺跡.i"illl遺'*、四の坪遺絣. ~,浦洒北方古項群

8 栖北部 （原古l<) !A柄iii原古双町•i;原古代 9.9 弥生P,1代～近世の集沼跡 石 磁 厖占双遠跡

佐 ・白 柄北部 （梵父） 瓜栖~j淡父町字古運鯰、宮i府 12. 7 縄文時代及び奈良一平安料代の集治跡
'" ta 

炎父遺跡

,Q柄西部 (,I.石木の元） 島柄iii立石町字木の元 1ヽ.0 追跡は僅認されなかった 石 I.I¥

.u栖凸部 （立 石吉原） .r~, 和Iiv. 石町字JI原 2.9 古用P.,代及びr,~良～平安峙代の集落跨 石 低 111111遺跡

双
-~ 栖 西 邪 （立 、Ti愈楽） ,~ 栖di立石町字愈楽 5.2 奈良-·~安時代の島治跡 石 は

,ヽ,原 町 •I• 原 北 部 三貸焙即I•駁町K字説占1'1字二本桜、三本桜、パ本谷 30.2 弥生～中世の集裕跨 k m 上地八水谷遺楕，恰也遠跨，鈴囀：：：：本に遺鉢．上地西方丘控渭椿

北茂安町 北 茂 安 東 部 ＝貨基罰it茂安-x·r-1;1~評一本杉、簸土J訥 ーの角 l8.0 辺跡は催認されなかっlo •I• Jl 

JI( 
北 茂 安 中 部 三没紐北茂祖r:x字東紺匠三介塚、大社、 久保Ill 21.2 ii'l跨は確認されなかった 中 Ill

上昨町 上
＂ 

北 邪 三梵基郡上峠町人字堤字八藤外 30.0 弥't-中世時代の集箔跡及び奈良硲代の土塁 鶴LIi・lfi.lJJ i;~ 土塁

三 恨 町 ··• 恨 東 ＝沢基郡＝根町大字西n・r-rn中 20., 沿跡は確認されなかった 天本 ・池Ill

大 苦 乍ヽ 北 部 さ資店1111:::恨If大字天也寺・r.11H.市場（土）＆外） 51.0 平安時代～中世の集硲跡 天4'.it!JIIJ 
部

束ff仮村 東 ff 恨 三養ぷ郡東介扱村大字石勁字一本松 1.5 占1fl時代の集落蹄、 111,1群及び,,,世の集¥ti跡 久保 ・森[U

Ill ru <砂防ダム） 三養・駐郡東・＂扱村 大字三i'.11字ILL田 0.03 沿跡1:1確認されなかっlo 久保 ・森[II

三 瀬 村 衷 Ill 伸崎郡三瀬H大字藤原T~lll 4.0 遺跡は確認されなかっ,~ 谷澤

地
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含il1-lilli設(Jfl,ff:t道） 神埼郡＝瀬村火字藤原字井手Jf (0.2) 縄文時代の近物包含肘 ほ永 ・谷澤 井手野遺跡

神埼町 沖 埼 （祇園原） 伸14郡神埼町大字J'鯰'i'lo't'filfi外 83.0 古Jll.P-1(し～近枇の集治・跡、奈良時代の古代Wi(I 柘カ・ 八衿 ,1,,;,,;11跡、森ノ木遣玲塚朕遺精,)ヽ 休遺料祇園Iii.沼＂

区 II (~Ii 111) 伸J,'t郡神埼町大字紬/ll'i<"'..'1'松．三本松、Ji本松外 30.0 逍跡は確認されなかった 緒 方

f f~ 田町 r・ 代 Ill (柳島） 神J引郡干代m町大字闇い字九本榊外 90.0 中他の辺約包含府 堤

千 代 al (」こ 匹） 伸叫H代If!町＊字rl!!i字二＊松 28.0 弥'1!11年代、中111;・近恨の集i'；；跡 堤

佐霞』1; 久 保 泉 東 部 佐f沸久保泉町大'1'111久保字東紺．口．東硲Ill.Iii. ノ1J 42.2 弥生～近世のJ.J.!mff 前 Ill 瓜 ノ町逸跡．虹ぷm遺跡、楳＊遺跡

佐
久 保 泉 ~ 部 佐t,,li久保泉町大字上,fl)呆字村は水 20.0 弥生時代及び• I• 世の船硲跡 前 W ft;fi:'ft遺跡、村徳水遺跡

金 立 ,ti 部 佐双~i金立町大字 f·布字久1• 28.0 古れ時代及び中世の集沼粉 1iり 111 久区遺跡．東千布誼II+.千布二ぶ懇木遺跡、大＂原遺跡

賀
北 JII 副 佐双市北Ill湖町.k'r-・光法字/<1町、!),JI:、 15.3 古IJ't-•l• ill:の炭裕9が 福 Ill 梅民敷遺粉．キ炎遺跡

1,,: 勢 佐買市巨勢町大'i'東西 i凍 巨勢 28.0 遺跡は確認されなかった 前 UI

兵 庫 1ti 部 佐r,,t;兵店町大字瓦町•;;牟lHi!f.•I消-Ill 45.0 弥生時代の出沿跨 紺 Ill Ji町遺跡
西

城 西 第 佐rim*庄町大字和太郎 :1s.o 迫跡は搾，認されなかった Ii! n 

城 西 第 佐i,市本庄町大字)I¥:ノi 25.0 泣'*'よ帷認されなかっ/; 樋ロ
部

多 久 ,Ii 多 久 束 部 （別 J(t) 多久市東多久町大＇窃 1)/(.f'i'四反UI •I• 世の集治跡16.5 平 り 四反Ill遺跡

四 ←ド 多久市北多久町大字 多久1M字1111111勺 1.05 逍跡は紺認さllなかっle 平 〇
地

硲 A< JIJ 内 多久市北多久町大字小侍字!Y,;f,;Jlll'I S.,I 沿9がは確認されなかった .,, I() 

区
大 tll町 久 池 井 佐1',郡大和町人・字久池井字一本松 0.01 弥生P.~代の11¥J.':(疫棺~~) Ill•1° 久池井一本松遺跡

JII湖 町 Ill 副 中 部 佐R郡1111詞町大・;洒・mn=二本松A角．屈餃Ill 45.0 'I• 世～近世の巣藉餅 谷 ill 紐江術遺跡

,J、城：眉J .::. ill北部 (lti'水閉） 小城郡,1,城町大字~rg. 4.0 辺蹄は確認されなかった ，り Ii,
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地区 市町H名 エ1)1地区名 所 在 地 11;: 潤在ti象ilifff(i.,) 関 1t 結 果 !JI, •1 t扁 ~ 

武雄；ili 橘 武雄,h橘町大字大El字北杭埼外 36.0 逍跡は確認されなかった Ill Ill 

HI 登（第 I) 武雄市東JII在町大'i',icft字炊Ill.北永野、南水Jt 20.0 •I• 世の遺物散'Iii地 坂井

佐
腹島市 廂島 jllj部 （南 Ill) 脱島市大字1U浦銭培、大'i'納）：i'i'正顧地 13.3 ,,. 世の集落跡 加 Ill u,1屯逍跡、正願地遺跡

llll 晶洒部（莉殿分） 鹿島市大字納m分字堤、妙見 2.5 遺跡9よ確認されなかった 加 m

賀
認島西部（大殿分） 脱1:a,li大字111浦字八龍、ri,褐！ 14.4 遺跡は確認されなかった 加田

庇島西部（大木庭） 如、・~iii大'1'"'河内＊＊庭 13.0 追跨は確認されなかった 加 Ill

南
艇 島 凸 部 （上古技） 脱釦Ii大キ古枝字上古枝 3.0 遺跡は確認されなかった 加田

江北町 宮 原（貯水地） 杵島tll江北町大字ILL□字束百合附 0.2 追跨は確認されなかった 樋口./t:,k 

部
白石町 白 .fijllj第 一 (3-1:区） 杵島ti直石町大字大渡字，(Iノ巣 25.0 平安-111世の渭跡 渡部 8ノ巣遺跡、大渡-i:=本松遺鰭

白 石 西 第 ー (4エIx:) 杵島郡白石町大字束繹'i"->f'lili 12.0 遺跡は確認されなかった 渡郊

白 石 西 第 ::(I :r. 区） 杵島郡白石町大字今泉字多UI 40.0 占IJl-奈良時代の集落跡 渡部 多Ill沿跡
地

白石百第四 (3工区） 杵島郡白石町大字堤字船野 37.0 弥生～平安時代の遺物包含肘 渡邪 船ft遺跡

妍野町 不 動 111 藤注郡懃野町大!j:不動IU(乙） 0.02 近世の古惣跡 樋ロ 皿Ji¥谷道院
区

太良町 糸 岐 Ill 南 藤ill郡太良町＊字糸岐字lllifi 7 .5 平安～中世の集落跡 徳水・谷澤 糸岐111111渭跡

」； JII 原 藤津郡太良町大字多良字上Ill原．川良 6.0 遺跡は確認されなかった 捻水 ・谷澤

片 貞t 藤淳郡太1~町大字多良字/¥・ti 6.6 遺跡は確，認されなかった 徳氷 ，谷澤

伊万'llffi
,,, 

'I¥ 伊7i.'lli『一里町大'"やI愧字111内、銀盛川内 8.0 遺跡は確認されなかった 盛

Ill 内 野 伊万里市東山代町大!i'JII内,t字岩ノ下 I.I 遺跡は確認されなかった 船 JI'
佐

日rt-古買総 （日JI.lb翼晨辺） 1)1万里市大坪町大字C1Jt (0.1) 遺粉Ii確認されなかった 盛

Ti 伊 JJ 黒ば黒） tJ• 万箕,Ii二!L¥町大字応l埒浪谷平、多々羅 0.3 縄文時代の遺物包含府 盛 多々羅遺跡

有田町 」； 迎 脱 西松浦郡lilll町大字近部('I')字上迎Jf,( 0.01 遺跡は確認されなかった H」;・YLヒ
北 西布川町 如II内～惹RL繰 U~./il訊辺） 1!'i松浦郡洒有田町大午111谷字楠久俣 (0.4) 近世の御用牧場跡 樋 ti 牧の土双 • 石見跡

部
厳＊町 浪 瀬 東松浦郡厳木町大‘栢；浪瀬字府ノ元 6.4 遺跡は確比されなかった 樋 U

む 見 盆 東松浦郡厳木町大：;: 汲瀬字苔見空 1.5 辺跡は確認されなかった 樋ロ

地 浦 JII 内 東松浦郡厳木町大字浦JIIIAJ字4fノ木 1.5 遺跡は確認されなか っ,~ 樋口

区
相知町

,. 束 屎松浦郡相知町大字1・束字平尾、本）II内 2.0 遺跡は確認されなかった 樋口

大 rt 東松浦郡相知町*'i'大Jtキ小11,、71蒲 ヶ谷 2. l 遺跡は確認されなかった 樋 n

1:1岳 2 期 (&l 辺） 束松浦郡柑知町大字佐り埒</社岳 (0.63) 近世のJJ\~及び/j!岳域関連の堅堀跡 樋 u おまん塚.t;! 岳城駐

Tlf i:l! iii 上 場 （石 /!I.) !Mkrド大字伎去水字イ ッカンIll.rlll. テンIll 7 .o 遺跡は確認されなかった rn 島

佐 上 場 II 期 （湊） r.'!i.~m大：図養r-松本、年mt. •l•ft. 十遅、大111 23.0 弥生． 中世の集沿跡 Ill 島 湊松本遺跡

賀 上楊 n期 （ 浦 ） l.'Jil!iti大：料li'i'野/fl. 2.5 遣跡は確認されなかった Ill i~ 

上
」: 場 II'J~ (梨llll'i) 店rltili大字菜川内,.;:小 1-.大久保 8.0 II.I石芯ー縄文時代）iかI•世ー近世の遺物包含M 田島 大久保遺跡、村前 1遺跡、村前II.ill跡

上 介幹緑 （肝ノIll祁蛛） /Jflllili大字店ノIll字窃峠 (0.5) 紬111~u:rt-t.:JM- 讀i文:~代の '~{A蹟及Vlll{i i,一縄J(I.',ft. 11• I~ のぶ Ill£~ 
場

新成渕幹線 （竹木場1肖Iり外） m阜市大キf.!il川字ーノ坂.k't凍Ill字餃切外 (3.6) 11'1石岱～縄文時代及び中世の遠物包含肘 Ill 島 竹木場前!Aili慧.i'/牟mi'!i1l1ill訃.Ill六1遥跨.IJ!,';(I遼梼

地 浜玉町 大 む （屎道） 東松浦郡浜t町大：祖責HI下'i'大岩 (0.45) 遺跡は確認されなかった 樋 u

区 鋲 西 ,r 上場 地 区（打」こ） 東松浦郡鎖凶町大キ打J.:字中通 l0.0 遺跡は確認されなかった 明瀬

肥 llり町 上場Ill期（杉9瑾支綜i虹名） 東松浦郡肥前町大字杉ft字上場 (0.2) 遺跡は確比されなかった ほ水 ・蔽井

且＊
佐双市 久 保 泉 束 部 佐r.:市久保泉町大字 I:和泉、 "F相泉 0.37 中世～近iltの机沼跡 比水 本村遺跡

北茂安町 北 淡 安 中 部 三養基郡北9交安町大字東,~ 1.2 遺跡は確認されなかった 比永
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表2 農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財確認調査一覧表（平成元年度実施）

地区 1ド町村名 」:: II地区名 遺 跡 の 所 仕 地 汎'rt面me.,., 綱代主体名 潤 111り当名 辺 粉 の 内 容 略 サ

.! ・↓ 栖 市 山浦新町遺跡 K~I和lillr浦町字新町 7 .200 ぶ栖 iii 石属 古れ昧代の-'11~及び中世の集枯跡 FYS 

棚 の 元 逍 跡 r~ 栖rli立石町字樽の元 6,<100 .I~ 栖 iii 石 IA 平安時代の集活跨 l'TY 

佐 ふ IU 111T 立 化 西 沿 跡 -. 投基郡碁111町大字r1<1部・1五（花 6,100 ）), 山町 山HI.町,, 中世の昂落跡 TBN 

＊ ;,: 山·~ 跡 二養基郡／ふ11町大•;:((.!部牛沐平 3,900 屈山町 山Ell · LIJ•I • 弥生時代の集沼跡 MZO 
,,, 原 町 原古買迅跡群 二芙ぶ郡中原町JI/.古Ti'fー本谷、 三本谷 3.800 ,,, 原町 太 Ill 弥生一平安•s代の集沿`班依J~ . 平安け代の1廿館跡 l・I ID, HSD 

双
北 J炎安町 虫 沿 谷 逍 跡 ニ即．＂郡北 I茫が町大やl輝悶'i巧（滋谷 3.100 北茂安町 中兄 奈良 • 平安晨年代の集沿跡 KHT 

= 浦 遺 跡 三Ii~-~郡北茂安町大字•I•!叫IN'駆II 切0 北伐安町 q, 16 弥生時代の集活跡 KMU 

束 !G( 濱~ 跡 ＝．姿基郡北茂安町大字中津霰字一本焦木 300 北）父安町 中 ft¥ 奈良時代の集沼蹄 Kiili 

K 、}町 八 藤 遣 跡 三登基郡J:峠町大字提八藤 3, 以）0 _[:、1 町 Jr,, III 縄文～仮良•t代の集沿跡．弥生的代の1(\/1,群 YTO 

部 船 石 迅 跡 ＝養基郡上 1ヽ町大'i咄閑;,-本谷 I. IOO 上虹町 u.i m 縄文後期の集落跡 FNI 

束 TflllH 上 -G 動 迅 跡 神均屈東n駁/'I}:.字Ti動四本杉、 1i本H、一本松 5.200 束介恨村 久保 縄文、古t(t、中世の集枯・跡及び!J'I~群 KIN 

地
神崎町 姉川 1--;j,;松遺跨 神埼郡神埼町大'n~J11字 トニ本松 ぷ0 神崎町 柘）； 近-jU;の集ff,跡 AJN 

tni JII -!--:: 本松 遺 跡 神埼郡神均町大字姉JIJ字 1-"°本松 1,500 神均町 柘ガ 近世の集紺跡 AJS 

岩 m 滋 跡 詳 神埼郡沖埼町大字尾的字9・ゞノ,c.萩1,(、横111 2.170 i,i, 埼町 八衿 ・大僑 占lJ1時代の遺物包含X1..i!1世の集活跡及び窯院（？） ITA. 1TH. ITY 
区

右 f仄祇園町遺跡 神均郡神埼町大字鶴字祇1剣町 2.300 神 14 町 八礼 弥生～＇り J,t時代の集沼跡及び居館跡（？） MBG 

船 塚 逍 跡 神崎郡神均町大・;:,y.波b1字六本松 1.700 神埼町 八母 IEI石お～近世の集落跡 l'NT 

千代田町 此りIJ当神 lt逍跨 神崎郡千代田町大'i'下西・r-一本松 1,600 -r-tt m町 堤 縄文吋代の遺物包含射．弥生D.~代の集f~跡 KBT 

佐 賀 iii 本 付 遺 防 佐・1'{,f;久保泉町人字ド和泉字木村、水民 5,966 佐 ti ,1;- 前 1lJ 古!ft-近世の火,ii跡 HMR 
佐

m 宿 遺 跡 佐rt,li久保呆町大字ド和泉字itilii.水民 434 佐 n 市 前 lll 弥生時代の集活跨 NSK 
t~ 

村 徳 水 iJ'l 跡 佐双iii久保呆町大•;:上 FLL泉・;:村比水 10, お0 佐双市 木島 ・加藤 弥'E,•!• 世の集浴跡 MTN 
i/_lj 

部
-LI ,- 村 逍 跡 佐冗iii久保>iJ.町大''i'l:fll泉：佑•;H 2.306 佐双 ~j 木島 ・加薩 ・v.!im 山;JI'(-平安鼠？代の!J!if,跡 FMR 

地
阿 祁 誼 跨 佐代,Ii北111/;IIJ町大字光法字阿邸 2,600 佐 代 ,I』 福川 古m-中世の集沿跡 ADK 

区
牟 Al 寄 逍 跡 佐買ilB道（町人字JOO字4',UI寄 :1.000 佐賀市 Ii,¥ Ill 弥生-·~恨の集｝柑跡 MTY 

多久 ~j 四 ド人 It近 跡 多久,Ii-に多久町大字多久原字大丹 1.200 多久 iii .,, 筍 縄文時代の逍物包含附及び中世の集tれ窃 SGO 

i 信言

武 雄 ,Ii 南 ＊ ,t 迅 跡 武雄市)1(111登町大'i'>ktt字天沖仔木 400 式雄，Ii 駆HI.坂JJ: 中世の摂落跡 ~<IN G 

天 神 ~ 逍 跡 武雄市東Jli-U,町）ぐi:,ktt'i'今藤 20() 武 .ll ,ti 1r.,m-//J./I' 中世の絡沿跡 TGU 

既島市 ,f 動 追 跨 脱{,¥,Ii人't'JIJ浦字イ寸動 3.200 媒島 ,1』. /JO III 中世の寺院跡 FOO 

1'.I石 町 多 m 滋 跡 杵i:.1m;o石町大字今泉字多Ill 5.000 白石町 渡部 古）J't～奈良時代の集硲跡、近世の積廷 TAD 

沿 幻 米 追 跡 杵島郡白石町大字沿鯰字ill鯰 3,000 ~J 4j 町 渡部 弥'I;-奈良時代及び近世(I)兆蕗跡 YSH 

t部区也

伊万 'llili Ill 内 Jf 逍 跡 伊万里市束山代町大字JII内野・1=・1'111.、松炎 6,90() f)t[J'星，＂ 船 JI, 中世～近世の出祐跡 KCN 

']'- Ill 逍 翔 fjt}j昆市脇m町）ごやI勺11字涌党.j/,:/Jjり 240 flt Jj虫 rli 船井 中世～近世の即＇；；跡 HLY 

西 #FIi町 牧の cl:V,i・ 石双跡 屯松浦記凸イjRI町 大 和11谷字柚久保 2.000 西 :/iIll lllf 樋口 鍋~.,節の御川牧渇跡 MAK 

~ ！ 
/Jf iJI~i 店 ノ JII麻籠 il'l跡 店rn,t;店/111'.f塙峠 2,400 l,lf fl¥ iii Ill t::, 縄文時代の追物包含附 TOT 

店ノ HI)LJ(; 沿跡 如 I哺 !,'f/lll'i'丸fll 110 ,,,f i」! iii m Cl lll{i岱～縄文聞代の遺物包含H及び弥生・中世の格柑跡 TOM 

l1fノ川西ノ吹磁跡 /,lfi.ltili/,lfノlll'i'西ノ吹 200 1,•r 埠，＂ ＂島 弥生～古爪時代の兆治跡 TON 

玄梅町 木下利 1,Jflli跡 東松浦郡玄海町大字伍n川内字l:Iの111 <1.000 玄 !fl/ 町 布光 文怯・疫艮の役c;;係る陣跡 KTF 

肥 ,i;i 町 澱 木 場 沼 跡 東松浦郡ll~1i;l町大字人野字殿木場 1,700 肥 Iiり 町 藤井 111,ii器．縄文、占Jfl蝙中世の遺物包含層 TOK 

仄,., .. ぼ,.."*' 佐買市 本 付 遺 跡 佐沢市久保泉町大字1'./11泉'i'本H.永が l.786 佐双 ¥¥I は永 ・谷澤 ↓・l(t-近世の集落跡 MMR 
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II. 調査組織

＼． 調査主体

佐双収教育委貝会 （事務局：文化課）

2. 総括

1J1務局長：武藤佐久二 （嗅文化課長）

II 次長：高品忠平 （屎文化課参事） • 岩崎輝明（県文化課長補佐）

3. 庶務

稲宮安徳（限文化課庶務係長）

直塚清純（県文化辣庶務係）

鶴田明芙（県文化課庶務係）

本山恵悟（県文化課庶務係）

4. 調査

調査主任：藤口健二 （県文化練文化財調査第2係長）

調査 A:天本洋一 • 森田孝志 ・ 樋口秀償 • 徳永貞紹・谷澤仁

（以上、県文化課文化財調査第2係）

福田義彦（佐賀市教育委H会） 前田達男（佐沢市教育委n会）

田島龍太（唐津市教育委且会） 石編新次（烏栖市教育委且会）

平岨文博（多久市教育委員会） 盛 峰雄（伊万里市教育委H会）

船井向洋（伊万里市教育委貝会） 原田保則（武雄市教育委月会）

坂井義哉（武雄市教育委貝会） 加田隆志（鹿島市教育委只会）

田中稿二 （大和町教百委貝会） 八尋 実（神埼町教百委貝会）

緒方裕次郎（神埼町教育委員会） 堤 安信 （千代田町教育委貝会）

久保 伸洋（東脊振村教育委貝会） 森田孝ー （東脊振村教育委只会）

太出 睦（中原町教百委貝会） 中尾修二 （北茂安町教脊委貝会）

池田公ー（三根町教育委貝会） 原田大介（上峰町教育委貝会）

古庄秀樹（小城町教育委月会） 藤井浩司（肥前町教育委貝会）

明瀬ば吾（鎖西町教百委貝会） 村上 伸之（有田町教育委貝会）

野上建紀（有田町教行委A会） 渡部俊哉（白石町教育委員会）
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5. 調査協力

佐買市教打委貝会 紺祁市教育委貝会 烏栖市教汀委貝会

多久市教育委艮会 伊万里市教甘委只会 武雄市教行委貝会

鹿島市教百委貝会 川副町教百委貝会 大和町教行委員会

神埼町教行委貝会 千代田町教育委員会 東行振村教行委貝会

三瀬村教育委貝会 中原町教百委員会 北茂安町教行委は会

三根町教育委H会 上峰町教行委員会 小城町教育委貝会

浜玉町教育委貝会 厳木町教育委且会 相知町教育委貝会

肥前町教育委貝会 鎖西町教百委貝会 有田町教育委員会

西有田町教行委A会 江北町教行委員会 白石町教育委員会

太良町教育委貝会 嬉野町教百委員会

九州農政局上場晨栗水利m業所

九州晨政局伊万里開拓建設弔務所

水賓源開発公団筑後/II下流用水建設所

佐賀屎塁林部

土地改良課 農地整偏課 建設鉱害採 農業振興課 林務課

佐賀中部塁林出務所

伊万里農林事務所

各市町村土地改良担当課

唐沖農林邪務所 屈栖農林事務所

武雄農林事務所 鹿島農林平務所

各市町村土地改良区 地元各位
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m. 平成元年度文化財確認調査の内容

図 2 佐賀東部地区周辺地形図 (1:100,000) 

III.a. 栖北部 （良栢市）
III tふ栖西部 (fi栖市）
国中原北部 （中原町）
田北茂安東都 （北茂安町）
囚北茂安中那（北茂安町）
囚 上峰北部 （上峠町）
口 三根東 （三根町）
国 大停寺北部（三根町）
[!I東 粁 嶽 （東＂扱村）
匝 山 田 （東刊根村）
回 裏 田 （三瀬村）

回金山~fl飯緯（林道）
回 神埼
回千代田
回北茂安中部
①山浦新町遺跡
②柳の元遺跡
③立花i!!i遺躊
④本竿遺跡
⑤原古R遺跡群
⑥宝満谷遺跡
⑦ 三涌遺跡

（三瀬村）

（神埼町）
（千代田町）
（北茂安町）
(/l栖市）
(ll栢市）
（基山町）
（基山町）
（中原町）
（北茂安町）
（北茂安町）

- 13-

⑧原遺跡 （北茂安町）
⑨八藤遺跡 （上峰町）
⑩ 船 石遺跡 （上峰町）
⑪上石動遺跡 （東脊飯村）
⑫蛹Ill十二＊頌憾 （神埼町）
⑬節Ill十三れ叫踏 （神塙町）
⑭宕田遺跡群 （神埼町）

⑮右脳祇穣町遺跡（神埼町）
⑮ 船 塚遺跡 （神埼町）
⑰貴別当神社遺跡（千代田町）



(1)烏栖市（底栖北部地区（山浦地区図 3~4、原古賀地区図 5、蓑父地区固6)、島

栖西部地区（立石木の元地区、立石吉原地区図 7、立石惣楽地区図 8))

応栖北部地区に関しては山浦地区、原古賀地区、養父地区の 3地域が対象となった。

山浦地区（烏栖市山浦町字本村：確認調査対象面積0.8ha)は石谷山（標高754.4ml南東麓

の原古賀上溜池 ・下溜池の周辺部（標高50~70m)であり、現況は水田である。

当該地区は周知の埋蔵文化財包蔵地ではないが、北側の山麓には古墳時代後期の群集墳であ

る山浦西北方古墳群、古野古坑群が立地しており、更に南東方向 Ikmの山浦団地周辺には、佐

双県住宅供給公社の住宅建設に関連して調査された山補古墳群が所在している（木下之治他

1913 r屈栖市山浦古坑群j 佐買県文化財調査報告び第21集 佐竹呪教育委月会）。

当該地区全域を対象に87箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施した結果、 15箇所で土墳、

溝跡、小穴等を確認したほか、 2箇所で集石遺構を確認した。また遺物については30箇所より

縄文時代の押型文土器片、須恵器片、中世の陶磁器片、土鍋片等の遺物を確認した。

なお新発見の遺跡については＂本村遺跡＂、＂西田遺跡”、"四の坪遺跡＂として周知化を図っ

た。

文化財の取り扱いに関し憫別協議を行った結果、エ法上の変更が困難な4.900吋については発

掘調査を実施することとなった。

原古賀地区（原古双町字原古賀：確認調査対集面積9.9ha)は朝日山（探裔132.9mlの北東

部に広がる台地上の、 JR九州長崎本線の両側に広がる水田地帯（襟高15~17mlである。

当該地区の西側部分は、古墳時代から中世にかけての複合遺跡である原古賀遺跡の分布範囲

内であり、麓遺跡（弥生時代の集落跡）、外精遺跡（中世～近世の集落跡）が隣接している。

確認調査は58箇所の試掘溝を設定して行った。その結果6箇所の試掘溝で土墳、柱穴、小穴

を確認したほか、22箇所で弥生土器片、土師器片、青磁片、摺鉢片、 瓦質漏釜片等を検出した。

このことから当該地区には、弥生時代から近世に至る複合遺跡が存在するものと思われる。

個別協議の結果、エ法の変更等による保護措磁が困難な水路部分500吋について、本潤査を実

施することとなった。

養父地区（養父町字古蓮輪、宮前：確認調査対象面積12.7ha)は安良川によって形成された

氾濫源（標高30~35m)の、長崎自動車道と県道 ・佐買～川久保～烏栖線、 及び¥I;!逍 ・久留米

～基山～筑紫野線に囲まれた一帯である。

当該地区は縄文時代から中世にかけての複合遺跡として、また「養父郡」の推定地として若

名な養父遺跡の分布範囲内にあり、牛原前田遺跡、牛原原田遺跡、養父岸田遺跡、下岸田遺跡

等の縄文時代から中世にかけての複合遺跡や、後期の円墳である塩塚古墳、横穴式石室を持つ

百度塚古墳が隣接しており、烏栖市内において最も遺跡の集中度の高い地域となっている。

対象地区に56箇所の試掘溝を設定した結果、 27箇所で土墳、溝跡、柱穴、小穴を確認し、 12
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囲 3 鳥栖市 ：凡栖北部地区（山浦地区）試掘溝設定図 (I)
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山涌函北万古墳群

囚
―

図 ( 師：J.這北部地区（山浦地区）饂溝設定図"'
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図 5 0栖市 ：烏栖北部地区（原古阿地区）試掘溝設定図
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図 6 烏栖市 ：烏栖北部地区（簑父地区）試掘溝設定図
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箇所から縄文時代晩期の土器片、及び土師器小片を検出した。このことから当該地区には縄文

時代、及び奈良時代から平安時代にかけての集落跡が存在すると思われる。

協議の結果、保存措区の困難な地区が、水路掘削予定部分を除いても14.000吋に達するため、

個別協議を重ね、最終的に2,640m'の本調査を行うことで合意に至った。

且栖西部地区では立石木の元地区、立石吉原地区、及び立石惣楽地区が対象となった。

立石木の元地区（立石町字木の元：確認調査対象面積4.0ha)は烏栖市西部の独立丘陵である

所熊山（標高113mlの北斜面下の狭溢な扇状地（標高20~30m)に位磁する。

当該地区は周知の埋蔵文化財包蔵地には含まれない（周知外）が、南側に隣接する所熊山の

全域が村田古項群の分布範囲内であり、更にJR九州長崎本線を挟んで北側には薄尾遺跡（縄文

時代の遺物散布地、古墳時代の坑秘群）が立地している。

19箇所の試掘溝を設定して確認調在を行ったが、 遺構については確認できず、遺物について

も時期不明の土器細片を数点検出したのみである。

立石吉原地区（立石町字吉原： 確認調査対贔面積2.9ha)は石谷山（標高754mlの南斜面が

平地へと移行する一帝の、長崎自動車道とl'i!道・佐双～川久保～品栖線とに囲まれた悶状地（標

麻約60~67m)で、東側には沼/IIが隣接している。

当該地区は古墳時代の遺物散布地である山田遺跡の分布範囲内で、周辺には立石開拓古項群、

烏巣遺跡（弥生～古墳時代の遺物散布地、中世の城館跡）等が隣接している。

25箇所の試掘溝を設定した内、 5箇所で住居跡、溝跡、柱穴等を確認し、 7箇所より土師器

の小皿片、須恵器片、白磁片等を検出した。このことから調査地区内には古項時代、及び奈良

時代から平安時代にかけての集落跡が存在すると思われる。

協議の結果、確認された遺跡の広がりの内、 5.100m'について調査を行うこととなった。

立石惣楽地区（立石町字惣楽：確認調査対象面積5.2ha)は石谷山（標高754m)術東麓の、

困営宝満導水路に沿ってJR九州長崎本線の南北に広がる狭溢な扇状地（標高47~50m)である。

当該地区は周知の埋蔵文化財包蔵地には含まれないが、西側に隣接する笛吹山丘陵上には笛吹

山遺跡（縄文時代の遺物散布地、奈良～平安時代の項墓群で、蔵件器を検出）、笛吹山古墳群が

立地しており、東側には野副遺跡（縄文～弥生時代の遺物散布地）が隣接している。

試掘溝を28箇所設定した結果、 12固所で住居跡、土墳、柱穴、小穴等を確認し、 8箇所から

土師器小片等を検出した。これにより当該地区には奈良時代から平安時代にかけての集落跡が

存在すると思われる。

当該地区は平成3年度1こ工項実施予定であるが、保存工法に関する協議が別途必要である。

(2)中原町（中原北部地区図9~10)

中原町市街地の南西部に接する中原北部地区（三簑基郡中原町大字原古買字二本桜、 三本桜、
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図 1 E栖市：烏栖西部地区（立石吉原地区）試掘溝設定図

- 20-



図 8 A栖市：几栖西部地区（立石惣楽地区）試掘溝設定図
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六本谷：確認調究対象面積30.2ha) は上峰町境と県道•佐賀～川久保~.a栖線、及びJR九州長

崎本線に囲まれた水田地搭 （標硲31~45m)である。

当該地区は弥生時代から中世におよぶ複合遺跡として若名な原古賀遺跡群の分布範囲内で、

上地八本谷遺跡 （弥生時代の集落跡）、高柳三本桜遺跡（縄文～弥生時代の遺物散布地）、拾徳

遺跡（縄文～中世の集落跡）、上地函方丘陵遺跡（弥生時代の項廷群）等が所在する。

210箇所の試掘溝を設定した結呆、 30箇所で溝跡、土墳、小穴等を確認した。また土師器片、

須恵器片、行磁碗の小片等を検出した。

遺跡の分布は東地区15,000m'、西地区26,000吋の合計41,000吋と広範囲に及ぶため、個別協

議を重ねた結果、調査面積を4,500吋まで絞り込むこ とが可能となった。

(3)北；文安町（北茂安東部工区、北茂安中部工区）

北茂安東部工区（三喪基郡北茂安町大字白壁字一本杉、新土井内一の角：確認潤査対象面積

18.0ha)は、筑後川の氾濫によってその北西側の嘉村、東大島両集落のJ俎囲に形成された低平

な水田地幣（標高4~5m)である。

当該地区内においては従来遺跡の存在は知られていないが、東側には千栗土居が延びており、

隣接の媒村、東大島両集落には中世の集落跡である嘉村遺跡、東大島遺跡が立地している。

水絡掘削予定地を中心に28箇所の試掘溝を設定したが、遺構 ・遺物とも検出できなかった。

北茂安中部工区 （大字東尾字三倉塚、大薮、久保rn: 確認調在対象面積2l.2ha)は蛇行しな

がら筑後川に注ぎ込む寒水川、及び道瀬川により形成された狭溢な平野（榛高5~14m)で、

北茂安中学校から県道・小城～北茂安線に至るまでの、水田として利用されている地域である。

当該地区は金の原遺跡（縄文時代の遺物散布地、及び弥生時代の集落跡）の分布範囲内で、

周辺にも大熊遺跡、伽藍塚遺跡、大塚遺跡等の、縄文時代から古墳時代にかけての集落跡、項

墓、遺物散布地が隣接しており、北茂安町内において餃も遺跡密度の高い地域となっている。

水路掘削予定地を中心に225箇所の試掘溝を設定したが、寒水川をはじめとする中小河川の氾

濫に起因すると恩われる砂屑の堆積が顕著で、 遺構 ・遺物とも検出できなかった。

(4)上峰町（上峰北部地区図11)

上峰北部地区における確蕊潤査は、その基盤整偏事業予定区域が広範なため、便n'.l:A地区

からF地区までの6地区に分けて行った。なお調査対象面積は合計30.0haである。

A地区（三養碁郡上峰町大字堤字一本谷）は、肯柳丘陵から南に向かって廷びる小丘陵の先踏

部（標r.li27~30m)で、現況は水田である。

この地区は周知外であるが、北西方向約200mの屋形原築落の周辺には、宅地造成に関連して

調査が実施され、弥生時代から古墳時代にかけての集落跡、 ~i!,li群が集中的に検出された屋
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rヽ

拾 匹粉

‘‘ 

中原小字校

図 9 中原町：中原北部地区試掘溝設定図 (I)
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図 10 中原町：中原北部地区試掘溝設定図 (2)
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形原遺跡（狂一義 1919 r屋形原遺跡J 上峠村文化財調査報告替第2染 上峰村教可委且

会）が隣接し、西側の二塚山丘陵上にも二塚山遺跡（七田忠昭他 1919 r二塚山追跡J 佐

沢県文化財調査報告国第46巣 佐双県教育委貝会）をはじめ堤遺跡、松栞遺跡（「二塚山遺跡J

所収）等の弥生時代から古坑時代にかけての集落跡、項砧群が密集している。

5箇所の試掘溝を設定した結果、 2箇所で住居跡、柱穴を確認し、 2箇所から土師器片、須

恵器片等を検出した。このことから古坑時代より平安時代に至るまでの集活跡の存在が窯える。

また斉柳古墳群の縁辺部にあたることから、ここが古墳群の造営にかかわった人々の生活の場

となっていた可能性もある。

B地区（大字堤字五本谷、迎原）は切通川とその支流、及び大谷川によ って開析された谷平

野（標高20~27m)であり、収道 ・三瀬～中原倅車場線の東側から収営水路 ・中原西部線に至

るまでの、堤集落の北側に広がる水田地帯である。

当該地区の南端部は奈良時代の土塁である堤土塁（狂一義他 1978 「堤土塁跡J 上峠村

教育委貝会）の分布範囲内であり、八藤遺跡（弥生～奈良 • 平安時代の集落跡、縄文時代の遺

物散布地）、 五本谷遺跡（弥生時代の!Jti!,I;群 ； 「二塚山遺跡J所収）等が隣接している。

34箇所の試掘溝を設定したが、 遺構は確認できなかった。また遺物についても 3箇所から流

れ込みと見られる土師器小片、中世陶器片、近世陶磁器片を検出したに止まった。この地区は

堤土塁の背面にあたるため、関連施設の漉認に期待が集まったが、検出には至らなかった。

C地区（大字堤字一本柳、六本谷）は鍼西山南魏から姐道 ・佐賀～川久保～贔栖線の悸i閲ヘ

舌状に延びる行柳丘陵上の先端部（襟裔23~31m)に位ばし、現況は水田である。

当該地区は胄柳古切群の分布範囲内であり、狭因な谷を挟んだ東側の丘陵上には、新立古項

群が立地している。

18箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施した結果、 8箇所から住居跡、土填、溝跡、柱穴

等を確認し、 2箇所で土師器片、須恵器片、瓦質土器片、近世陶磁器片等を検出した。この地

区は谷部を挟んで堤土塁と対約した位宿関係にあるため、当初から堤土嬰関連の遺構の存在が

想定されたが、今回の確認潤究によって時期的に合致する奈良時代の集落跡が検出されたため、

相互の関連が今後の検討課題として提起された。

D地区（大字堤字谷渡、五本谷）は鎖西山附麓の、下の新立溜池周辺より南方向に延びる水

田部分（標~25~35m) にあたり、中央部を南北に凩営水路 ・ 中原西部綜が横断している。

当該地区の北端部は新立古項群、南端部は堤土星の分布範囲に含まれており 、周辺にも谷渡

古沢群、 汗柳古項群等が集中している。

当該地区は大正年間に耕地整理が行われているが、確認調査の結果、 3箇所の試掘溝で住居

跡、土壕、柱穴を確認し、 2箇所から弥生土器小片、土師器片等を検出した。これより切り土

を免れた部分については、弥生時代から古墳時代にかけての集落跡が遣存すると考えられる。
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図 1J 上峰町：上峰北部地区試掘溝設定図
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E地区 （大字堤字舟石外）はD地区の東側隣接地で、中原町との町校に位漬する八藤丘陵ーL:

（標高20-30m)であり、舟石集落の北側に隣接する水田地帝である。

当該地区は周知外であるが、堤土塁、八藤遺跡（縄文時代の遺物散布地、及び古墳～平安時

代の築沼跡）、船石遺跡（縄文時代の遺物散布地、弥生～古項時代の集落跡、項墓群 ：七田忠昭

1983 「船石遺跡J 上峰村文化財調査報告杏上峰村教育委n会）等が隣接している。

試掘溝設定による確認調査の結果、遺構・ 遺物とも検出できなかった。当該地区一帯は切通

川の支流である大谷川の氾濫原であり、遺構の残存する可能性は低いと考えられる。

F地区 （大字堤字1i.本谷）は堤集落の北東部に隣接する独立丘陵 （標高27m)である。

この地区は調査前より堤土双との関連が指摘されていたが、 7箇所の試掘溝の内、 2箇所で

70mの土媒版築層を確認し、その版築内から土師沿小片、須恵器小片等を検出した。 また他の

3箇所からも土凛等の存在を確認した。

A-F地区全域に総数136箇所の試掘溝を設定して、合計40.000吋にも及ぷ遺跡の広がりを確

認したが、個別協譲を経て最終的に22,000面が本調査の対象となった。また堤土媒、及びその

関連施設の遺存が推定されるF地区 (7,OOOm')に関しては、基盤整備事業地区から除外し、公

布化を図ることで史跡公園化等保＃整偏への道が開かれた。

(5)三根町（三根東地区、大苦寺北部地区 図12)

三根東地区 （三壕甚郡三根町大字西店字lll1l1:確認潤査対象面積20.5ha)は切通Illと寒水/II

に挟まれた一帯で、両河川、及び筑後/IIの沖積作用による低平な地域（標高 4-5 m)である。

調査予定地区は周知外であるが、南側に近接して田中遺跡 （弥生時代の集落跡）が立地してお

り、南西方向1.5kmには本分貝塚 （弥生時代中期の貝塚：藤口饒二他 1981 「本分貝塚』 佐

賀県立博物館謁査研究害第1巣 佐賀県立博物館）や本分遺跡（田平徳栄 1987 「本分遺跡J

三根町文化財調査報告魯第 4集 三根町教n委H会）が立地している．

水路掘削千定地を対象に19箇所の訳掘溝を設定したが、遺構については確認でさなかった．

また遺物に関しても流れ込みに起因する と思われる土師粒小片を検出したに止ま った．

大普寺北部地区（大字天廷寺字8村、市場外：確認調査対象而積51.0ha)は明治20年から昭

和32年までの断続的な工事による天廷寺捷水路の完成によ り、筑後川左れに残された旧流路（安

武Ill)によって区画されている低平な水田地帯 （土居外；標高3-4m)である。

当該地区は従米遺跡の存在がはとんど知られていないが、筑後）IIを挟んで西側には南晶遺跡

（弥生時代の集落跡）、 天氾寺土井内遺防 （天本洋ー 1985 「天建寺土井内遺跡J三根町文
.. ,oど 、9

化財讀査報告害第2集 三根町教訂委只会）等が点在している。また筑後川西岸には千楽土居

（寛永年間に成バ兵庫茂安が北茂安町の干栗神社下から三根町大字坂口に至る12kmの河岸に、

水害防止のために築いた堤防）が残存している．
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図 12 三根If:大将寺北部地区試掘溝設定図
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水跨掘削部分を中心に94箇所の試掘溝を設定した結果、 4箇所で土濱、柱穴を確認し、同時

に土師器（糸切底）小片、竜泉窯系，，打磁碗片、白磁片等を検出しなこれにより筑後/II函はの

天建寺周辺に分布する中世の集落と同時期に、当地でも集落が存在したと思われる。

個別協議の結果、遺跡が存在する I,100面について調査を実施することに決定したが、）＆盤整

偏ホ業自体が平成3年度以降に先送りとなったため、綱査もこれに追随することになった。

(6)東行扱村（東守扱工区（第10換地工区）、 ILL田地区（砂防ダム建設、及び暖岸:c事））
束守飯工区に関しては第10換地工区が対象となった。第10換地工区（神塙郡束脊飯村大字石

動字一本松：確認潤査対象面積I.Sha)は田手川束岸に形成された河が段丘上（標il':i48-53m)

に位置しており．現況は水Illである。
會みいしな9

当該地区は縄文時代から中世に至る複合遺蹄である上石動遺跡の分布紀囲内であり、更に石

動古lJ't群の分布範囲とも頂複している． また因辺には石動二本松遺跡 （弥生～古項時代の集泊・

跡）、石動二本松古項群、 IIJlfl谷古れ群などが隣接している．

12箇所の試賊溝を設定した結果. 9箇所から土濱、溝跡、柱穴等、及び須恵骰片、土師器片、

淘磁器）ヤ等を検出した． このことから対象地区全域に古項時代の集箔跡 •項墓群．及び中世の

集落跡が存在すると巧えられ、特に中世の遺構については、これより北方の山麓に所在する霊

仙寺跡 (lfl平徳栄 1980 「盆仙寺跡J 束行伍村文化財調査報告害第 4集 東行振教育委H

会）との関連も想定される．

111川地区（大字石動字一本松：確認調査対象面積0.03ha)は権現IIJから南南東に派生した丘

陵部に対する石光川の開削作用により形成された狭沿な谷底平野（標窃108m)である。

当該地区は石動西一本杉古tit群の分布範囲内であり、周辺にも妙見社古項群、及び滝拝古れ

群が近接している。石光HIの上流域には狭浴な谷筋であるにもかかわらず、 JII沿いの段丘上や

綬斜面部分には、横穴式石役を主体部とする小円れが多数集中している。

現地踏査により古れの石室の一部、あるいは残存部分と巧えられる大石の存在が地区内で確

認されたことから、古れの存在確認を主目的とした調査を実施した。

2箇所の試掘溝を設定した結栄、地表面に露出している大石については作為的な設誼・ 組み

合わせ等は認められなかった。また表士、及び堆積層から土師器小片．須恵諾小片等が少依出

:1：したが、これらはいずれb流れ込みによる 2次堆積土附中の遺物と判断される。

(7)三瀬村（裏田地区、広域基幹林道 ・金山～存捩線（長畑地区、井手野地区 図13-14))

褒In地区 （神埼郡三瀬村大字藤原午裏田：確認関査対象面積4.0ha)は北山ダムに流れ込む嘉

瀬川の支流である高瀬HIによって開析された谷底平野（標高387-392m)である．

当該地区は周知外であるが、北東側には店JII遺跡（縄文時代の遺物散布地）、函側には笹ノ
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図 13 三瀬村 ：井手野地区 (J1手 野遺跡）出土遺物実測図
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図 14 三瀬村 ：井手野地区 （井手野遺跡）試掘溝No.I遺物出土状況
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瀬遺跡 （中世の館跡）がそれぞれ隣接している。

削平予定部分を対象に試掘溝を19箇所設定したが、遺構・遣物とも検出できなかった。

広域甚幹林道 ・金山～脊振線については長畑地区、及び井手野地区が対象となった。長畑地

区（大字三瀬字長畑：確認謂在対象面積： O.lha)は国道263号線からの西側起点部分であり、

三瀬峠に近い初瀬川によって開析された谷に面した綬傾斜地（標高420m)である。

当該地区は旧石器、及び縄文時代の遺物散布地である長畑遺跡0)分布範囲に含まれ、周辺9こ

は宿北方遺跡（縄文時代の遺物散布地）、 三瀬城跡 （中世の城館跡）等が立地する。

試掘溝を 3箇所設定して確認潤査を実施したが、遺構は確認できなかった。また遺物につい

ても、 1箇所から黒曜石製の砕片を 1点検出したに止まった。

井手野地区（大字藤原字井手野 ：調査対象面積0.2ha)は長畑地区から東南東方向3.5kmに位

四し、脊振ill系の金山（探i'.li967m)から南に延びる尾根部分を、嘉瀬川の支流である裏平川が

開析することによって形成された、狭監な谷部の西側緩傾斜面上（標高600m)であり、現況は

桧・杉の植林地、及び雑木林となっている。

当該地区は周知の埋蔵文化財包蔵地には含まれないが、周辺には吉野山遺跡 （縄文～弥生時

代の遺物散布地）、栗園遺跡（縄文～古墳時代の遺物散布地）等が点在している。

掘削予定地を中心に3箇所の試掘溝を設定した結果、 1箇所から花閾岩の礫数点を検出し、

2箇所より安山岩製剥片、加工痰を持つ黒曜石製の縦長倒片、砕片、及び縄文時代後期の土器

片等を検出したことから、遺跡の分布する範Ill!♦こついて＂井手野遺跡”の名称で周知化した。

文化財の存在する500m'の取り扱いについて協議を行った結果、計画路線の変更で決した。な

お変更後の地区についても 4箇所の試掘洞を設定したが、遺構 ・遺物とも検出できなかった。

(8)神埼町（神埼工区（祇園原工区 図15、姉川工区））

神埼工区に関して は祇園原工区、及び姉JII工区が対象となった。祇園原工区（神埼郡神埼町

大字尾崎字店香原外：確認調査対象面積83.0ha)は神埼町北西部の早稲隈山（標高174m)、及

び日の隈山（標高148ml南麓に広がる沖積平野の北端部（襟高l3~20m)である。

総面積83.0haにも及ぶ確認調査対象地区には野畠遺跡、森ノ木遺跡、塚原遺跡、小林遺跡、

祇園原遺跡、 轡田遺跡等の弥生時代から古坑時代を中心とする複合遺跡が立地しており、神埼

町内でも最も遺跡密度の高い地域となっている。

当該地区全域を対象に786箇所の試掘溝を設定した結果、 195箇所で住居跡、土填、溝跡、柱

穴、道路面等の遺存を確認し、 57箇所から俎輪片、須思器片、土師器片、 瓦質土器片、瓦片、

捏ね鉢等古項時代から近世にかけての遺物を検出した。このことから計画地区のほぼ全面に古

墳時代から近世に及ぶ複合遺跡が存在すると思われる。また奈良時代に摂能したと考えられる

古代官道の確認を目的とした試堀溝では、道路面（踏面）とその周囲に分布する同時代の遺構
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図 15神埼町：神埼工区（祇園原工区）試掘溝設定図
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を随所で検出しており、平成 2年度より県教行委只会が主体となって実施する古代官迫の調査

平業に関して方向性を与える重炭な資料ともなった。

確認悶査により、遺跡の分布が合計300.935rrfにも及ぷことが判明したため、個別協議を窟わ

た結果、平成2年度に7,200吋、 3年度に18,000rrfの本詞査を実施することになった。また官這

推定地については計画地区からの除外亀及び保存整備活Ill計画の策定に関して協議中である。

姉川地区（大字姉JII字二本松、 三本松、五本松、六本松：確認潤査対象面積30.0ha)は神埼市

街の南西部に展開する低平な沖積平野（標窃3.5-4 m)で、 東側には中地江川が隣接する．

当該地区は周知外であるが、束方向 lk11には中世の集落跡である下六T遺跡が、そして面束

方向 Ikmには中世の城館跡として若名な姉JII城跡がそれぞれ立地している。

10500所の試掘溝を設定して確認詞査を実施したが這構 ・遺物とも検出できなかった。

(9)千代1B町 （千代田工区（柳島地区図16、上西地区））

干代田工区に関しては柳島地区及び上西地区が対象となった。柳品地区（神崎郡干代田町

大字柳島字九本柳外：確認調査対象面積90.0halは隣接する筑後川と、その支流である田手）II 

の沖積作用によって形成された低湿地（標高3m)である。

当該地区は周知外であるが、北西側には柳島遺跡（中世の集沼跡）が隣接しており、更に洒

方向 2kmの古城集落には崎村遺跡（中世の城館跡）が立地している．

193箇所の試掘溝を設定して確認調企を実施したところ、 2箇所から遺構と思われる沼ち込み

を確認した。また遺物については3誼所で土面器細）ヤを検出した。

当該地区は筑後川を本流とした水系の氾濫によって形成されており、現在でもその証拠を地

区内に残るlf1河川の流路の推移の中に見い出せる．またこの地区内においては遺跡を確認する

ことはできなかったが、柳島集落の術側には中世の集落跡が存在する可能性がある。

上西地区（大字下西字二本松外 ：確認綱査面積28.0ha)は千代Ill町最西部の、佐賀市との市

町境に位沢し、大詫問幹線水路、諸な幹線水路及び国道264号線によって囲まれた低平なー帝

（標高3.2m)であり、現況は水田地帯となっている．

当該地区は弥生時代の集落跡である責別当神社遺跡の分布範囲内であり、北洒方向200mの佐

賀市兵謀町千住には千住遺跡 （弥生時代｀及び中世の集落跡）が立地している．

水路予定部分を中心にJOO箇所の試掘溝を設定した結米、 4箇所で土濱、清跡、柱火等を確認

し、 10箇所から弥生時代中期の土器片 （壺、甕、高杯等）、中近世の隕磁荘片を検出した．

文化財の取り扱いに関して協譲を韮ねた結果、工法上の保存措沢が困難な450m'について調査

を行うことになった．
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図 16 干代Ill町：干代Ill工区（柳島地区）試掘溝設定図
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(10) U-: 買,Ii(久保）如束部地区 (Ill:.:換地 I],( 位118、第三換地 r.ll 図19-20)、久保泉内部

地区（泉：i: 区） 図21、金立南部地区 図22、北Ill副地区図23、巨勢地区．兵庫南部地l文．

図24.城洒第一地区、城西第二地区）

久保泉束邪地区に関しては第二換地1:1メ：、及び第:.換地」J,(が対象地f,{となった。 第二換地

I]>( • Iiiデ．換地l'.f,((佐t(,f』久f呆泉町）咋II)久保‘躇原11、東;:・w,.原ノ町外：確認，図10ぼ

1/1i t;'l42. 2ha)は術尿111(椋邸174m)ft.j麓か らJj.;がる;'i'f,'!平ft(探料14-20m)で、東西Jol1i1111を

低位Ii:陵によりIIりまれているため｀中央部がl"I状の谷状地形となっている。現況は県道 ・(Ii¥"/

-111久保-.C!栖綿のiti側、県近 .ff振～佐r1線の虹"に隣接する水Illや畑地（窃畑）である。

拓該地1メ：はその西部が1以ノ町逍跡、北東部が東i:":jllliu跡、 iii束部は控木逍跡とい..,Iこ弥,1,,.~

代か ら中Ill:に干る複介沿跡の分布範IIりに含まれており．茂木滋跡の求1111では l~I屯9寺に糾矛鋳印

が/IU:している。また古代H近の推定ルートが叱該地1えを,t,;北に二分する形で通過している．

また!',I辺にし泉ii'.1114'、 1:-f U泉沿粉.w. 形誼跡守の弥，'I'.時代から中世に弔る複令磁跡が即I• して

いる （輻Ill義彦 1986 「泉辺跡j 佐1'/ili文化財濶代報tぶJ}第16集 佐flili数11委H会）．

成掘塙を104俯所設定した結米、 29箇所でjj;l,o}跡、 .I:哄．沿跡等を確認し、追物についてし弥

'id・，器!¥・、 lf(必器）r、 I絲器J:・..!i.1't I: 岱 J¥...,,を検出した。また古代n近の推定1レー トI・.に改

定しf.:試!l1ii柑からは、近粋の節1f1i芥、 r:・道の(U1,をii(接的に必付ける介科は得られなかっI.:が、

奈良8,~代の辺物が出.I・.しており 、l°I辺に関述する施設跡の:(f-:(f.が他定される。

総ihll,'i89.029m'に＆及ぷ逍跡の取り扱いについて協議を頂jJた鮎米、 'Ii1.: による保存が困難

な11,323m'についてが悶介を火施することとなった．

久保以西部地1メ；については泉：r:iメ．が対象となった。泉.l'.I><:(久保泉lfk.'r'I沖II泉'f'f・l/1;!水 ：

確品，鴻れ対象1/1i11'l20.0ha)は鈴熊111(r,'{硲139.Sm)のiti脱糾部にI(勢川の沖f(1作／りによ 'I形成

された徴心地 (Ir.I,匂7-!Om)である．

'", ,I亥地区はその北西部が籟水,t遺跡．東部がt¾ft水追跡という弥生峙代から小 Ill:にかけての

複介逍跡の分,/Ji範11!1に含まれる。また固辺に L1-.Jし郎沿跡．徳氷逍跡、求千布逍跡万の弥1.J,.PS

代から •!•ill:に冷る複合逍跡が多<.ii. 地しており．北束祁近)1;;地域で1.,久保泉 1:稟l・J1地造成に係

る確，認潤-ft(福Ill義疹 1986 「久保泉—,:棠団地1勺逍跡J-r反祢 ・久保泉エ菜団地造成、ll袖iに

f'I' う 罪祓文化財確，認潤介汁!f;•,lf f,H/,li教11委Ji全）により逍跡の分:iiiが確，認されている．

lt,irjlJ (-)if部分を中心に84箇J所のぶ伽沿を，改定した紺j果、 1l箇J所で住l,oi跡、 1:1製、 i11跡方を確

品し、外IU:器I',・、上師器J',・を検出した。 t-~に弥,j,_時代の迅物は微高地l・，の 3 箇J所に應I• して

おり．久保呆,:叉I-J I地造成·f•l'rに係る ，褐代によ っ て確認された逍跡との関述竹 b洩える．

確，はぶ11tによ ってれ)191した滋跡の広がりは31.437m'に1.,及び. ,11,'j格を,f(IJI.:結果、水路建設

による掘削部分、及び盛1:1呆r-,:がJj,j穀な4.966m'について本油介を尖施するこ とと なった。

令立,Ii部地1メ：（金Ji:町J.:.:;:T•:fJi'r: 久i:'i:確，認，→関介対象1Mf/1IO.Oha)は1,:勢JIIを1火んで久保泉
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図 18 佐賀市 ：久保泉東部地区 （第二換地工区）試掘溝設定図
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A
 

図 19 佐買市：久保泉東部地区 （第三換地工区）試掘溝設定図 (I)
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図 20 f,¥-: 竹市：久保泉東部地区（”竺換地：1:1え）試掘沿設定171{ 2) 
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金立小学校

図 22 佐双市：金立南部地区試掘溝設定図
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洒部地区と対峙する位滋にあり、東瀾の巨勢）II方向に傾斜する囚状地上 （標硲6~9m)の久

J:i、東干布両渠落の周辺に広がる水川、畑地 （硲畑）ー帝である．

当該地区は西憫部分のはとんどが久ia遺跡（弥生ー中世の集落跡）、東千布遺跡 （弥生～中111:

の集箔跡）に、また北粟1閾部分が大野原遺跡（縄文～古れ時代の集沼籾）に、そして南東の一

Jりが干布二本！）．し木遺跡（弥生～中世の集落跡）にそれぞれ含まれている。なお県道 ・小城～北

茂安線の改良工事に伴う潤社によ って、久訂遺跡では弥生時代中期削半の竪穴住居跡、 古tfl時

代前半の洛跡、 江戸時代の掘立柱建物跡． ：巳廣等が確認され、束千布遺跡においては弥生的代

前期末から中期前半の史柁を主体とする.tJ't廷群、土塘、溝跡等が検出されている （福田我彦

1985 じ［千布逍跡j 佐賀市文化財詞査報告苔第15集 佐双市教脊委H全）．更に周辺にも千

布二本松遣跡、友n遺跡、 巨勢）II対岸には村徳水遺跡、篠木野遺跡といった弥生時代から中世

に至る複合遺跡が隣接しており、佐双市内において最も遺跡密度の窃い地城となっている。

削平予定部分、及び水路掘削予定部分を対象に 115箇所の試掘溝を設定した結米、8箇所で住

居跡、 :l:l賓、溝跡、小穴等を確認し、併せて土師悩片．瓦質土沿片.w磁片等を検出しなこ

れにより 当該地区には古項峙代、及び中世の集落跡が存在すると芍えられるが、辺跡の分布か

ら勘案すると、県道改良工事に係る潤査で確比された久紅遺跡に連続するものと、思われる．

総面枝13,750吋にも及ぷ遺跡の取り扱いについて個別協譲を行った結呆．工法上の保汲措沼

が困難な1.376m'について本詞究を央施することに決した．

北）111,!IJ地区 （北）II副町大キ光法キ角町． 阿窃：確認甜充対象面積45.3ha)は佐沢市と諸1:1町

の市町境に沿ってii下する佐双江川の支流に西接し、国道208号線の北側に位沿する角町、阿窃

両集落の局囲を取り巻く水Ill地帝 （標窃2.5-2.Sm)である．

当該地区は周知外であ るが、阿店遺跡 （弥生～中世の集落跡）が隣接しており．増田遺跡、

村•I消遺跡 （甜富町）、 山領村中遺跡 c:r.f.l町） 等中世から近世にかけての集洛・跡が、周辺に点

在している。

水蹄掘(.fl)こ（-定地を対象に試掘溝を75俯所設定した結果、 9箇所で土壊．溝跡、小穴等を確認

し、 4箇所から土師器片．瓦代土器片、宥磁片を検出した。そこで遺跡を発見した地区につい

て阿謀遺跡の分布範囲の拡大、及び‘梅屋敷遺跡＂、“寺衷 遺跡＂の名称で因知化を 行った．

遺跡の存在が確認された12,075而の取り扱いに閾し、個別協譲を重ねた結果、水格掘削予定

地にあたる5,474m'についてはエ法上の保過措設が困難なため、本謂査を行うことになった．

巨勢地区 （巨勢町大字東西字束臣勢：確認潤査対象面積28.0ha)は佐賀市の最束部に位訳

し、干代Ill町、及び諸i:1町に南北で接する低平な水Ill地帝 （楼高3m)で、南側には城原）IIの

1支流である佐賀江川が接している．

当該地区は因知外であり、周辺部においても近接地での遺跡発見の報告は提出されていない．

確認祠査は40箇所の試掘溝を設定して行ったが、遺構 ・遺物とも検出できなかった．
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図 23 佐賀市：北川副地区試掘溝設定図
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兵庫南部地区（兵庫町大字瓦町字牟l.ll寄、中牟田：確認調査対象面積45.0ha)は千代田町と

の市町境に近接する瓦町と牟m寄の両集落の間に広がる低地一帯 （標高3-4 m)である。計

画予定地区内にはクリークが縦横に巡り、この地域における独特な集落の景観を見せている．

当該地区は未閥知地区だが、南側には牟田寄遺跡（弥生～中世の集落跡）が隣接し、周辺の

集活部にも伝阿弥陀寺跡、伝光明寺跡、伽藍遺跡等の中世の寺院跡、集落跡が点在している。

水路掘削予定地を対象に72箇所の試掘溝を設定した結果、 4箇所で土濱、小穴を確認し、併

せて弥生土器片 （甕、鉢、高杯等）を検出した．また遺跡の存在が認められた国営幹線排水路・

徳永線の計画予定地を中心とした一帯については、＂瓦町遺跡＂として周知化を図った 。

個別協譲の結果、遺跡の分布する8.360m•は水銘掘削予定地であるため、エ法上の保蹟措置を

採る ことが困難であり 、最終的にそのうちの4.640rrtについて本綱査を行うことに決した．

城西第一地区 （本庄町大字高太郎：確認調査対象面積38.0ha)は佐賀市街の南1111に展開する

低地一帯 （標高2m}で、県道 ・西与賀～本庄線の束1111、及び上飯盛巣落の南側から佐賀南部

広域農辺に至る地城である。

当該地内では従米埋蔵文化財の存在は確認されていないが．隣接する上飯盛の集落には上飯

盛遺跡 （中世の集落跡）、及び飯盛館跡 （中世の城館跡）が所在している。

水路掘削予定地、特に現集落邪に隣接する地点を対象に33箇所の試掘溝を設定したが、遺構

に関しては確認できず、遺物についてし摩減の著しい弥生土粒片、及び近世の磁器片を数点検

出したに止まった。

城西第二地区（本庄町大字鹿ノ子： 確認詞査対象面積25.0ha)は城西第一地区の束側隣接地

で、大井手幹線水路と県道 ・東与賀～佐賀線、及び県道・相応津～諸店線に囲まれた低平な水

田地帯 （標高2m)であり、関辺にはクリークが縦横に巡っている。

この地区も第一地区同様因知外であるが、北北東方向 lkmの佐双市街地周辺の集落部には末

次遺跡、灰塚遺跡、西川内遺跡等の中世の集落跡 ・居館跡が点在している。

水路掘n11予定地区を対象に25箇所の試掘溝を設定したが、遺構 ・遺物とも検出できなかった。

(11)多久市 （多久東部地区 （別府地区） 図25、四下地区、高木川内地区）

多久東部地区に関しては別府地区が対象となった。 別府地区（多久市束多久町大字別府：潤

査対象面積16.Sha)は牛津川、及びその支流の今出Ill.西郷Ill、別府川が天山山系南麓を開析

し、また氾濫を繰り返すこ とによって形成された徴高地上（標高ll-23m)に位霞しており、

国道203号線と県道・多久～長尾～牛津線に囲まれている水田地帯である。なお当該地区を起点

として国営幹線水路・筑後JII下流地区多久導水路の敷設が計画されている．

当該地区は因知外であるが、北東部には桜木遺跡（弥生時代の集落跡）が隣接しており、洒

側に近接する今出川の自然堤防上にも昭和61年度、及び63年度の農業基盤整備軍業に係る確認
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図 24 佐買iii:兵庫南部地区試掘溝設定図
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図 25 多久市：多久東部地区（別府地区）試掘清設定図
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曲介によって縄文時代中JU]のjij福寺式土悩や弥生時代の遺構・遺物が出土した大.:r:m遺跡（縄

文-t,/J'I叶代の集沼跡）や、昭和62年度の潤在で弥生時代から古坑時代にかけての迅構 ・遺物

が検出された木浦町遺跡 （古れ時代の集落跡）字が点在している。また北方向 lkmに位沼する

東多久パイバスの建設に係る文化財潤1iでは．笠頭Iii(福応330m)酎麓裾部に立地している遺

，，，群が潤在対象となった（西村務司 1984 r東多久パイバス関係埋~文化財潤介報告杏j 佐

鉗限文化財渭在骰む杏第7糾し 佐賀限教打委貝会）．

削平-f定地を対象に90箇所の試掘溝を設定した結果、 5箇所で住居跡、 土壌、 柱穴等を確認

し、 6符所から土師岱J¥・等の包含IMを検出した．このことから当該地区には中世の船15跡が存

在すると．思われる。なお遺跡を発見した地域については＂四 反田逍跡＂として周知化を図った。

遺跡の存在を確認した6.750m'の取り扱いについて協譲を爪わた結朱、こ［法上の保護拮沼が困

穀な-1. 000m•について本潤究を実施することに決した．

四下地区 （北多久町・大字多久Ii;¥字申Ill内：確認潤査対象面積1.0Sha)は今/IIJIIの開析作JI!に

よ っ て天111南麓に形成された谷庇平野の、多久盆地への出n部分にあたり、現況は1~)11内集沼

と1尿IJ集落との1111に細長く延びる微窃地上 （標窃72~76m)の水rn地帯である．

当該地区は未周知地区だが、今出川の西憫には中世の溝跡、柱穴等が確認され、縄文時代の

押型文j:器や杓畑式：l: 器、 i沼磁片、土師器皿 ・碗片守が出：Lしている四下大丹遺跡が近接して

おり、洒側丘陵J.:には八天11,(四下平）遺跡（旧石岱一縄文時代の逍物散布地）が所在する。

21箇所の試掘溝を設定したが、迂構 ・遺物とも検出でさなかった。地形的には今出）IIの氾濫

原にあたり、遺跡の残存している可能性は少ないと思われる。

祁木JII内地区 （北多久町大字,,ヽ 侍字高木）II内 ：潤査対象面Ht5.4ha)は船山 （楼窃684.9m)

の東比根を多久Illが開析することによって形成された狭浴な谷庇平野で、多久盆地への出[Iか

ら多久rli街地に接する水田地帯 （楼窃34ー37mlである。

当該地区は周知外であるが、北側には経ノ峯遺跡 (In石器～縄文時代の遺物散布地）が隣接

し、 mJI!方向700mの低位丘陵上には沿端滋跡 (IEl.ti器時代の遺物散布地）が立地している．

39箇所の試掘溝を設定して確認潤企を実施したが、遺構 ・遣物と b検出できなかった。

(12)大和町 （久池井地区図26~27)

久池井地区（佐償郡大和町大字久池井キー＊松：確認潤査対象面積O.OJha:~'ti. 面積4.Om')は

行扱111系'・I・'.!!!のi(f,13111(福麻237m)から南釆方向へ延びる，斤．陵の踏部 （標窃37m)である．

当該地区は久池井一本松遺跡 （縄文ー中世の集落跡、J.tt媒群）の分布範囲に含まれており、

閥辺にも久池井七本柳遺跡、城111遺跡、邪n滋跡、蝶ぷ古tJt群等の縄文II.~代から中世に至る複

介逍跡が集中している．

消布は店地の形状変更中に発μされた合口式の滉柁函 1必について災施し、平面図、断面図、

ー 48-



(___ ----9
 

F
1
1
1
1
1
9
1
1
1
 

。
55cm 

図 26 大和町 ：久池井地区（久池井一本松遺跡）甕棺出土状況
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図 27 大和町：久池井地区 （久池井一本松遺跡）出土棗棺及び縄文土器実測図
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写其等の記錢を作成した．

潤充対象となった甕柁は、弥生時代前期末から中期初頭に位震付けられる成人杭で、口絃部

の形態、及び体部の2箇所に 2条の沈線を巡らす前期末（金海式）の特徴を罰襲しつつ、底部

の影態等には次代の新しい淡索が見られる。また慕濱内埋土中から縄文時代早期の押型文：t器

片が3点出士Lており、その内の 1点の内而にはエ具によるナデ調整が認められる。また甕棺

内には頭部に水銀朱が付常した人ftが遺存しており、長匹大学医学部によるに定の結果、祓葬

者は年令30オ以上、身長152~m前後の女性であることが判明した．

(13)川副町 （川副中部地区 図28)

JII副中部地区（佐買郡川副町大字西古代字二本松A角、屋敷田 ：確認関査対象面積45.0ha:

潤査面積250rrt)は筑後JIIとその支流の早津江川により形成された沖積平野 （福応2m)であ

る。祖t:tf地区は国背幹線用水路・市の江-JII湖線と、広域塁道 ・佐賀南部地区線によ って東西

を区圃されている鱚江集落南側の水路掘削予定地 (250mりであり、昭和63年度の確認潤査で中

世から近世にかけての溝跡が検出されたため、本年度に追加潤査を行ったものである．

当該地区は昨年度に鰤江南遺跡として局知化を行っている．また早津江津は古代より船舶述

翰の基地と して開発されており、その痕跡は鱚江遺跡 （中世の集落跡）として遺存している。

綱査は幅 Sm、深さ80cmの大溝、及び暗果と思われる小溝を対象に行い、瓦質土邪片、土師

器片、中近世闊磁器片、砥石片守を検出した，

(14)小城町 （三里北部地区 (lti'水用設置））

三里北部地区（小城郡小城町大字菜原：確認潤査対象面積4.0ha)は小城町の茜燐部．天111111

系から連なる蜂山（楼高160ml、鏡山（標高133.9m)を中心とした丘陵の西側綬斜面一帯 （標

ifH30-150m)の、現在蜜柑因として利用されている地区である．

当該地区は米ノ隈古項群の分布範囲に含まれており、周辺にし峰古IJl群、姫御前古m、渋木

古1ft群 （多久市）等の古項群が集中していて、佐賀平野西北部一帯の奥津城とな っている．

貯水楕の設置予定区城内には大石が点在していることから．古項の残存も想定できるため、

試掘溝を20箇所設定して確認潤査を実施したが、遺構 ・遺物とも検Illできなかった。
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図 29 佐双iti部地区屈辺地形図 (I: 100.000) 

国r・・ 
（武雄Jr,) 固薗 白石西第三 （白石町） R南永野遺跡 （武雄市）

（武雄市） 白石洒”四 （白石町） R天神裏遺跡 （武謹市）

鹿島i!!i部 （鹿島市） 不 動 1U （綱野町） ⑰ 不 動遺跡 （鹿B市）

宮 原 （江北町） 回畠 糸岐）II耐 （太良町） ⑳ 多田遺躊 （白石町）

白石西第一 （白石町） 上 Ill原 （太良町） ⑳漏崎束遺跡 （白石町）

白石西第二 （白石町） 片 峰 （太良町）
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(15)武雄市（協地区．川登地区（第 1工区） 図30)

橘地区（武雄市橘町大キ大日字北楢崎外：確認関査対象面積36.0ha)は犬山岳 （ほ窃342ml

の西麓部、市道 ・認の木～城l::t線の南束1111に位沼する谷底水田地帝 （標in;6 -26m)である．

当該地区はおつぽ南麓遺跡 （弥生時代の墳翡群）、おつはIll第一水1"1遺跡 (I□石笞～縄文時代

の迫物散布地．中世の寺院跡 （正比寺跡）） の分布範囲内で、北測には国史跡のおつぽ山神罷

石、東側には北裕崎古tJl群、南側には小野原遺跡 （弥生～中世の集活跡）が隣接Lている （原

Ill保Uil 1987 「小野原遺跡」 武雄市文化財詞究報告守第17集 武雄市教行委H会）．

おつば山神籠石関連の遺構 （水門等）の遺存も考えられるため、 70箇所の試掘清を設定した

が、 1筒所で小穴を確認し、 1箇所から瓦片、染付1ヤを検出したにIi:まった．

) 11狂地区については第 i:i:区が対象となった．第 1工区（東川登町大字永Jt字焼山、北水野、

南水野：確認潤壺対象面積20,0ha)は虚空蔵ill(標高287.9m)を含むill系に対する溺見）IIと大

山路!IIの1州析作用によ って形成された、束西方向に細長い開析平野 （標和14~17m)である．

当該地区は因知外であるが、潮見/IIの右岸自然堤防上には玉江遺跡（弥生時代の集落跡）や昭

和63年度の店菜基盤整卸佗業に係る確認調査によって発見し、周知化した天神楽遺跡、南水野

遺跡等の、古m時代から中世にかけての集浴跡が点在する （原Ill保JIil 1987 「王江遺跡J 武

雄,Ji文化財潤究報告む坑16集 武雄市教行委且会）．

63箇所の試掘溝を設定した結米、 2節所で小穴と 土師沿片を検出した。これにより中世を主

体とする遺物散布地の存在を確認したが、集落跡の存在についての確証は得られなかった。

個別協議の結栄、盛土工法の採用により｀遺跡は全而保存されることになった．

(16)鹿島市 (/If,島西部地区 （南川地区 図31-32、若殿分地区、大殿分地区、大木庭地区、

J.:,'i枝地区））

鹿島西部地区に関しては南/II地区、布殿分地区、大殿分地区、大木庭地区、 J.:古枝地区がそ

れぞれ対象となった．

lii/11地区（鹿島市大字山浦字銭篭、 大字納1;,分字正願地：確認潤査対象面積13.8ha)は琴路

岳 （標窃50lrn)の北束111麓部を中川、石木津川、金剛Illが開析することによ って形成された届

状地の扇央部（福窃l4-20rn)である。

当該地区はその南半がill]爪遺跡 （縄文～中世の集活跡、遺物散布地）に含まれており、金隋

川を挟んで対紆している微店地上には、不動遺跡をはじめ飯田逍跡、筒口且跡、 立馬場遺跡等

の中世を主体 として縄文時代から近世に至るまでの複合遺跡が集中している．

127箇所の試掘溝を設定し、l4箇所で1主居跡、溝跡、柱穴、及び古式土師邪J¥・.:L: 師器/';、近

視紺磁沿等を検出した。この事から当該地区には古1J1時代から近世に及ぷ複合遺跡が存在して

おり、特に辻水源地東側一帯では古坑時代前期の集洛跡が存在している可能性が碍い．
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図 30 武雄iii:Ill登地区（第 I:r. 区）試掘溝設定凶
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図 31 鹿島市：鹿島西部地区（南HI地区）試掘溝設定図 (I)

遺跡の分布する1.500而の地域の取り扱いについて協議を重ねた粘果、保存ユこ法の採Illが困難

な1.200m'について本漑介を央施することとなった。

若殿分地区（大字納臼分字堤、妙見：確認関布対象I面積2.5ha)は窃iltld.、台地の先端部斜1面と

中川とに快まれた河Ill敷部分 （襟高16-I8m)で、現況は水Lilとなっている．

当該地区は/tJ知外だが、 m1w1-台地上には辻遺跡、久保遺跡等の縄文時代の遺物散布地が立

地 し｀小川の対犀には浄料遺跡、八竜俎跡等の縄文時代から中世に至る複合逍跡が集中する。

悶平予定部分を対政に21箇1所の試掘溝を設定したが、遺構・遺物とも検出でさなかった．

大殿分地区 （大字1l1iiIT字八屯．浄源；確認調査対象面積14.4ha)は中川が形成するl*l析平野

の11¥IJ部分で、迷厳院局辺に広がる低平な丘陵の斜面 (f.¥l/.'1;IS-22m)である。

当該地似はその大部分が八窃遺跡． 二保沼跡守の縄文時代から近世に至る複合滋跡の分布範
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図 32 /J¥(! ふI,:鹿島西部地It.(南Ill地区）試掘消設出li<I(2) 
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囲内であり、中世における京都・仁和寺の末寺である金噸正院の推定地ともなっている．

151箇所の試掘溝を設定した結果、 6箇所で土濱、柱穴を確認し、土Cili器片（糸切り底）、瓦

牧土岱）ヤ等を検出した．これにより当該地区には中世の集落跡が存在するものと思われる。

遺跡の分布範囲2,700rrlの取り扱いを協議した結果、盛土による全面保存が可能となった．

大木庭地区（大字三河内字大木庭：確認潤究対象面積13.0ha)は蟻昆山 （椋芯192ml南麓部

に中川が形成している扇状地の扇頂部分 （標高30~40m)である。

当該地区は大木庭m中遺跡、国末遺跡という縄文時代から中世に至る遺物散布地内で、北側

の蟻尾山一帝には中世山城である蟻尾城跡が遺存している。また中川の上流500mには昭和63年

度に農業基盤整偏事業関連で潤査を実施した吹野遺跡 （縄文時代晩期の集落跡）が立地Lてい

る （加田隆志 19邸 「吹野遺跡J 脱島市文化財潤査報告Qf第4集 雁島市教・,1委n会）．

92箇所の試掘i呂を設定したが、遺構については確認できず、遺物に関しても表土中より中近

世の阻磁岱片、石鍋片等を少費検出したに止まった。

上古技地区 （大字古枝字上古枝：確認謂査対象面積3ha)は多良岳 （標窃982.7m)の北11111.1.1

麓を浜川が開析することによって形成された狭沿な谷底平野（標'(.~40~50 m ) である。

当該地区は屈知の埋蔵文化財包蔵地には含まれないが、北側 （浜川下流）300mには県指定の

頂淡文化財（建造物）である命蜻社を有する祐徳稲荀神社が立地Lている．

確認調査は28箇所の試掘溝を設定して行ったが、遺構 ・遺物とも検出できなかった。

07) iC北町 （宮原地区（貯水池建設））

宮原地区 （杵島郡江北町大字山口字束百合野：確認潤査対象面積0.2ha)は市街北側の大平山

（標高269.Sm)の南側急斜面が平坦部へと移行する一帯（楳r.r,160-180m)である．

当該地区は周知外だが、洒百合野遺跡 （純文時代の遺物散布地）、柳谷古坑群が近接する。

II箇所の試掘溝を設定して確認調査を行ったが、遺構・ 遺物とも検出できなかった。

{18)白石町（白石洒第一地区 (3エ区） 図33、白石西筍二地区 (4エ区）、自石西第三地区

(I工区） 図34、白石洒第1!!1地区 (3エ区） 図35)

白石西第一地区では3エ区が対象となった。 3工区 （杵島郡白石町大字大渡字応ノ果：確認

潤査対象面積25.0ha)は、 六角川の南に広がる沖憤平野をL字形に囲むようにして延びる杵島山

系の裾部 （標高3-4m)にあたり 、現況は水田地帯となっている．

調査対象地区は大渡下三本松遺跡 （弥生～占れ時代の遺物散布地）の分布範囲内であり、面

西側丘陵端因辺部には島ノ巣遺跡 （弥生ー中世の遺物散布地）が、北側には存佐木遺跡（弥生

～古切時代の遺物散布地）、東側には馬洗上焦木遺跡 （弥生～中世の集落跡）が、また1+i側に

は、長浜古1J1群、菜岡山古1J1群が隣接している。
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57悦所の試掘溝を設定した結果.5椅所で溝跡を、 9箇所から土師器Jヤ、須忠笞9ヤ、'l',j・磁片、

白磁片等を検出した．なお清跡の時期については平安時代から中世と判断される。

遺跡の存在が確認された l,870m•に関して取り扱いを協譲し、エ法上の保践措訳が困難な870

m'について本調査を実施することに決した。

臼石洒第二地区については 4エ区が対象となった。 4エ区 （大字束郷キー本楠 ：確認潤査対

象面積12.0ha)は．白石町市街の北側から六角川の蛇行部分に至るまでの低平な水Ill地帯 （栢

高3-4 m)で、東側には国辺207号線が、そして'i!!illllにはJR九州長崎本線が接している。

当該地区は囚知の埋蔵文化財包蔵地には含まれないが、西1ll1には伝六角判官館跡 （中世の館

跡）が、南問には同じく伝六角判官館跡、束繹一本楠遺跡 （中世の道物散布地）がそれぞれ近

接している。また対象地区の南西部に接する六角神社境内には、・立文6年 (1666)の記年銘を

持つ「天照!;¥太神宮」石碑の他、多数の石造物が安江されている。

磁削予定地を対象に15箇所の試掘溝を設定したが、遺構・遺物とも検出できなかった。

白石西第三地区においては 1エ区が対象となった。 1工区 （＊字今泉字多田 ：確認潤査対象

面租40.0ha)はl勺石町市街の南西部に位置する江越地区を中心に広がる低平な水m地帯 （標為

1.6-2 mlで、中央部を地雌沈下用排水路30号 ・31サが束酉に横断している。

当該地区の北西部は多Ill遺跡 （弥生～古積時代の遺物散布地、古tft-奈良時代の集落跡）の

分布範囲内である。この一帯は 「多駄繹Jとして記鈷にも登場しており、荘園経背等集中的な

開兌が行われた地域である。昭和62年度から基盤整偏事業に係る調査が饒絞小で、古れ時代後

期から奈良時代にかけての遺構と共に、 「姿入固」と娯杏されたij'{恵器杯が出土している。

掘I'll]予定地に60箇所の試掘沿を設定した結果. J箇所で土濱を確認し、 3箇所から土師器9ヤ、

須恵器g•守を検出した。このこ とから当該地区は多田遺跡の束端部にあたるものと打えられる．

遺跡の広がり が確認された1,IOOm'の取り扱いについて個別協議を行った結果．工法上の変更

が困穀である.:.とから、全面潤査となった．

白<:i西第四地区においては 3工区が対象となった。 3工区 （大字提字船,t:確認潤査対象面

積37.0ha)は犬111岳 （標料342m)の求麓から隆城跡までの低平な水OJ地帯 （標高3.6-4.4m)

で、束睛には県逍 ・錦江～大町線が接し．中央部を地盤沈下用排水路68サがL字影に走る。

当該地区は北東部と南西部の一部を除き船野遺跡（弥生～古jJ1時代の遺物散布地）、及び嘉瀬

/II遺跡 （弥生～中世の集落跡）の分布範囲に含まれる。また地区のほぼ中央部に位設する小裔

いJ'i:<nJ:の杵島神社は、杵島城跡 （中世の城館跡）と推定されている。更に束側には隆城跡 （中

世の城館跡）が隣接L、南憫lには湯崎逍跨 （弥生～中世の集活跡）が近接している。

142箇所の試掘溝の内、 31箇所から弥生土粒/¥・、・L:師器片、須必器Jヤ等を検出したことから、

北康部 （未因知地1-£)には弥生峙代中期から平安時代の遺物包含Mが存在すると巧えられる．

倒別協訊の結果、追跡の分布する4,200m'の全域について本調査を行うことになった。
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大渡下三本松遺跡

図 33 白石町：白石西第一地区 (3):区）試掘溝設定図
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(19)妍野町（不動Iii地I;{ ~136) 

;i; ., 地区（藤i11郡lilf.ffflf大字;i;動1 1 1 (~) : 確認閲介対象lhi梢0.02ha)Iii乏崎県との県境が

走るI拉空蔵ilJ(栢1.'f,609.Gm)北求1111の急傾斜面が塩JIIHIによって!*I折を受けることにより形成

された狭浴な谷底平野で、現況は皿屈谷集fli南匝部の水Ill部分（標高200-210m)である．

当該地屁は昭和53年度に茶樹の改植に11'って潤介され、昭和56年度に不動111密跡として国史

跡 ・肥前磁器惑蹄に追加指定を受けている近1U;磁器mのnn屋谷3号憑 （東叩II忠災他 1979 

n慟 111烈跡J l潤野町文化財関在報岩；1; 第l集 妍野町教行委H会）の北匹側隣接地であり、

塩111111の流銘に沿って、同時期の磁岱窯であるJlll柑谷 I・ 2・4・5サ窯が点在している．

,"，該地区の全域を対象にII箇所の試掘清を設定し、物原は確認できなかったものの、水HI耕

作.I:中から、 見込に“岩r.:・,;,:花文"1.\111~に＂網絵文＂を配 Lt.:染付皿①、見込に＂花 ,'f文＂を持つ染

付llll②、内fi1iに"約とr;,:?E文＂を描いた染付 1111③、天井部に"I#花9叩，):文＂を描いた染付森④、簡

略化した“苔究見込荒磯文＂を持つ染付碗⑤、外面に "Lil水文＂と ・-J.1-字文＂の複介文様をイ iする染

付鉗⑥、外面に＇鹿絵文＂を描く小型の染付碗⑧、及びiり渭磁の関付杯⑨ ・ 碗~ - 呑が⑪、窓辺

具亨．昭和5311'・の潟在的に出.I:した逍物と同時期の磁器を検出した。このことから水Ill造営的

にllll給谷3サ怒の物原部分から客:t:し、それを耕作:l:として手llflJしIこbのと、思われる．

.,.,, 浚地区については近11tの遺物散布地として"JUI屋谷遺跡＂の名称で周知化を図った．

(20) 太J~町 （糸岐lllili地区図37• • トJill以地区、片峰地区）

糸岐111 州地区 （藤i・じ郡太J~町大字糸岐字川南：確認閾査対象ifli梢7.5ha)は糸岐Illの帆H岳

（標塙741m)北束斜面に対するIIIJ析作用によ＇）形成された谷底平野 （標窃6-14m)である。

,，',, 該地区は周知外であるが．北側の丘陵J.:には中世の111城である八幡城粉が、更にiii側の丘

陵 I:にも 中世,,,城 （詳細については和り））が立地している。

61箇所の試掘消を．記正し.JO箇所で溝跡、小穴等を確認し.llf.¥l所から,,,.磁碗J',、I'」磁碗/',・、

沿,{j岐石鍋1ヤ等平安時代末期から近111:に至るj伐物を検出しに．

逍跡の広がる3.700m• の内．盛土保存が困雑な2.800m'について潤究を行うことになった．

.1・.111)仄Jl!!li<:(大字多良字 l:Jlllfi.、111l~ : 確品詞布対象副栢6.0ha)は多良・Ir.・の北束尾根を多R

川が開析することにより形成された谷底平野のlillll部分 （標窃50-60m)である．

,., 故地区は周知外であるが、 JI(網のIr,陵ヒには"'恨山城である正知Ill城跡が立地している。

削平部分を対象に12箇所の試掘活を設定したが、逍構 ，追物とも検II¥できなかった．

J', 峠地区 （大字多良：i=);・ 峠：確認調介対象面机6.6ha)は多良岳北束尾根を、多良Illと稼JIIが

Jijl折するこ とにより形成された複合b↓状地，I・.(襟麻20-31m)である。

叫亥地区は関知外だが、北QIり丘陵には社三郎遺跡（縄文時代の追物散布地）が立JI!!.している．

i'IがI'f定部分を対象に37箇所の試掘溝を設定したが、遺構 ，追物とも検Illでさなかった．
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図 37 太良町 ：糸岐川南地区試掘清設定図
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〈佐賀北部地区における綱在 〉

図38 佐賀北部地区周辺地形図 (l: 100,000) 

回中 11! (伊万里市）
回 JII内野 （伊万里iii)
回 a炉祖直(II辺）（伊n!II市）
回 伊 万里 （伊万lll市）
回上迎 駆 （有田町）

回大JII内~111"1籍(14道）｛酉i1田町）
回 浪 瀬 （廠木町）
回石見堂 （廠木町）
回iiliJII内 （厳*Bil
回千 束 （柑知町）
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回大 野 (Ill知町）
回 1祖~2 期（塁道） Clll知町）
⑳川内野遺躊 （伊万』!iii)
⑪平山遺跡 （伊万illilil
⑫ 牧の土塁•石塁跡（洒布田町）



(21) fJ}万里市 （中見地区、川内It地区、 白野～古償線 （国見IIJ麓農道）、伊万星地区 （大里地

区） 図39)

中児地区 （伊万里市二里Ill大字•1浬字Ill 内、飯盛川内：確認講査対象面積8.0ha) は吉野川に

よる1褐析平野 （標iC'i60-120m)と、南側の狭溢な谷底水田 （標高114-120m)である．

当該地区は野瀬原遺跡 （縄文時代の遺物散布地）の分布範囲内で、台地の緑辺部にし市野遺

跡、界川遺跡、中里一本杉遺跡等の縄文時代から弥生時代に至る遺物散布地が点在している．

削平部分を対象に31箇所の試掘清を設定したが、遣構・遺物とも検出できなかった。

川内野地区（束山代町大字HJ内野字岩ノ下：確認綱査対象面積I.Iha)は志佐川に沿って東西

に細及＜延びる谷底乎野の、志佐川と駁岐川の合流部分ー帝（標高154-158m)である。

当該地区は周知外であるが、北側の丘陵には削山遺跡、松葉遺跡等の縄文時代の遺物散布地

が、また北東側には昭和63年度に周知化した川内野遺跡 （中世～近世の集沼跡）が近接する．

19簡所の試掘溝を設定したが、遺構 ・遺物とも検出できなかった。

国見Iii麓店追 ・白野～古質線 （大坪町大字白野：確認調査面積O.lha)は今岳（標/;:j22lm)

を主峠とする11」系の西憫綬斜面、及び谷底平野 （楼窃43-94m)である。

計画路線は戸城の堤の北側より因追202サ線の池ノ峠下堤付近まで南北に延びるもので、その

束側に隣接して店道空浩の紐設が平成 5年度末の完成を目指して進められている．

当該地区は因知外であるが、谷底平野を隔てた南側の今岳西麓一帯には今岳原遺跡、憩場遺

跡、柏)JI)逍跡、梅木谷遺跡、糸屋敷遺跡等の縄文時代の遺物散布地が点在している．

丘駿頂部を対象に32箇所の試掘溝を設定したが、遺構 ・遺物とも検出できなかった。

伊万里地区においては大里地区が対象となった。大里地区 （二里町大字大里字艮谷平、多々

羅：確認調査対象面積0.3ha)は給OIi子岳 （福高597.lm)の東麓端部 （標高50-60m)である．

当該地区は周知外であるが、北側の丘陵の斜面には匹届遺跡．浦田遺跡等の縄文時代の遺物

散布地が点在している。また西尾堤は江戸時代後期から近代にかけて、多々羅堤は江戸時代＊

期から明治峙代までそれぞれ活mされており、近世末の水利技術の水準を表象するものである。

両堤の2段築堤部分に 2箇所の試掘溝を設定し、版築工法等に関する記uを作成した。また

他の地絨について10箇所の試掘溝を設定し、 1箇所からサヌカイト製のスクレイバー、黒曜石

製の石鏃、石核．剥!¥-.条叙文土岱片等を検出した．これにより当該地区には縄文時代後期末

から晩紺l初頭にかけての野営地的な性格の遺構が存在するものと思われる．

遺跡の取扱について個別協議を行った結果、盛土による保¥fが可能となった。

(22)イI田町 （上迎原地区）

上迎原地区 （西松浦郡4「田町大字西部 ('fl)字」丑胚1-:確認潤査対象面積O.Olha、潤介面机

20rrt)は直イj田町との町境に近い独立丘陵の術溢部 （歴応57-59m)に位筐する。
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当該地区は近世の磁岱濱である,Jヽ溝下窯跡の分布範囲内で、周辺にも小溝上惑跡、 小溝中憑

跡,,'fの近世古密跡が隣接している （村上伸之 1988 r小滑,,,燕・小溝下窯 •清六ノ辻 l ~}窯 ・

柑六ノ辻大面9な：横窯J ―町内古窯跡群弁細分布調査報告也第 l集ー 布田町教育委且会）。

貯水池の築堤予定部分を対象に2箇所の試掘溝を設定したが、遺楕については確認でき なか

った。また遺物に関しても染付片数、点と烈道具 （トチン） 2点を検出したに止ま った．

(23)西布Ill町 （大）11内ー龍門線 （民:(j"林林道））

大）II内～龍l"I線 （西松浦郡西有Ill町大午IIJ谷'°i'楠久保：確認調査対象面積0.4ha)は楠久保か

ら牧IIJ(~ 窃552.6m)北西側の越ノ峠を経由して伊万里市大）II内町に至る路線である。

当該地区は元和8年(1622)以降、鍋島藩力渾島投成を目的として造岱した御用牧場跡である

牧の土lli.石奴．跡の分布範囲に含まれる．

II箇所の試掘溝を設定した結果、地下逍構については確認でさなかったが。地区内には御1!J1

い等を目的と した土媒 ・石媒が3列良好な状態で残存しているため、取り扱いについて個別協

議を行った粘米、 盛土保＃、）えび一部記録保＃を行うことになった．

(24)厳木町 （浪瀬地区、苔凡棠地区、浦）11内地区）

浪瀬地区（束松浦郡厳木町大字浪瀬字岩ノ1c: 確認関査対象面積6.4ha)は船IIJに述なる'"系

に対する、厳和11の支流の開析作用による狭浴な谷底平野 （標窃49-54m)である。

当該地Ii!::は固知外であるが、周辺の低平な丘駿.I::には天正5年 (1577)の紀年銘を持つnlll'I

神社六地蔵や陀原遺跡、 ）11頭 I遺跡といった縄文時代の追物散布地が点在している．

削平予定地区を対象に28@"所の試掘溝を設定したが、遺構 ・遺物とも検出できなかった。

苔比，(地区 （大字浪瀬字苔兄堂：確認製充対象面積I.Sha)は厳木）11を潮った、谷底平野餃奥

部の捌HJ地帯 （標T~l00-130m ) であり、県追. ,~t万里畑川内一厳木線が北瀾に隣接する。

当該地区は9月知外であるが、苔見堂遺跡 （縄文時代の辺物散布地）が近接Lている。

面；r井によるl'JIJ平部分を対象に19箇所の試掘場を設定したが、遺構 ・遺物とも検出でさなか

った。しかし北憫の岩Ill山頂には中世城郭として行名な獅＋ケ城が立地していることから、因

辺ー{l'iに当時の集格が沿＇まれていた可能 性もあり 、今後の詳細な潤査に期待される。

iili/111内地区 （大字浦JII内午有ノ＊ ：確認潤査対象而積I.Sha)は厳木川の支流である浦!II内Ill

のllll析作用により形成された急傾斜 ・!灼らな谷底平野 （楳/.'5100-IIOm)であり、西側には浦

JII内Ill,.Jll側には県近 ，七1U-厳木線がm接し、現i兄は蜜柑園、及び硼[IJとなっている．

潤1f.予定地区は因知の埋蔵文化財包蔵地には含まれないが、縄文時代から弥生時代にかけて

の遺物散布地である河内遺跡、 ;/1・ノ木遺跡が隣接している。

削平 f・lil部分を対象に10箇所の試掘溝を設定したが、遺構については確認でさなかった．ま

-69-



た弥生時代から近世に至るまでの土器片を同一屑で検出したことから、この地区は浦）II内川の

氾濫による洸失 ・再堆積の繰り返しによって現在に至っていると思われる。

(25) 相知町 （千束地区、大計地区、 t~岳 2 期地区（農道） 図40~42)

千束地区 （東松浦郡相知町大字干束字平尾、本川内：確認調査対象面積2.lha)は作礼ii」（標

高987.lm)の西尾根を干束川、公の巣）11が開析することによって形成された急傾斜・狭浴な谷

底平野（標高60~80m)で、現況は硼田となっている．

当該地区は周知外であるが、干束遺跡（縄文時代の遺物散布地）、本川内遺跡（縄文時代の遺

物散布地）、花降遺跡（縄文～古項時代の遺物散布地）等が近接している。

削平予定部分を対象に13箇所の試掘溝を設定したが｀遺構・遺物とも確認できなかった。

大野地区 （大字大野字小IIJ、R蒲ヶ谷：確認調査対象面積2.lha)は陣の山 （標嵩303.?m)

から夕日 Ill(標高272.9m)へと続く 山系の西側に位氾する開析平野 （標麻12~30m)である。

当該地区は周知外であるが、松浦川束岸の自然堤防上には、昭和63年度に基盤整偉事業に係

る確認謂査によ って発見し、周知化を行った大野遺跡（弥生時代、中世の遺物散布地）が立地

しており、周辺の絞やかな台地の緑辺部にも小IL」遺跡、入道町遺跡、八反ケ倉遺跡等の縄文時

代から古項時代にかけての遺物散布地が点在している。

削平予定部分を対象に10箇所の試掘溝を設定したが、遺構 ・遺物とも検出でさなかった。

岸岳 2期地区（大字佐里字洋岳：確認綱査対象面積0.63ha)は岸岳（標高320m)南麓の急斜

面が綬斜面に変わる一帯 （標高!00~150m)であり、序岳 1期（昭和61年度～昭和63年度不業：

総延長1,923m)、及び洋岳 2期（昭和63年度～平成 4年度事業：総延長4.202mlの2次期にわ

たる農道整備事業が進められている．

当該地区内の狭I卜な尾根の先端にはおまん塚と呼ばれる供養塚（集石遺構：捐廷時には上部

構造が存在したと思われるが、現在は基部の一部を残すのみ）があり．その北東側谷部には片!

岳城関連の竪堀 1条、西側には大手口への登城詫という言い伝えが布る殿様道（とんさんみち）

と呼称される急峻な尾根筋が、そして更に西側には計面路線に接して玄蕃屋敷跡 （波多氏の家

老であった某玄蕃の屋敷跡）と呼ばれる石垣が残存している。

これら伝承地を中心に、 2時期に分けて計9箇所に試掘溝を設定した結果、おまん塚の集石

の下からtit墓と思われる 2段掘り込みの土壌を確認し、その内部から古唐津碗、古計津片口碗、

朝鮮唐津の向付角皿、土師務杯を検出した。これらは店沖焼創成期の燕として県史跡に指定さ

れている岸岳三古窯（帆柱窯か？）の製品であり、芍古学だけでなく、芙術史上、更に窯菜史

上においても貪重な資科である．

おまん塚については伝承名のまま＂おまん塚＇として周知化を行う一方、 信仰の対象となって

いる集石を農道の南側隣接地へ移築し、竪堀は盛土により保存することに決した。
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図 40 相知町：屈岳2期地区試掘溝設定区l
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図 41 相知町： 1;! 岳2期地区 （おまん塚）検出遺構実測図
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（佐買上場地区における調在 〉

図 43 佐双上Jj.l地区周辺地形図 (1: 100.000) 

回 上 場 （石原） （唐t鼻市） 國 新成渕幹線用水路 (Ill惇市）
回 上場II期（湊） (Ill淳市） 固 大 岩 （農道） （浜玉町）
回 上場II期（涌） (1/1惇市） ＠上 場（打上） （鎮西町）
図 上場IV期（梨Ill内）（屑惇市） 匝上場Ill期（杉野涌）（肥前町）
回 上れ幹線用水路 （盾津市）
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⑬唐ノ川高峰遺踏（唐浪市）
⑭盾ノ川丸尾遺跡 (fl釦浪市）
⑮肩ノJIJ酉ノ吹遺跡 （店淳市）
R木下和）房騨跡 （玄海町）
R殿木湯遺跡 （肥前町）



(26)唐津市（上場地区（石原工区）、上場II期地区 （湊工区 図44-47、浦工区）、 上場IV期

地区 （梨JII内工区 図48)、上倉幹線用水詫 （店ノ川窃鯰地区 図49)、新成渕幹線用水路 （柑

ノJIIーノ坂地区、東山殿り）地区、竹木場前田地区 図50、菅牟田酌11地区 図51、山田団六地

区図52・53))

:ciI紅lこ区 (l.!fi和Ii大オ技去木字イ ッカンB1、下Ill、デン 川：確認潟査対象面積7.0halは飢西

町との市町境に接する谷合地で、県逍・今村一枝去木線と県道 ・盾淳～呼子線に1ll1まれた部分、

及びその北鳴から採石場までの水Ill部分 （楼窃101-Jl5m)である．

当該地区は周知外であるが、周辺の丘陵上にはデン田遺跡、 イッカン田遺跡． ララシ ロ田遺

跡、前1111遺跡 （鎖西町）等のIA石器時代から縄文時代にかけての遺物散布地が点在している．

而：I・・事によるl'lll平部分を対象に14節所の試掘清を設定したが、逍構に関Lては確認できず、

辺物について も黙躍石、及び安111岩の剥片、阻笞片、磁沿片を少1i'(検出したに止まった。

k場U期地区については湊工区、及び浦工区が対象となった．淡工区（大字湊字松本、年Ill

上、中野、 -1蓮：確認囮査対象面積23.0ha)は演集落の南1l1!の、液疫神社、湊小学校に隣接す

る砂丘地、 及びその後行地 （標高4-124m)である．

当該地区bまた周知外であるが、地区の北西問を流れる僑本HI対岸の丘陵上には鞍遺跡 （縄

文～弥生時代の遺物散布地、弥生時代のれ裕群）、雰透逍跡 （旧石岱～占り1時代の遺物散布地）

等が立地する．また南西方向200mには国営畑地帯総合土地改良事業に伴って調査され、高地性

集落の存在が確認された洟小野遺跡 (Ill島龍太他 1985 「液,,,,t遺跡J店津市文化財関在報

作甚第14集 店津市教育委n会）が所在している （中島“幸 19s2 r上場遺跡J ,. 布沖市文

化財濶査報告苔第 4集居津市教＃委只会）．

19慌所の試掘清を設定した結栄、 2 箇所で土壊、柱穴を、更に 2 箇所において遺物包含,~を

確認しにまた4箇所から!.¥¥耀石、及び安Ill岩製剥）ヤ、弥生土粒片．上師岱片、滑石製品 （石

鍋））r、行磁J;・、El磁片等を検出した．これにより湊集硲の西部を中心とした地域には．弥生

時代、及び室町時代の集落跡が存在すると力えら,,.、“湊松本遺跡＂と Lて関知化を行った．

偶~IJ協議の結米、遺跨の分布が確認された2 . 200m'の全域について閲査を行うことになった．

浦工区 （大字浦午野駆外：確認潤究対象面積2.5ha)は上場台JI!!.中央部、葡梨裕の東側に細艮＜

延びる狭給 ・綬傾斜なflll析平野 （楳高126.5-132m)である。

当該地区は野ff,(遺跡 （旧石器～縄文時代の遺物散布地）、及び雨泡遺跡 （旧石器～弥生時代の

遺物散布地）の分布範囲内で．周辺丘陵上に b女Jliia跡、黒砲は跡、園IJI追跡、赤太郎遺跡等

のlfl:fi粒時代から縄文埒代にかけての遺物包含地が点在している．

10箇所の試掘溝を設定したが．遺構については確認できず、逍物に関しても 4箇所の必土か

ら,'!.¥躍石．及び安山柑製の剥片、園骰片、磁器)';等を少数検出したに,I;まった．

I・. 楊IV期地区は梨川内：,: 区が対象となった．梨HI内；1:1!. (大字梨Ill内字,)、+.大久保：確認
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図 44 店注市：上場JI期地区（湊工区）試掘溝設定図 (l)
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図 45 ~lfiJt,li: 上場II期地区 （湊こI'.区）試掘溝設定図 (2l 
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図 48 ~r津市 ：上場IV期地区 （梨川内工区） 試掘溝設定図
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潤布対象面積8.0ha) は '~f津市の返部に広がる束松浦熔岩台地内に、有浦川によって南北方向

に形成されたl叫）析平野 （標裔I00-120m)であり、現況は水UIである。

当該地区は大久保遺跡 （旧石器時代の遺物散布地）の分布範囲内であるが、近接地域におい

てはi+J方向700mの地点に、限；；；・農業基盤整偏事業に伴って潤査が実施され、 17世紀前半の古店

津の窯であることが判明した小十照が立地している税度である （中島直幸他 1985 「小十窯

跡・大良中尾ニッ枝遺跡概報J I#津市文化財閃査報告第12集 店沖市教行委月会）．

面工事による掘All予定部分6地区を対象に、 22箇所の試掘溝を設定した結米、 1箇所より 土

壌を確認し、 5 筒所から熟耀石製の石核 • 石鰈 ・ 淋JJ:·、 /,!f津系隕器片 （小十窯製品も含む）、伊

ガ毘系磁器lヤ等を検出した。このことから当該地区には1a石t雑時代から縄文時代、及び中世か

ら近世にかけての遺物散布地が存在すると巧えられ、周知外の地域については＂村iFJI遺跡＂．

及び＂村JjiJI(遺跡”として周知化を検討中である．

遺跡の存在が判明した4.200m'の取り扱いに関しては、基盤整偏lit菜自体が平成3年度へ先送

りになったため、個別協議についても後H改めて行うことになった．

上介幹線/Tl水路 （大字唐ノ川キ硲峰；確認調査対象面積0.5ha)は肥前町のJ:介ダムから松涌

111揚水機場までの、総延長8.830mにも及ぷ上場最長の国営幹線）II水路であり、本年度は9廿ノIll

裔峰地区が対象となった。

当該地区は鎖匹町との市町税に近<-赤坂ダムの束側、店ノIll集落の北負9に位沢する狭給な

淵析平野 （楼窃170~200m)で鬱路線は県辺 ・m11-肥前線に沿って計画されている。

当該地区は周知外であるが、堀I'll遺跡（縄文時代のほ物散布地）、及び昭和63年度の基盤整偏

事業に係る確認関査によって発見した唐ノ111'(,5峠遺跡 （旧石硲一弥生時代の集落跡）が隣接し

ており、周辺に bやはり昭和63年度の碁盤整備11,業に係る確認訊布によ って発見し、周知化を

行っ たI,!/ハ11境遺跡 （旧石器～縄文時代の逍物散布地）、肩ノ111丸尾遺跡(I日ii笞～縄文時代の

追物散布地鬱弥生時代・中世の集落跡）、肝ノ川西ノ吹遺跡 （旧石骰一縄文時代の遺物改布地、

弥生一古れ時代の巣枯踪）等が点在している．

掘l'Iり•r-定部分を対象に27箇所の試掘溝を設定した結果、小穴を確認し、黒叫石製、及び安llJ

料製の仰JIヤをは じめ、 石俎、縄文時代晩期の土器片等を検出した。これにより当該地区におけ

る縄文時代晩期の遺物包含屈の存在が明らかとなった．

遺跡の分布を確認した2.500面の取り扱いについては、 エ法上の保獲措沼が困難であり、かつ

平成元年度の追加工事であることから本年度,,,に全面祠査を行うこととなっ ,~ 。

新成渕幹線Ill水路については府ノ/IIーノ坂地区、東Ill殿切地区、竹木場削m地区、行牟□1西
Ill地区、山m団六地区の各地区が対象となった。

新成渕幹線用水路 （大字店ノIll字ーノ坂、大字束II」!j<殿切、大字竹木場字前田、大芍''1'i牟Al

字西111、＊字111m字団六 ：確認祖査対象面積 3.6ha)は赤坂ダムと北波多村成渕とを結ぷ涌漑
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図 50 店律市：新成渕幹線）II水粒 （竹木場Jμfl」1地区）試掘酒設定図

_,,,J/1.. 

．
 

,,¥ ¥ 

． 

。
100m 

固 51 r.'t油iii:新成渕幹綜用水路 （・行牟AL西Ill地区）試掘溝設走図
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川水蹄であり、上場台地束rii部のなだらかな丘陵上 （摂裔165-215m)に位沢する．

当該地区は周知外であるが、竹木場nりrn地区、・,{か訊西Ill地区閲辺には竹木楊小学校tiり遺跡、

; l'l'>r-111 I遺跡、'i'r序田II遺跡等の縄文時代の遺物散布地が点在しており、国常 ，和多Ill-竹＊

場幹線道路建設事に伴う ·i,'牟 Ill //.\龍遺跡の調fぶうにより、沢科の集積が進みつつある ( 111 1;~

刑太 19ss m牟Ill患龍遺跡J ~!f津市埋蔵文化財潤布報告第11集 唐ilnr;教行委H会）．

掘削予定部分を対象にf.'fノ111ーノ坂地IK7mi所、東11」殿切地区6箇所、竹木場前1-11地区8箇

所、＇汗牟 LIi洒111地区5箇所、 111urn1六地1メ9f:¥'I所の計35箇所の試掘消を設定した名り米、 J.1f//lj

ーノ坂．束Iii殿切の両地区については、 l「l石骰時代から縄文時代にかけての近物の散布が表上

中に，認ダられた。更に/,Ifノ）11ー／坂地区については周辺の状況から遺構の存.{f.i,,Yjえられるた

め＇’ー ノ坂沼跡＂としてl'.I知化を行った．また竹木場Ji,1111地区については111,;i氾峙代から縄文峙

代にかけての政1鼻及び開躍石製、安111む製の剥）・,-.砕）ヤを内包するli'l物包含州が検出され、

・i'i'-l'-111西山地区では烈呪石製ナイ7形石器 ・依II/ヤ亨Ill石器時代から縄文時代にかけての逍物包

含州、及び,'r磁g等中世 （糸町時代）の逍物包含肘の存在が確認された。また山田l・Jf六地Iiに

おいてい!!B/,i;{j製、安11」沿製の剥9ヤ等In石器時代から縄文時代にかけての沼物包含111を確認し

た．これにより各地区におけるほ跡の分布範圃を＂竹木場,r,1111遺跡＂、 " •j'{ホ HI西111遺跡". "ICJI六

l逍跡..."f.Jf六II遺跡＂としてそれぞれに因知化を行った．

新成渕幹線川水路計画地区内における遺跡の広がりは、竹木場i府Ill地区1,800rrf、・iM',111西Ill

地1メ'.3,IOOrrt、IUIII団六地区I.900rrfの合計6,800m'であり．側りl)t糾議を頂わた納果．竹木楊1iifUI

地伍の l,800m• とtlillll'll六地区の:no叶の合計2,110面が調介対象となった。

(27)浜玉町 （大む地区）

大和也l>l'.(東松浦郡浜浪町大字横I ll"ド字大岩： 確認隣代対象面積0.45ha) は ~'ft闘i との市町

況に位f(lする絞111(憬謁283.7m)の北東斜面 (l/,'!i・r,4s-65cn)であり、横Ill下古t{Iが立地する

II: 陵からJ,¥:出溜池の南側を迂1~, した後．鋭111丘餃斜面を延楽守方向へと向かう辟船である。

当該地区は関知外であるが、北側にはぶ場i!itJ't群が隣接しており會更に250m.ft1lllの同一fr.陵

先燐部にはllil史跡の横Ill下古JJ'tが立地している．

掘l'jljf定地を対象に 5俯所の試掘溝を設定したが、遺構 ・遺物とb検出てさなか..,,~. 

(28)鎮西町 （上場地区 （打」：エ11<:J)

」・・場地区については中「 I:こ1:1><が対尿となった。-rr上上区 （東松浦郡鋲西l!f人字打I:や I遥 ：

確認潤介対象lni積 10.0ha) は」 ·.I.I)台地北部の挟硲な盆地 (~1:~88- 105m ) で.rr」 ・・ダム、打 I:小

学校、打 l→・中学校、 o:i遥 集落にJI月まれた水田地帝であり、朋Illと丸野涸池をは じめとする大小

の甜池が独特の洪観を作り出している．
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図 52 ('f津市：新成渕幹線用水路 (111111団六地区）試掘溝設定図 (¥)
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図 53 l.'filt,fi: 新成渕幹線Ill水路 (ll1lllf・tt,'.地区）試掘溝，没出図 (2)
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当該地区は周知外であるが、関辺には今介エ遺跡 （旧石器時代の遺物散布J也）、今介遺跡（弥

生時代の遺物散布地、近世の窯業跡 （？）） 等が点在している．

削平ごf定部分を対象に試掘溝を 2箇所設定したが、逍構・遣物とも確認できなかった。

(29)肥Jli/町 （上場地区（杉野浦工区））

上場地区については杉野浦工区 （支線迫路）が対象とな った。杉野浦J:.区 （束松浦郡肥前町

大:jo杉野浦'I'l:場：確認潤査対象面積0.2ha)はfJ1万咀市との市町境に位沼し、西方向にイロハ

島を望む上場台地の南西端部（襟窃40-!39m)である。計両路線は中浦集落から南に下り、町

道 ・ 場野浦一万~!l!Jlf 稼を東西に横断した後、台地の斜面を降りて杉野浦集落に至る。

当該地区は府知外であるが、周辺には杉野浦遺跡、餅Ill遺跡筍の旧石器昨代から縄文眈代に

かけての遺物牧布地が近接しており、北西方向 3kmには上{:rダム建設に伴う潤究により 1B石器

時代の遺物包含州を良好な状態で検IllしたJlf原M遺跡が立地している （松尾守窃 19邸 「Jlf

Iii.HI遺跡」 肥前町文化財潤在報告I'}第 3染 肥前町教ff委貝会）．

削平部分を対象に 1箇所の試掘溝を設定して確認溝査を行ったが、遺鳩については検Illでさ

なかった．また選物についてし表：I:より黒耀石製のチップ 1点を検出Lたに止ま った。
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6. 筑後川下流用水亭菜 （佐賀東部導水路）に係る調査

水沢源開発公団 （筑後JII下滋用水建設所）による筑後川下流用水事業に係る文化財の確認関

布は、佐R東部荘水路の久保泉束部工区（佐賀1「）と、北茂安中部工区（北茂安町）の2I区

について行った．

久保泉束部工区 （佐双市久保泉町大キ上和泉、下和泉：確認調査対象面積0.37ha)は行振山

系南麓部の、神埼町との市町境付近に広がる沖楕平野 （標?.':iS-9m)であり、南北方向に延

長780mの規阪で延びる流路の周辺部は、基盤整傭祁業予定地区の久保泉東部地区にあた る。

当該地区は木村遺跡 （弥生～古れ時代、及ぴ中世の集落跡）の分布範囲内で、周辺にも北宿

遺跡、白石原遺跡、呆遺跡守の同時代の集沼跡が隣接しており、地区の束側には昭和52、53年

度に基盤整偏事業に関連して潤査が行われ、弥生時代から中世に至る複合遺跡であることが確

認された尾崎利La遺跨 （神均町）が立地している（天本洋一他 19so r尾崎:ft)AI遺跡j 佐

賀県文化財潤査報告杏第55集 佐買県教'ft委只会）．

水路掘削子定部分を対象に19椅所の試掘溶を設定した結米、地区南半部の県道 ・小城～北茂

安線に接する地域で、中世から近世にかけての土濱、小穴群を確認した。

儲別協議を行った結果、遺跡が分布する1.786m• について綱査を実施することに決した。

北茂安中部工区（三養基郡北戊安町大字束尾：確認調査対象面積J.2ha)は因道34号線の南側

に寒水川の沖積作用により形成された平野の中央部 （標jl')jS-6m)に位滋し．寒水JIIより東

方向に1.300mの規椒で計固流路が延びる．

当該地区は周知外であるが、北方の丘陵上には束尾遺跡（弥生～古積時代の集硲跡•項廷群：

銅剣が出土）、酉尾遺跡 （弥生～古墳時代の築落粉 • 項砥群：銅矛が出土） 等が立地する。

13箇所の試掘溝を設定して確認囮在を実施したが、遺構・遺物とも検出できなかった．
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IV. 平成元年度発掘調査の概要

（佐賀東部地区における潤査）
● ,,  ら.... 

(I)・111浦新町遺跡 （略号： FYS) 

遺跡の所在地

.I;¥栖市山浦町字山浦新町

関査主体しそ

島栖市教育委貝会

調充期間

平成元年8月～平成 2年 1月

綱査面積

7 .200m• 

遺跡の概要

図54山涌新町遺跡局辺地形図(1:25.0-00)

山浦新町遺跡は、鷹取JI」(290.3m)から南西方向へと延びる標窃約70-80rnの丘陵」こ、及び

谷部に位沢しており、従来古項時代の遺跡と して知られていたが、今!iiiの調査で新たに中世の

遺構が存在することが判明した。

発掘調査は3地点において実施し、古I.JtI基、古れであった可能性のある集石2箇所．中世

の集落跡、中世の城邪群に伴う屯堀等を確認した。また遺物についても古打内部より須恵笞、

土師器類多数、鉄刀 1版、玉類をはじめ、瓦質土器、陶器、土鉛、火縄銑の鉛弾等を検出した．

古れについては古項時代後期 (6世紀後半頃）の横穴式石室れて・｀石室の腰石から下部が残

存していた。

また、中批の遺構はいずれも16世紀頃に瓜栖地方を中心に活11,1した筑紫氏に関退すると思わ

れ、特に空堀は延長約500-600m、深さ 5-6mにも及ぷもので、木戸口と 巧えられる施設を

偏えており、勝尾城郭群の総構の堀にあたるものと判断される。更に同時期の集落踪は木戸U

から伸びる道路を基準に整然と配震されていることから、勝尾城下に広がる町駐遺構（城下町）

と名＇えられる 。
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．とヽ しと

(2)精の元遺跡 （略I}:PTY) 

遺跡の所在地

凡栖市立石町字柳の元

調査主体者

屈栖市教百委n会

悶査期IUI

平成元年 7月ーII月

潤企面積

6,400m' 

遺跡の概炭

約の元遺跡は応栖市の西部、所熊山と笛吹111の間に南北方向に広がる標高約40mの小沖積低

地に立地する。潤査対象地区は所熊山が西へ伸びるIll裾にあたり、従来北西に縄文 ・弥生時代

の野副遺跡が所在する以外、 この沖積低地には遺跡の存在は知られていなかった。また、野副遺

跡についても遺跡の実態は明らかではな〈、今回の柳の元遺跡の関:Itを通ヒて、初めてこの地

域の一端が明らかになった。

調究の結果住居跡 6軒、 kt!県と芍えられる大型の柱穴群 1棟分、その他小柱穴多数、 土壊

数基を検出した．また、遺跡の束隕には水路と思われる 1条の溝が南北方向に走っているこ と

が確認され、 住居跡など遺構はすぺて溝の西側で確認された。この溝からは住居跡と同時期の

須恵岱 • 土師粋片が出土したが、 これら北沼関連遺構との関係を明らかにすることはでき なか

った。

これら諸遣構に伴って、須患器 ・土師粒類、鉄鏃2点、蒻の材口、鉄蹄各 1点が出土した．

いずれにしてもこれらの調査結果から、遺跡は平安時代前期の集朔跡であることがfjlJらかにな

った。注目される点は、住居跡が10軒に満たない小集落と して完結しているこ と、小集浴の割

りに紺の羽口など製鉄関連遺物を出土していることなどで．平安時代の集落を考える上で1't重

な沢料といえる。

90 -



(I) l!lJの尤遺跡検出住居跡 ・1

(2) 住居蹄内土器出:1••状況
(:l)検出9主屈跡 ・2
(4) tt居跡内の噸の状況

(5)検：1.1住居跡 ・3

(6)検出住居跡 ・4
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たらUなにし

(3)立花西遺跡 （略号： TBN) 

遺跡の所在地

三狡碁郡碁山町大字園部字立花

関査主体者

基ILL町教行委貝会

紺充期JIii

平成冗年 6H-9月

岡査iJjj梢

2.500m' 

沿跡の概要
図58立花西遺跡fl.!辺地形図(I:25,000) 

立花西遺跡は、 If東部の杓子ヶ峰から北東方向へ延びる丘陵上に位孜する。遺跡一帯は、標

麻6.4-6.Smで、高低差の大きい段丘状をなしている．遺跡の東方約500mには、縄文時代晩期

から中世にかけての遺構・ii'i物が出土した立化遺跡が所在する。

検出した主な遺構は、井戸 1基、上塘6基、溝跡2条である。はかははとんどが,]ヽ ,・,、及び

不定形の土濱で．掘立柱建物跡や住居跡呼は認められなかった。この地区では、以前にかなり

の掘削がなされていたと考えられ、本閲介区内においてもj'jl]平された逍構が随所に見られた。

この状況の中で比較的に良好な状態で検Illでき たものが、調査区のは1r中央に位沼する大規

撲な溝跡である。この溝跡は東西を掘削によ って切られているものの、多量の土師お、淘磁器、

瓦料とともに石鍋．滑石製品、鉄剣、鉄鉾、闘の羽口等が埋土中から出土した。淘磁粒には、

開泉窯系及び同安窯のbのが認められ、 12-14世紀の年代が与えられることから、本遺跡の遺

構・遺物もこの時期内におさまる Lのと巧iえられる．
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.. ヽ“
(4)本竿遺跡 （略サ： MZO) 

遺跡の所在地

三養基郡基Iii町大字団部字本竿

関査主体者

基山町教,,委只全

関充期間

平成元年6月-9月

調査面積

J,500rrl 

遺跡の概炭

本竿遺跡は、＾栖市との境をなしながら東西に延びる三ヶ勲 ・金丸丘陵の北麓に存在する．

遺跡は周辺地に比ぺてやや高い位置にあり，本米は舌状J,:陵であったと芍えられる。現状は襟

高41m前後で、農地化のためほぼ平坦となっている。 I.¥IV.llには、金丸遺跡等の弥生時代の遺跡

群が密集している．

検出した主な遺構は、甕棺甚3基、 土濱II基掘立柱建物跡 1棟である。遺構はかなり多く

検出できたが、不定形のものや若干の小土春軒片のみ出土するものが多く、性格が明瞭なLのは、

こく 僅かであった。 甕棺墓3基は、成人棺2基、小児棺！ 基で近接して存在しているが、いず

れも棺上半が削平されており、また副葬品はIll土しなかった。遺跡全体の時期としては、弥生

時代中期前半頃と芍えられる。本遺跡は、応栖市までおよぷ弥生時代を主体とする遺跡の一部

と刀えられ、局辺地域における詞企成米を蹄まえた上で、初めて巧寮できるものである．
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(I) ,t,: 平遺跡閥.,,区全泉（東から）

(2) I r}~ せ柑湛(ll!から）
(3) 2号決棺Y,(北か,;)

(,1) 3号央棺楳(l'liから）
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... こが

(5)原古双遺跡群
“，. こが .,.,..,人たに

原古代—•本谷 I·JI·Ill遺跡

遺跡所在地 （略サ： HI 0-1・11・111) 

三姿基郡中原町大字Ii?:古fi字一本谷

調W.,1,体者

小原町教'ff委且会

潤在期1111

平成元年8月-II月

.~ 布1!1i積

2,400m' 

遺跡の概要

1以古行一本谷逍跡は切通Illによ って形成された谷底平野に位沼し、標?.'li28mを測る。

1区で検出された遺構は堅穴住居跡4肝 掘 ヽ:r.柱紐物跡11棟、 上）48),!;、溝跡4条、小応：',

である。堅穴住届跡は4m X4,5mの規校で、主H改は 4.f; である。掘立柱紐物跡は 2IIIJX 21111 

の総柱が5棟、 2 IUIX 3Jlll力'2! 成、 2 /ll)x 311りでi+i側に廂がつくもの21東、 l llllX 4 IIIJが 1胤

l「Ux1 llllが1棟である。土壊には土岱溜めや｀焼土、 炭化物、灰等を含むbのがある。

遺物はirw岱． 土師器、 ．りI色土器（内黒、向懇）` 越州密系汗磁碗、緑柏紺笞、砥石、鉄製紡

錢lit"!;がある。.I:器には殴jlf・I・粋があり、 りII□J、「Ill邊」、 r1-,. r束」、 「口llり［削l口U□」等が

判説できる． また持ち運びが可能な迄が出上している点が注nされる．遺跡の時期については、

8世紀から 9111:紀頃と芍えられる。

II区で検出された滋構は堅穴住居跡4軒、掘立柱建物跡2棟、 I: 城 8,.~. 小穴守である。略

頌担出体は潤究面栢が狭いこ と もあ っ て令体を発掘できたものはなかっ,~が． およそ 4m X 4 

mと6mX6mの規校の2種類が存在する。こti切し、ペッド状辿構は明確でなく、 屯b検：IIで

きなかった．掘立柱建物跡はいずれも 2flllx 2 Jlりで、総柱の介／ぶと思われる。出1汲．沿物は少な

いが、完形の杯溢のセットと土鍋が出土している.t~, 沿1:tU:J,,訥より&ill.されたそのままの状

態で：lほしており． 土鍋はj渇『からの出土遣物である。時期はいずれも 81U:紀後半~iであろう。

Ill区で検出した沿構は掘立柱建物跡）棟、溝跡 1 条．小大等である• lit! 立H建物跡は 2IJIJX 

2111]の総柱の倉庫と思われる．遺物は建物因辺からはほとんど：fl+. しなかったが、小穴内から

内面に文字をヘラ描きし1ふ匂杯が1り土した。文字は r那足ヵ秋ヵ 」と肉かれているが．紅味す

る内容は不明である。

本遺跡は奈良時代から平安時代の製鉄に関係していた地方公族の駐敷跡とクえられ．中原町

における古代の集落の在り方を巧えるうえて'i't煎な沢料と甘える．
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.. こ＂
(6)原古賀遺跡群

りをこが •“‘人が：
JI}. 古賀三本谷II・Ill遺跡

遺跡所在地 （略号； HSD-ll・W) 

三妥基郡中原町大字原古賀字三本谷

潤査主体者

巾原町教育委貝会

関査期間

平成元年6月-8月

調査面積

2,600吋

遺跡の概要

本遺跡は切通川によって形成された谷底平野に位滋し、標~18-20m を測る． 遺跡の北方

約100mには1989年度に調査を実施した原古買三本谷遺跡がある。潤査は北側の削平部と南側の

水路部に分けて行ない、北側を原古双三本谷II遺跡、南側を原古只三本谷Ill遺跡とした。

原古賀三本谷遺跡から検出した遺構は、弥生時代中期の民穴住居跡11軒、土濱44基、清跡 I

条、屈溝状遺構2品古項時代前期の溝跡1条、小穴等である。翠穴住居跡は長方形で、大型

の住居跡は不整形ながらペッド状遺構を持つ。土墳にはオ．器溜めと祭祀土濱 3基があり、 その

うち祭祀土濱については、いずれも幅7伽m、長さSm程の溝状で、閃査区の南西隅に位滋し、

方形に巡るものと思われる．

また閥溝状遺構はいずれも楕円形を呈し、直径は 3m程である。占項時代前期の清跡は、潤

査区のはI?中央に位置し、 わずかに蛇行しながら躙査区外西側へと延びる．幅は 3-4.5mで、

長さは26m以上、深さは50-SOcmで、溝の東端は約80・の角度で立ち上がっている。弥生時代の

遺構から出土した遺物は土器がはとんどで、石包丁2点、砥石 1l!.、土弾 l点が含まれる。古

項時代の遺物としては、溝の底近くからはぽ完形の布留式の甕、 二重口緑壺、台付無頚壺が出

土している。

1以古双三本谷Ill遺跡から検出した遺構は堅穴住居跡l軒、 土塘39基、清跡 l条、小穴約JOO偽

であり、地区の西側には幅20m、深さ ImからI.Smの自然流路が所在する。遺物については．

溝内より多黛の土粒と共に鐸型土製品が出土している。これは溝の上層から出土したbので、

共伴土諾から弥生時代中期後半頃のものと巧えられる。

今回の謂査によって、中原町における弥生時代の中心的集活の一つである原古代三本谷遺跡

の一部が明らかにな り、 さらに古れ時代前期の遺構が検出されたことによって、渠落の変遷を

知るうえで重姿な成采を得る ことができた。
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(1)原古n三本谷II遺跡

調五区全蚊
(2)原古双三本谷Ill遺跡

斜査区全最
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(7)宝満谷遺跡 （硲号： KHT)・・・--・A
みう，'

(8)三浦遺跡 （略サ： KMU)……・B 
Uら

(9) 原遺跡 （略',}・:KHR)・・・・・・C

遺跡の所在地

三狡碁郡北伐安町大字中津隈字宝滋谷ほか

潤査主体者

北茂安町教行委n会

潤査期1111

平成元年 7月～平成 2年 1月

潤査面積

4.000m' 

遺跡の概要

図66宝満谷遺跡・三涌遺跡・原遺跡
周辺地形図(1:25.000)

宝澁谷遺跡は、中版町尿古四付近から 3kmはど延びたキ独立丘陵の中位に位双する。昭和54

年に毛地造成に伴って調査を行ない、弥生時代の墓地や7世紀中ころから 8世紀llり中にかけて

の住居跡や土壊等を検出している。

今回の潤査地は、丘陵の東端の水田部、標高9-11mの微高地に相当する。関査は I-IV 

区に分けて行なったが、いずれも 7泄紀中頃から8世紀前半にかけての集落の一部であると巧

えられる。 1区では多数の小穴を検出 し掘立柱建物跡も7棟確認でさた。II区は小,,ととも

に土犠 3)$;、清跡 2 条等を検出した。 Ill区でも小穴多数とともに土廣H~、不明滋構2),~を検

出した。土壌のうち Iii.~ は唸面及び底部に焼土を確認したことから、火葬経と巧えられる。IV

tlは、請査地区の西側が削平を受けており、遺構の残存状態が悪〈、 土檄 [Jf,;と小穴少数を検

出したに止まった．

三浦遺跡は、宝満谷遺跡の所在するJi;殿と谷部を挟んで対岸の丘陵に位沢する。鴻介地区が

南北に200mはど離れていたため、使直的に囮究を術北両地区に分けて行なった。どちらも弥,.,,

時代中期～後期初頭にかけての遺跡である。南地区はほとんどが後世に削平を受けており、逍

構としては溝跡 1条、小穴少数を検出したにすぎなかったが、濶査区東側の餃¥'Iiちした部分に、

沿台等祭祀用の土笞や石包丁などが一括廃棄されており、丘陵上の生活形態を知る」；で;t重な

沢料となった。また．北地区は堅穴住居跡 1軒．掘立柱紐物跡 1棟、 土）.I-iiiを検：川した。呪火

住居跡は閑丸方形の平面影を持ち｀掘立柱建物跡は 1llOx21111で残存状態は比較的良好である。

原迫跡は宝満谷遺跡とIf.I-丘Fiの西沿に位filL ており、奈良時代と名‘えられる,~)- 1 基. i青

跡3条、 小穴守が検出された．

今回の潤査によって北茂安町における弥生的代から奈良峙代に至る集fli跡の広がり、形態な

どを検討する」；で、 ・n:mな沢料を得ることができた．
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(1) 三浦道跨函在区r~濯1全穀

(2)宝満谷遺跡Iii区全餃

(3)宝泌谷遺跡II区全伐

(4)三涌追跡調究区北側

掘立柱建物跡

(5)宝泌谷迅跡N区令尿

(6)三;iii辺跡調r,区北側全扱

- 101 -



〇 とう

(IO)八藤遺跡 （略サ： YTO) 

遺跡の所在地

ピ養必郡」＇．峠町大字堤"I'八棋

~'ff, 主体名

」知町牧RT委U会

隣介期1111

平成元年9).J-平成 2年 IJJ 

潤布1fii栢

3,800m' 

遺跡の概淡

八藤遺跡は、」蘇町北部の介扱1.11系から派生する舌状丘陵の先端付近 （標il'!i22-26m)に

立地している．この南北に延びる丘陵は、西の二塚IIJJr.陵と求の船石丘陵の"''間に位沢し、 i!!i

を切通川、束を切辿Ill支流の大谷Illにl:il析され、東西の両丘駿から独立した丘陵となっている。

本遺跡の周辺には、直）iの二塚ill斤．陵..l.: に二塚IIJ沿跡、］達谷遺跡、り）通遺跡、 一本谷逍跡

などが、また東方の船わ丘陵J:には船石遺跡群が1祈在しており．弥生時代を小心と した遣跡が

浚密に分布している。

関代は位i.Illtによ って削平される部分3,660m• (I・II区） と水路］こJJIで掘n,1される部分140

m'(Ill)について火施した．

I・II区の潤在では、弥生時代中期の略i¥:tt:l舌跡 l層f、炎柁{.¥32JJ:,(32JJ;•I• 5 1,1, に、人'itが

一部遺存）、土濱、古れ時代後期の玖1,(t屈跡 1軒等を検出したはか、縄文時代のI妬産と巧えら

れる：I: 壊も数基確認した。またこれらに伴い弥生::I.:路）r、須恵器）',.:l:.Ci!ii位）にその他;i;岱類

が出土しているが、その依は少蚊である。 古in時代後期の住居跡では北堕際に焼土が改り、 一•

部床面が焼けていることから移動式の竃が使用されていたいのと惟定される．

III区の潤花では、奈良時代の土濱3甚を検：IIし.l'(しl:中から須必器）¥・、i:師岱I',等を検/1¥L

た。

今回の潤査によ って、甕棺哀群は丘陵の先燐部分に集中しており、また個々の疫棺硲は、他

と切り合っているものはなく、埋設の方向 ・傾さなどが11ぽ問じで、甕棺のり1式的にも弥生"'

期後半の範•:iに属することが判明したことから、 1集団によ って,,:,まれた短期のぶU域の可能性

が店〈、当時の集団の規校 ・構成を考える上で炊頂な沢料を得たといえる。
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（））八藤遺跡 1区全髪

(2) I· II 区全奴~

(3) II区生棺蘇渠中部分

(4) II区SH241(古項時代）．

SH242(弥生時代）竪穴住居跡

(5) I区SKOII土填（縄文時代）

(6) II区SJ225尖棺廷
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ムないL

(11) 船~i遺跡 （略・I;:FN I) 

逍跡の所化地

三炎粘l訊上蜂町大字提字二本谷

~,ft; 主体れ

..I.: り町教'fl委JI会

潤介期1111

平成Ji;.lf.8H~IO月

潤'1til1i偵

1.100m' 

遺跡の慨仮

図70船石遺跡周辺地形図(1:25.000)

船1i遺跡は上峠町,,,央部、切通川東,;,に位沢し、南北に延びる舌状丘陵の先端付近一iri<標

高14-25m)に広がりをもつ、弥生時代を中心とし、純文酢代から中iltに至る複合滋蹄であ

る。本心跡周辺には、西方の切通HI対J;tの二塚Lilli俊 I:.に二塚山滋跡、切遁逍跡、 Ji,f,:谷政跡

などがi9'i.fJ'L、また東軒）iには多数の炭棺染等を'1:体とするij'f窮nをイiする船1浦逍跡が隣接

しており、弥生時代の追跡が汲密に分布している．

,j,:j且跡は．過上に 10箇iwが潟介されており、全困でも蚊人・級の規i知の支<i染 ・哀棺．絡群とは

じめ、弥.'l濯、9代からi1,lJ'I時代にかけての住届跡群、蛇行状鉄剣 ・鉄矛その他を/JI]葬した 5ilt紀

代の古れ、奈良時代後期の 「肥人」のヘラ描き文字をもつ須忠器杯などが出土している．

今lnlの;D/1'1;;はi!Ji]'.!]>で(JI]平される部分I.100m'(XI JI()について火施した。泊介区は．遺跡の

西北溢部にあたり、確認できた滋構は縄文時代後期の：I: 壊群．蝿め虔 2基などで、これらに伴

い縄文：l:?.rn、./i謀類がまとまって/JU:している。しかし、 弥生9が代の遺t昂．泣物については

検出でさなかった．

前年度及び今年度の潤布で得られたような、まとま った縄文時代の追椙 ・遺物の出：tli、今

後．町内のみならず.lti::rl平野東部の縄文時代研究においてft喰な沢料となるであろう 。 また．

今1111の，悶介では、弥/]:,時代の沿椒 ・逍物が検/]¥でさ なかったこと から、昭和63年度）哀定）＆繋繁

偏1](菜に伴って実施したIX・XIが．の潤介において検出した弥,1,.時代の滋構が、船./iii'l跡の弥!I'.

梨活の北限であることが改めて確品でさにといえる。 このよ うな、 船~iJr. 陵上で観店でさる縄

文時代から弥生時代へかけての扱'iKの面への移行は、切通JI)x,i~lの氾濫Jれの耕地化,:'){付ける

しのであろう 。
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(I)船石遺跡XI区縄文時代遺物包含囮上面出土土器

(2) XI区1号埋摂

(3)包含閲完屈状態

(4) 2号埋央

(,)包含屈上面

(6) SH035竪穴住居跡

(7) SK032土凛
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(12) J: 石動遺跡 （略号： KIN) 

遺跡の所在地

神埼屈東介但村大字石位字目本杉、五本杉、一本松

悶査主体者

束行振村教n委貝会

調査期間

平成元年 9月～平成2年 3月

綱査面積

5,200m' 

遺跡の概淡

図72上石動遺跡周辺地形図(l:25,000)

束脊振村は佐双県の束部に位訂 し、村術部は行飯11』系の南麓で、祁中位段」tが南北に細長く

広がる丘絞地帯である。 l:石動遺跡はこれらの段丘の中の二塚ILL段丘、目達原段丘が行振10系

に結び付いた南範のゆるやかな傾斜地上（楼?."~50m) に立地する、縄文峙代から近世にかけて

の慕地と集落跡である。周辺には1'f銅おや鉄沿を多く Iii土した弥生時代の二塚ILL遺跡群、古代

末から近世の山岳仏教遺跡である箪仙寺跡などがあり ｀遺跡の密度が高い地域である．

J.:石動遺跡閃査地区周辺は、現況の水田に古れの痕跡と巧えられるものが存在しており 、ま

た、隣接する他の遺跡において、古れや古tJl時代の究穴住居跡がかなりの数確認されている。

.t. 石動遺跡潤査地区内では縄文峙代晩期の土器棺梨 1碁と集石遺構 3')1;を確認したが｀これ

はこの時期の哀地とみられる。弥生時代の遺構はないが、古れ時代のものとして、 iii)期の堅穴

住居跡 1 軒と石棺潔 4 甚、横穴式石究を内部主体とした円項 ） 碁を確認した。 奈良 • 平安時代

の滋構はなく、鎌倉時代から屋町時代にかけての円形周清媒4甚、土凛窮2晶掘立柱娃物跡

］棟、 中近世以降と見られる溝跡が3条、時期が明確でない小穴多数を検Illした。特に、柱穴

とみられる小穴群は今後図J.:の検討から掘立柱建物跡の確認が比込まれる。また、江戸昧代初

頭の灌漑用水路と見られる溝跡 1条を確認した。

出土迅物としては、縄文時代晩期の土沿．石岱、並びに古項時代から中恨に歪るまでの土師

器、須恵器、 緑釉淘器、磁粋など多極多様である。縄文土器や:i;硲は政構」涌i検出時に多く /JI

土しており、 遺物包含肘の存在する可能性がある．またPl形関溝墓や：L湯贄ふ収からは:l:師船、 ','1

磁等の完形品が出土Lた．

J.:石動遺跡の調査においては、検出逍構から縄文時代晩期の経地と生活跡、 8tft時代の渠沼

跡 ・墓地、 中世の慕地 ・集沼跡の大さく分けて 3つの時期の活動艇跡をとらえた．各々の時期

の間に空13期間が有るものの. If)手JII束岸の石動地区の開発史を名える上で輿味深い。また、

目逹厭段丘上に分布する遺跡とのつながりも検討できる．
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(I)上石勁辺跡第2地区全尿

(ltiから）
(2)第 2. 第3地区（上から）

(3)第 2地区SC037石棺廷

（北から）

(4)第3地区ST048周溝糾

（北i!!iから）

4
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あ.,,,,じ●,c •• 皇つ

(13)姉）II十二本松遺跡 （略号： A J N) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字姉）w;; ,-二本松

潤介主体./';

神Jが町教n委H会

潤究期間

平成元年8H-I2J-l

潤布面積

530m' 

遺跡の概哄

むlilllI・ ニ本松辺跡は神埼町のii~西部、中地江1111!出；辺の楳硲約3.5mの低平な水Ill地僻に立地し

ており、関辺には、姉Ill城跡、野田城跡などのq,Ill: の館跡・環淡集沿跡が,.'.(在している。濶介

l!. は、 rトクペエ松敷J と呼称されており、↓む辺の水IJ{より一段，沿く、畑とし て利)IIされてい

る。今'"'IT)潤介は. 1fiiJ:11~ によ り削平を受ける部分について実施しに．

岡在の結果、掘立柱建物跡 31東、 :I娘 4瓜 JI中跡2碁、溝跡 2条守を検出した.ll,.>'i.11紐

物跡は 1fll!X 3111!、2lll!X 4 Ill!、3fll!X 4111! の規設を有し、そのうち 3Jil!X4 Ill]の bのはil(Jfri

に廂を持っている。主軸方位は南北方向が2棟、束西方向 1棟である。 t, りりは.., 勺r,i悶）Llf /j 

形で、 一部に破砕した辺物が多洪に埋沢されている.:.とから、梃菜墟とクえられる.m; 蹄は、
平面即 lj形の索掘りのものである。:.ll::i:迅t物と しては、：I: 師沿小IIIL・杯．鉢．紺磁硲碗 ・Jill、

柑鉢などである。

以Jク~IT)よう に、姉Ill I・ニ本松辺跡においてはil'.P時代中期の集藉跡がu化することがれJIりIL.

近世の社会状況を知るうえて＇頂要な地区であることが明らかとな った。

-108-



弓 芦=--ー ＿↓-一
冒 ＝

. - -― ― 

;: ~ 

- ----

<---:; ;yr-
-・・・・・---一：

誓

.._ 已 ~ （図75)

ヨ正.. 』-.. ヽ
ヽ

屈量
n
 

回

~ 叫
-' 

、~, 
7 ., 

¥ .•..• . --._...,, ”‘ 
、,,,, 

回

(I)姉川十二本松遺跡調在区全依（附から）

(2)掘立柱建物跡托穴内遺物出土状況

(3)井F跡（北から）

(4)調在作菜の状況

(SJ土塙

(6)掘立往建物跡（束から）

', 
.こi,', 

ヽ，．． 
ヽ

..、
• ~` ,-, 

""・・ 

- 109 -



ぁov•パ,.,.. ., ん..  

(14)姉JIII・ 三'.,fi:松追跡 （略サ :A JS) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼覆［大字紬Ill字 1つ三本松

潤代主休-/'i

神Iが町教行委it会

潤介紺Hill

平成ん年811-12/・J

潤1i.f/1iM

1,500m' 

遺跡の概淡
図76姉川十三本松遺跡周辺地形図(l:25.000) 

姉IllI・ デ．本松遺跡は神埼町の南洒部、中地il'./11の西I:!の開裔約3mの低平な水Ill地術に立地

しており、周辺には本告4'-111追跡．姉川城跡、野Ill城蹄などの叩II:の館跡 ・巧泌集"if,跡が,.Ui'

Lている。潤布l?fは杯柑出幻と呼称されてお'l.l'Ji/1をクリークによりIIりまれた 6箇所の島

から成I):1/. っている。今!nlの潤在は、 J'.111によ ＇）掘削される水路祁分の l-3 l?fについて実施

した。

その結果、掘立柱建物跡6棟．棚列 4列、 ：I)貨JSJ,l;、JI中跡4甚．溝跡4条.Illクリーク跡

などを検出した。 掘立柱建物跡は Inil x 21111. 2 IIIJ x 21111. 3 Jill x 4 1111が2棟. 211¥IX 3 IIIJが

2棟で、 1棟は)1(1川に廂を持っている．屯軸方位はl+i北方向、束,,り方向 3棟である．土哄は、

平il1l形態が方形 ・閑丸•長11形 ・惰1り形で、 破砕された逍物が多故に開沼されていることから ．

廃梨城とクえられる• Jt-P跡は、 ;l'1fli形態が1「l形、及び）i形の索掘りのしのであり、出：l:iu物

としては：I: 師岱小皿． 鉢、材釜、火鉢．凶磁器、下駄..in岱碗、 rtl1物などがある．

以J・・のように、 tiliJII-I・三小松遺跡においては、江F時代中期の集枯跡を確認した。またそれ

ぞれの島に建物跡が 1-2棟と1け濱などの施，没が存在しており．近他の社会状況を知るうえ

で項恢な地区であることが判明した。
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(I)姉JIIf・ 三本松遺跡 l区全Ji!(四から）

(2) 21裟全侵（西から）

(3)井戸跡(Iiiから）

(.J)姉JII十三本松遺跡調査区全侵（南から）

(5)掘立住建物路柱穴内遺物出土状況

(6)土填内遺物出土状況
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( 15) 'i~III遺跡群
、•n た●' .と

岩IH芦の元遺跡
'ヽ"0 0thも

岩Ill萩l'f!.遺跡
ぃわた,,●ヽ
岩田横Ill遣踪

迅＇跡の所在地

（略~}: I TA)・・・A 

（略号： I TH) .. ・B 

（略号： I TY) .. ・C 

神埼郡神埼町大字111•か字,... の元、',!Iii以、樅Ill

滋衣主体名

神埼町教n委且会

濶布期1111

平成元年8月一平成2年2H

岡企inili1

2, 170m' 

迅跡の慨淡

料Ill遺跡群は神埼町北西部の帯屈1J.1と早隈111に囲まれた標高約20mの扇状地に立地してお

り、周辺には帝際山神罷石・天神尾古Jftなどが分布している。

瀾'/i.f:l:、水跨部分と面：Gドによ＇）削平を受ける部分について実施した 。その結米、府1111'''ノ

尤遺跡を中心として古れ時代から江戸時代に至るまでの逍構の布在を確認した．

々~[11芦ノ元迅跡では略穴住居跡 l 軒．掘立柱建物跡 3 棟、 .I屎 2)ふ井戸跡 ］ ）ふ溝跡など

を検出した．掘立柱建物跡は2IIIIX311¥J、2IIIJX 4111]以 I:の規校を持ち、 lT(複しながら密集して

いる．更に因辺には溝跡が走っており、建物跡との関述が想定されるが亀時期的にはn:P時代

に位訳付けられる。そのはか潤介区束燐部ではfl然の谷を埋立てた盛：I: の存.(J'を確乱した．

: 11:t遺物としては古れ時代のゴ：師器（古式・I糾岱）と近世の紺磁器、 ：ばれや小llll、SI'等があ

る。また9ヽマ・トチンや溶苅した紺磁器など亀席I関係のものが多数出：I・. していることから.J乱

辺邪に恋跡が存在することも想定される．

料II萩/~(逍跡では滴跡、 ：I: 城、 fl然流路吟を確認したが、明確な遺構ではなく、滋物もはと

んど検：JIできなかった。

料II横 111遺跡においては古IJI時代の遺物包含肘とt~穴を確認したが、建物跡としては把脱で

きなかった。

以上のように岩m遺跡群について 3遺跡の綱在を災施したが、その内。約IIドノ Jじ沿跡では

江戸時代に位位付けられる述物跡を確認し黙の存在を物甜るような密関係の逍物の出Jこなど

'l"i炭な成米を得ることができた．
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(I) ,'ll±lil'.l淋tf.('i油）"/ノ J直蹄）

謁t区令尿miかう）

(2) lti立lt!JI物跡(tijから）

(3)、ll'Ut区近；i
(4)溝跡検出状況

- 113 -



み..バ'',,.、,.
(16) ,{;Jii祇l.:.llllfj立跡 （略サ： MBG) 

遺跡の所1r.J也

即叶IIN•I奇町大字鵡·;:祇ISi!町

汎介主体れ’

神）分町教ft委Ii会

溝如郡II

'I'成,t年1211-平成2年3II 

潟釦f1H/I

2,300m• 

追跡の概要

図so右原祇I叫1町追跡周辺地形図(I:25.000) 

イ ill!-祇I叫l町滋跡は神）引町北部の城原川西/jlのm迄1以に形成され,~悦，：．：；約12mQJ徴，:'SJ也1:1.:ヽ'f.

地し、こILまでは追蹄の<,:(,;は確，必されていなかった地Ii<.である．

, ~h'f.l;t l贔l場~tii 'f'繁によ っ てr1•1平される部分、及び水踏 f;ii地をX-J 象と L た． そのも＇凍. p~ 

穴l tl,•i跡 8 専f、 !l!Lii:tl,建物跡3棟以 I・・、溝跡6条、 I: 城．そして清跡1こよ ってIIりまれた）i形j,(

11111 I t対1り符を確品した． 咲穴ll:l,•aがIi,IJ'l-ffl,(1H・1, 分に島"・ しており .'I勺(ti形態は)j形で高を持

っている。また Iill 9 m 以上の*~'の略;·,u,1,,:跡 l,<,:(1: する．時期的には弥,,,時代後期から占

卯I,?代前期までのものと、,!i/fl時代後期に位ilcH!tられる bのとが{f在する。なお略叫111,,:-跡

の小には鉄沿を應,,して/1',I:したものが認められに。掘姐l紐物跡は JIIIJX 21111の規校で、 '¼

穴(1•1,',·跡と同じ分布形態を',tしており、時期(!CJには弥'I'.時代のしのと ,'jl(I時代のbのとが必め

られるが、 1湯名については弧I,時代後期の I:器を出 I:するしのが多い囀

今(u((f)潟介において特にtl:11される逍構と して、出ttl><.の北部にf,i:i7iする liU約25mはどの

コの字形に抱るi,,跡をf'ICうj立構がある 溝跡!;j.は1よJi/ftに巡るいのと名えらll.l'lll: 中カ・ら1よ

数 (j帆体に/~ぶ占/(I時代前期(/)1-. おが.Iiば;,:形に近＼ヽ状態で全杖から出 I・.した 二れらU、

この時間の u;;逢ll成のはfj'全部の岱往が含まれているが．地区によ ってはは淋 ， 小!\'I)しJ•h': t な

どが集小する部分が(r:在する．まに内祁1.:は掘立；Ii'紐物跡と りえられるII;・,列が必力られるこ

とから.,,,;・ 館跡のnf能11:がぶい。

以 I:のように,t.:j¥j跡は弥,,,時代後期から古J{¥峙代にす況る集泊跡てあるが．今1111,l'J1f.を火施し

Iふ追牡区の東沿には Ill河川の汰郎が谷状に必っ ており ． 迅跡の、［地 と 椙込を IUJ らかにする •J~が

今後の.i題となろう．
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(1)右原祇はBf遺跡堅穴住居跡

（南から）

(2)黙穴住屁跡([t.Jから）

(3)ガ影区直溝跡内土器出土状況

（東から）

(4) 月形区画内掘~{.住建物跡

（東か・;)
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(17)船塚遺跡 （略サ： FNT) 

遣跡の所在地

神埼郡神埼町大字志波保字六本松

潤布主体ギj

神埼町教Y1委J-1会

潤介財11111

平成元年10月～平成2年3月

改1i.lfri積

l. 700m' 

遺跡の概炭
図82船塚遺跡周辺地形図(I:25,000) 

船塚遺跡は神埼町の北束部、 標窃約40m の段丘」・・にヽ~地している。潤代は戻辺祭偏,,,菜に/'I'・

い実施し、昭和58年度図究胚の東に隣接した地区を対象とした．

閾花の粘低 II雌 158年度の閥査において検出したものと1,;J様の+.JMのJjH/tが認めらi-t.111,/j 

悩時代から江戸時代にかけての遺紐を検出した．第 I-!VIMはi[/i時代から J;t(t時代までの沿

構が認められ、 1-111/(ijでは近接する其龍、Fに関係するとクえられる溝跡、及び,i-,世と、思われ

る石糾のIJ'tや集石の構造を持つ経塚.IVIMでは略穴住糾跡3軒、及び,1;/{t時代後期の、 11,,/jを

持った?ilftI基を検IIILた。またV-VI附には縄文時代・り1-JUJ・1liJJUJ・晩期の辺構 ．』立物が包含

されている．なおJV/fi下-VIM上にかけて縄文時代晩期の溝跡と確．認L、突-:w文 I:器や各種の

:/i器を検：IIL た。 この時期の遺構及び辺物としては、昭和58年度．泊代においても叱，,,Lt!、•i跡が

検出されておリ、溝跡を作った集沿跡の存在を物諮っている..y. 期 .ll•I期の遺楕、及び遺物は

V-Vll/'Iに包含されており、多数の：I湯責、及び集石等の遺構を検：IIL/c。111.(j路時代の逍物と

してはI'll附中から検111した瀬戸内枝法によ って作り出された安1L1n製の“器群がある..: のイi

器群は昭和58年度潤査で確認した石お群と比較 Lie楊合、屋II成の•I •に!!.¥B如 i製の“器を極少：，t

しか含んでおらず、組成の」：からし、また時期的な面から b今後の検，,-tが必炭である．なお今

年度の潤介では昭和58年度潤在でその存在の可能性が品められたl'WIMよリィi路群を確認してお

り、国府-'l'lナイ 7に陥似するものを検Illした。

以上のように．今年度の潤在では昭和58年度綱代結果と類似した'ft料が検出され．逍跡のは

ば全容を把掘できる結呆を得た。特にlrl,/.i器時代の;(j料群については．火111灰の分りi:を1わ た

桔呆. VII府I•からAT火山灰の存:t,:を物語る火Iiiガラスを検：IIしている。今後はITWべ＇！十イ フ

に陥似するYi料の{1:イ£など、各石器群の詳細な分析と年代決定が課題となるであろう。
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(1)船塚遺跡土附堆憤状況

(2)経塚全骰（東から）

(3)縄文晩期の溝筋（北から）

(4)遺物出土状況
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9ペ?>CAじ曹

(18) i'tlJll'1・, 神社逍跡 (I~'•} : I< B"I') 

辺跡の所(1'地

神埼郡 ―r・代Ill町・人:・;:ド,,り字二小松

,lHt i'./,1,: れ・

r-代Ill町¥'I.ff委II仝

潟1'iJUIIIIJ

.,, 成9じ年9II-平成2年 IJI 

ぶ釦(lj栢

1,600m' 

逍跡の漑炊

i'tり1] '1', ~HI磁跡は、 T·代Ill町の西部. I左 r, , l i度の~(,'t,3.4 m の沖柏••ド野に it.地する．このii'.il介

は占くから),'J知されておIJ、ま!.:Ji,i~ の,if能竹；をtiヤつ!itllみ必けが1ifr(1するfHl・I'野,u溢グ）

迅跡と していII られている． 逍跡の1♦Wには、釦1:11り ーが松ilil'¼、西）iには !Hl ,lif-11:il'i跨．

束）jにはIll的磁跡など弥生時代から小・Ill;にi氾る逍跡が．点(Iする ，渇ぐtは1,1.1場繁伯I'll稟により掘

闇、 l'fl]・ドを受ける水郎、 n辺部分について行った。

i'tりIJ'1 '1 ~l1社逍除から検出した逍l,Ylは掘 it.枯建物跡 II東. I: 煽.lti磁 ,'(67J、し、 JI,,;跡JO屈渇

跡 1条、曳.11rn<n,J1;. その他心,1逍構29屈 •IEびにK小多数の11.i\:Cf.である

ょに、悶*.IX:束9111ではill!イ （カキを l,体とする射）がI'/.さIOcc,, E~ さ20mf','.にわ／こって維，必さ

れたが、近世の掘l'fl]・・序よ ＇）破改された部分が多く．仝f叫心り1である. :. の）作の I・.に は 外J:.時

代,,,期の I.:硲包含附があり、多i,tの I'.岱が30-40cmf','.f/lJ'/.さで月t.h'!していた。

Ill I: 逍物は縄文防代晩期の I:器 （炎． ヽ俎、 i\',S杯等） ．弥'kll,~代の I:器 （戎．＂せ、 体、 ,¥'r,杯．岱

台． 必. Ji. 脚m.,,-硲 （イ;ar. rJ~, ;. ィi鐵.l'Hi、J幻 i・炉）. ,t(製品 (I',什'f.l't,,; 鉤状木嗅

品、II淋等）. I: 製品 （投弾）．グ11,.製m,.ガラス焚小"-など多岐にわたる

以」·,(/)ように 、 'i'tlJ11·1·, ~1•1t.irl跡の、;L:J1fにより．多Kの沢料を11!£/t!することがでさに ，よた..:

の地）iはイPり1海を1レー I・ とする文化の紺ii地であり..:~ 1 11西分U塚．紬迫跡とり拭：弥'k時代の

if,m緑付近の一・人収沿と して栄えた地域であ,,、..:の、~Ht*I'*に ），炉づさ 、今後イ門Ii船沿；ド(/)弥

'1,!l!,liを鮒Iりlしていさにい．
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〈佐w西部地区における関*-> 
Uん0ら

(19) *村遺跡 （酪サ： HMR-1-6) 

遺跡の所在地

佐l'tili久保呆町•大午下-11 1泉午一本松、 二本松

潤在主体者

佐代市教育委Jl会

潤代期間

平成:,t年 6J)-10月

潤査面ifi'l

5,841m' 

辺跡の慨要

本村遺跡は佐t'(市域の北東部に所在し、神J奇町との境界に接する．介恨IIJ系から派生した-:ri

隈111の,ti方に位沼し、/.¥I辺は広い水田地帯で、そのなかに碍畑が点在する。沼構はこう した高

畑を中心に残存しており、歴高 6-7 mで検出された． 講布I~は：[区により 、 1-6区に分散

している。

本村遺跡閃辺では、東方500mの地．点で尾崎利HI遺跡 （神埼町）の潤介が行われているが．そ

の道構 ・ 俎物の内容は、今l•JJの潤在成米と合わせて、両俎跡が本米同一遺跡であることを物語

っている．

本村沿跡は古IJl時代から近ill:に弔る複合遺跡で、古項時代の遺構は II凶， I·• litの遺構l:l.l・ 

2・3・4・61>£.、近世の逍楕は 5区からそれぞれ検出した。

11メ．の潤在については面積が広いこともあ って多大な成果を挙げた．占in時代の追楕として

は然穴住/;~-跡、 J絨、井戸糀を検出しており、 古式 I:師おのま とまった沢料を得た。1t1・(II:の遺

構は平安時代後:似から鎌倉時代にかけて継絞しており、内部に社111/.tl:姓物跡、 11叩跡、 I:J#i芥

をfl'・う）:m1><:ii1~ のi昇跡を 2箇所で検!llした。方形区fd1jIはiti北長約50m・ 束西伍約41mの略）J

形 をなし方形II.匝111r:1:m北約60m・束洒50m以 I:の台形状をなす．またこの内部で19棟の掘

立柱建物跡を確認したが、これらは 2ないし 4期の分類が可能である。この方形区両の清跡は

:I身貨、硲 JI:戸跡等を切っていることから、中世蚊後の段陪で掘削されたものと、思われる。

現況の店畑の区画は方形区両 I・IIの区両域とはぽ一致しているが、 このことは邸畑の盛:i-.

が行われた近世のある時期まで、関囲の人々に地割として絃澁されていたことをボしている。

また．瓦岱、土師お、磁器の良好な一括遺物を得. 6 区ではi'i'鉗製柄鏡を副~~した土扱澤を検

Illした鵠

なお．この湖介成采は.IHirli文化財潤介報告l1f第28・ 29集で報告を行っている．
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(I)本村遺路瀾在区全炊 ・1

(3)方形区画 1全蚊

(5) SE301井戸枠板出土状況

(7) PIOOI遺物出土状況
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(20)南届遺跡 （略サ： NSK) 

遺跡の所在地

佐Ti市久保呆町大字下和泉キ南祐．永屋

調'It:!:体者

佐買iii教育委只会

瞬介期llll

平成;i;年4J-J

調企面積

550m' 

遺跡の概要

南宿遺跡は佐1Hli域の北束部に位訳する．囚辺はitlに向って広がる水Ill地帯で、その,,.に硲

畑が点在している．今1!11の潤査地点は｀そうした為畑の一部分で、傑{.!,6mで滋構を検Illした。

ボ宿迫跡の周辺には周知の逍跡群が密集している．発掘潤'.Ii例は人だ多くはないが、近年の

:.'!'/if牛数の研加により、弥生時代から •+1111:にかけての様相については解明されつつある。特に

付徳永迫跡に見られる弥生時代の大規段巣if,のイf. り方と、本村滋防における •I叶II:の掘-.t.H,建物

群を伴う方形区両の構造は注目に価する．

今阿の調査で確認した主な遺構は井戸跡2基、土演 9基、溝跡 3条、周溝状遺楕 3基等であ

る。遺構及び出オ遺物の大部分は弥生時代中期のもので、後期のものも一部存在しており、そ

の他少数の近・(LI遣物が出土した．

検出した遣構のうち、 SK003・004・013・014土城は、いずれも埋；I・. 中から弥生時代1!1JUJ上

器の破）ヤがまとまって出土しており、挫没の過程でゴミ拾て場として機能していた iのと思わ

れる• また.S R002周溝状滋構は、局溝の内部に長方形のJ場員が存在し、特異な形態を,J<して

いる。竪穴住居跡は検出できなかったが、この地区は集沿粉の一部にあたると思われる．弥生

時代の遺構に切り合い関係が少ないことから．搬絞的な船落ではなかったものとクえる．

なお、この潤在成果については佐釘市文化財潤企報i界,('}第28集で報告を行っている．
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(I) SR002 
(2) S EOOI土陪断面

(3) S幽 1遺物出：I:.状況

(4) SROOS逍物出土状況

(S) II区全恨
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(21)割品ば遺跡D・E・F・ G・H地区

（略サ： MTN-0・E・F・G・H) 

遺跡の所在地

佐買市久保泉町大:.j:上和泉字徳永

潤査主体者

佐双市教育委且会

綱査期間

平成元年6月-1211

調査面積

10,250m' 

遺跡の際要

図90村徳永遺跡周辺地形図(1:25,000)

.I!! 
村徳氷遺跡は佐賀市の北部、行扱山系南麗から市に向かって開ける沖積平野部に位口してお

り、楼窃約5.5-7.Omを測る。遺跡は南北に流路をとる臣勢JI!の東Iや一帯に広がっている．
"i 

付徳永遺跡については昭和63年度にA・B・C地区の詞査を行い、中世の掘立柱建物跡、井

戸跡、溝跡、 土損等を検出したが、今回の潤布では弥生時代を中心として縄文瓜9代から中世に

至る各時代の遺構・遺物の存在を確認した。

弥生時代の遺構としては、掘立柱往物枕、竪穴住居跡、井戸跡、溝跡、土凛、周溝状遺構な

どを検出した。なお｀掘立柱建物跡については70-I東を検出しており、多くの柱~,から柱根を検

出したが、その中には横木を組んだものや枕木を渡したものなどがあって、柱の下部構造にも

多くの形態が存.(£することが判明Lな規1及については基本的に Iflllx I問、 I UIJX 2 JIiiのも

のが大部分であるが、 2IHIX 2問や平面正方形状を且する Slll)X61111、5問X71111のものも存

在する。これらは規格の特異性もさることながら. Iつの柱穴に対して複数の柱を建てるとい

う、従来の弥生時代の建造物には見られかった建築工法が採られており注目される。

遺物については弥生時代中期後半から後期前半の土器が多扱に出土した。更に＇登杵、槌．鍬．

銭、建築部材などの木製品も土牲と共伴して出土している．

なお、時期の確定はできなかったものの、鐸形士製品片を 2点検出した。

今leiの調査素氾しからは、規模や性格、遺構の占地形懇などについて不明な点を残したままだ

が、規校、内容ともに第一級の滋跡であり、当地における弥生集活の在り方を巧える上で特に

注目される遺跡である．

Jtl);j,;):.¥禎治 r村他氷滋跡』 /-!:Tl市文化財臥1:ff報告沿弟32集 佐釘-,Ji教ft委JI全 1990年

ml*島惧治『村徳永逍跡, f-1:f(ili文化財頷在報告'i!f第26染 佐Tiili枚行委il会 1989年
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(I) t-fi)!! 水遺蹄F地,~令l;I
(2) f甜，'fj状遺梢詳
(3)掘立往建物訂

(4) SBOII掘立柱廷物跡

(5) SBOl這 立柱姥物跡

(6) S8072趾立柱建物跡

(7) G地区Sfl3-13屈 1ゞ.柱建物跡

（南から）
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•••• (22)古村遺跡 （略号： FMR) 

遺跡の所在地

佐双市久保泉町大字上和泉字古村

調査主体者

佐賀市教行委且会

隣査期間

平成元年6月-12月

潤査面積

2 ,036m' 

遺跡の属淡

古村遺跡は佐賀市北部の沖積平野に位沼する。潤査地点の楳窃は 9m前後で、麻畑として和1

用されている．

今回の関査では｀潤究区が2箇所に分散したため、（更宜上、南陽の水跨予定地を 1区、北鳴

の窃畑部分を 2区とし、調査を尖施した.i:q査の粕果、古1f1時代から平安時代にかけての掘立

柱建物跡、堅穴住届跡、井戸跡、溝跡、土漿等の存在を確認した。

1区

潤査区西半部で掘立柱建物跡 l棟、土濱 4基を検出したが、遺物についてははとんど検：hで

きなかった．関査区束半部は、束方向に傾斜する谷地形で、埋土はm褐色の遺物包含府である。

2箇所の試掘溝を設定して潤査を行い會古収時代から平安時代にかけての須恵粋、土師料の他、

瑞瑠製の勾玉、舟形木製品等を検出した。

2区

古れ時代から平安時代にかけての掘立柱建物跡5棟、配穴住居跡 3軒、井戸跡3基、 r/ll跡3

条、土壌49甚を検出した。なお掘立柱娃物跡の内、 SB261掘立柱建物跡は 2x 2 fill (3.8m x 

7 .lm}で廂が付属し、 SH220妥穴住居跡は5.3mX4.7mの既九方形で4本の：I, 柱を持ち、砲

を偏える．なおこれは古tJl時代後期の住居跡としては｀佐双市内において令i)見である。SE221 

井戸跡は肛径2.7mの不竪方形を呈し、内部から方形の井戸枠を検出した.S K225・226←t濱か

らは平安時代の土師牲杯、皿、碗、甕がまとまって出土しており｀ 一括沢料として穴巫である。

また注目されるのは、 SK226土濱より緑釉知器の注口が出土している点である．

以上のように、古村遺跡においては古m時代から平安時代にかけての集落跡が確認された．

また潤査区北側約 Ikmには古代官辺の推定ラインが存在しており｀ 当時の社会状況を考える上

で、頂炭な遺跡といえる．
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(23)阿森迅跡 （略号： ADK) 

逍跡の所在地

佐行市北JIIMIJ町大字光法字lil'll.'1i

潤在主体..r,-

佐Tiili枚rt委H会

潤行期間

平成元年 61-l-8月

潤在面積

2 ,600m' 

遺跡の概淡
図94阿店遺跡/!l辺地形図(1:25.00-0) 

阿窃逍跡は、佐約Ii城市束部の楼窃2.5mを測る水Ill地帯に所在L、N辺には佐賀平野特有の

クリーク （堀祁I)が縦横に巡っている．

クリ ー クによ っ て区画された 1沿状の徴高地」 ．`には集沿が形成されており、 f-'llS逍跡はその•I•

ntつである阿邸巣箔を中心と して分布している．

周辺には柴尾嬌下流遺跡 （弥生時代～鎌介時代：佐n,r,J.徳“権現党遺跡・村,,.,り;r1跡・k'f

人蘭遺跡・上大津遺跡 （弥生時代～寂町時代：佐双郡諸裕町）、迎池 I・.天神逍跡 （鎌れ時代：佐

f.(ifi)などが点在している。今同の発掘潤在によ って古れ峙代から中世にかけての辺構、及び

遺物の:{f在を確認した。

古1ft時代の政構としては井戸跡． ：ヒ城等がある。土吸には小~·i九lif:11t. !I!、壺やが逍構下部

に埋訳された状況で検出したものもあり、地飢守の祭祀行みの存在を窺わせる．

奈良 ，平安時代から中世にかけての遺構には掘立柱辻物跡、井戸跨、溝跡.±城がある。ま

た鎌介時代から室町時代にかけての遺I品として井戸跡、溝跡、 t壊等を検出しており、今回の

讃布区ではこの時代のものが蚊も多い。/11:t遺物については:l→．帥沿瓦岱にillt.:ってt[,i人磁沿

（婉 ,,J、IIll)が見られる．

胡1.f.結果からr-11.ぶ滋跡はも・1ft時代から中世にかけての集沼跡ということが判191したが、逍構

の検Ill状況から. ,j,: 年度の講1tlx.は集沼の絃辺部に相当すると息われ、今後の謁在の進展を符

って総合的な判断を下したい。
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(24) If.Ill寄遺跡 （略サ： MTY) 

遺跡のI所在地

佐T(ili兵Jill町大字上町字かIll奇

濶W::i;体者

佐双,Ii教育委且会

祠釦UIIIIJ

平成元年 6月-IIH

潤1Eilli積

3.000m• 

遺粉の慨吸

il'- UI寄逍跡は、 佐買 ~i街束部の様窃 3 m を濶る水田地帯に立地する。

閲辺には・T・(:I'遺跡、 （伝）阿弥陀寺跡、 （伝）光明;'f跡、 ill!必逍跡、 4'-111ii; rt塚、叫¢逍跡守

が、更に I•~地区の東慨には・J'l:))IJ当神社滋跡 (-P代Ill町）がそれぞれpfr{t:しており、栄J(,低 I'・流

遺跡（昭和56年度潤介、巡池町古re 弥生時代後期ー鎌介時代） ． 巡池1-.x.~J•iu跡 （昭-l<1158年J虻

潤代、迅池町小松；鎌介時代）などが調査例として」．．．げられる．

今皿の交掘潤究では、弥生時代から室町時代にかけての遺構 ・遺物を確認しに． 弥生時代の

ものとしては溝跡、上塘等を検：hしたが、中世のある時期に祭地が行なわれているため、残r,:
状態については不良である。なお滋物に関しては科杯、烈、~- Iii製鋭守を検出した。

,!;)ft時代の遺措として明確なものは．十棋 IJJ; のみである。滋物は潤介．区内の試掘清や中111:rn

清の埋J:中から炎蕊鉢守が検出している。

奈良時代から平安nJJ代にかけての遺構としては井戸跡．七凛があるが．今1,,1の滋介において

似も多く検出した遺情であ ＇）、遺物につい てし須忠器（壺 ・高杯 ・炎）、」:Cili器 （滋 ・杯）を中

心に多絨に出土 している．また、これらの遺物の小には堤内を布するものが含まれる。

中世の遺構と してはJt-戸跡．溝跡、土犠があ l)、ill物と Lては瓦器（碗）、磁器（碗 .Jill), 

:I滴硲（杯 ・小Jut)などが出土している．

このように年III寄遺跡は弥生時代から中世にかけて貨まれた集沿跡と名えられるが、住屈跡

については全く検：Wでさなかったことから、集沿の設辺部に相当すると推測される。
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(25)四下大丹逍跡 （略・I}:SGO) 

遺跡の所在地

多久市北多久町大字多久原字大丹

潤査主体者

多久市教育委H会

関究期間

平成元年5月ーgn
調査面積

1,200m• 

遺跡の概婆 図98四下大丹遺跡周辺地形図(1:25,0-00)

四下大丹滋跡は天山より端を発した今出川により形成された囚状地の端部で．標r.~nm の水

IUに位沢する。遺跡の周辺には、西500m税の印浚上にIE!石器～縄文時代の散布地として知られ

る八天Ill遺跡があるが、この遺跡と本遺跡の北部では遺跡の所在についての報告例はない．

本遺跡は団体営土地改良総合整偉事業 （四下地区）に伴い、前年度に実施した確認潤企によ

り遺跡規模2.100m' を確認した。 その後の偵別協譲の結果． 北半部900m•は盛土工法により依?i-

された． しかし南半部1.200吋については削平を受けるため潤介を実施した。

遺構の検出状況についてであるが、水Illの耕作土を除去すると、すぐに大型の転石が顔を出

し、その石の1111隙を縫ってビットや土濱を穿っている。このよ うな状況の中で．約700を数える

遺構を検出Lた。主な辺t/11は掘立柱建物跡7棟、溝跡6条、 土濱15甚、その他ビット 等である。

また、少J,tではあるが、縄文時代早期・中期から後期にかけての遺物が出：l:している。掘立柱

建物跡はその切り合い1関係から 2時期にわたり営まれたことが判明したが、数少ないIii±逍物

から、 13世紀終わりから 14世紀初めのものと，，，えられる。溝跡は、掘立柱建物跡と同峙期と思

われるが、 1条を除いては出土逍物がないため、明確には特定できない．

また、潤査時の検討不足であったが、不整列に位訳する多数のビットから柱痕を検出し、こ

れらと製査地区内に点在する転石を礎石と見成せば、 ビッ トと転石の組み合わせによる建造物

が構築される可能性がある．今後このような状況の遺跡で検討すぺさ点であろ う。 一方、縄文

時代の遺物については、出土益が少只ながら多時期にわたっていることから、当地で集落跡が

科・まれたとは考え穀<. むしろ周辺にこれらの遺跡が展開すると巧える方が適当てあろ う。
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（佐j'/jt,j部地区における潤布 〉
鼻，，み...

(26)南氷野遺跡 （略サ： MNG) 

遺跡の所在地

武雄、Ii束JII登町大字氷ft字天神仔木

関充主体者

武雄市教1'1委月会

調在期間

平成元年 7月-SH

泊企面j.f,'j

400m' 

遺跡の概裂

図100南水野遺跡周辺地形図(I:25.000) 

,ti永野逍跡は六fり JII 右•¥の日然提~)j」・・に位JtL 、現況は水I ll で歴｝弓約14.5-l4.7m を測る。

・" 鵡平野をr,・沈する六角川の両関には数多くの逍跡が立地している。しかし111登地区では、逍

跡の密度が粗となる。今皿潤充を行った南水野遺跡は．その衣r'」をJ具めるものとして、近接す,., 
る天神夷遣踪とともに注Elを集めた。

潤布は、 :.CZ]>によって削平・掘削される部分を I・2Ifとして実施した。 1区で検/JIされた

遺構は、掘立柱建物跡4紐 ：I: 城 2阪柱入等であり、逍物としては須恵器、 J・師器、 ,'t磁、

白磁守の小)¥・が出.J:している。

2区で検出 した遣構は、趾立./'J:建物跡2棟、 Jt・戸跡 IJ,~、 :I:槙 6基、溝跡2条.Rx等であ

る。s0201溝跡は途中で消滅するが、この途切れた部分にfi,Jい合った形で掘立fl紐 物跡21成を

検出しており、溝に区画された出人IIの惑がある。遺物については、須忠11:J:il,'i.± 糾iii/.磁

粋、伽おその他が/Iほ している．またSE204J1中跡から検出した貸釉の盤は．近年県内でも出

」；例が増えつつある幅建省泉外海外の磁社紫の製品と思われる．
,13 

市永野遺跡は、立地状況や確認岡介時に検II¥した遺構の埋：I.:・逍物等が.:l註[逍跡と類似して

いることから.c'itfl時代から中世木にいたる複合遺跡の検出も期待されたが．今1rnの，'/41i.では

確認でさなかった．

註 I /l/.lfl保Ill]紺『みやこ .,父手遺跡』 武雄市文化財，溝企報告，即第15!1! 武雄市教fl委H

会 1986年

計：2
＂ 『天神衷逍跡J 武雄市文化財潤介報i';・杏第23集 武雄iii教有委U会

1990年

:t. 3 // 『玉flii'i跡J 武雄iii文化財潤介報l'i・B第16渠 武雄iii教ff委J:I会

1987年

（苓乃文献） 坂井義哉編噴j水野遺跡』 武雄,1,・文化財潤介報!'名序第22災 1990年

-134-



E
- '',r,jl— 、 .. _ _.. .. 一 I.I 

ヽ

量

.-a 

•u 
If} .. 

Ill 
ロ

、`
倉
・

~

~
 

『-.
.

．．
 •• 

~
・
~

•9 
、I

ャ．
｀

．
．
．
 

'-．．
 
9
.
 

．．
 

.,・ 

.Jli 匿量l .--
,,,' 

ゴ』
4
 

●

_

 

- ― ・

(I)南永野遺跡 1区全炊（北から）
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(27)ジく神衷遺跡 (Ill¥サ：TGU) 

辺跡の所在地

武雄iii東Ill登町大字氷野字介藤

隣W.,i,体者

武雄,ti教行委U会

潤介期Ill!

,,, 成元年7月-8H

~:fij・面積

200m' ~ 
図102天神裏遺跡周辺地形図0:25.000)

遺跡の概製

天神裏遺跡は、南氷野遺跡同様、六角川の右れに立地してお り、同遺跡の西ほぼ Ikmの地li.

に位沼し、昭和62年度に、農菜甚盤整偏平粟に伴う確認閾介で発見された．

閲査によ ＇）検111した遣構は掘立柱辻物跡2棟、上壊 1碁、柱,・,芍で、分布は全体的に粗であ

り、遺跡の中心は潤在区よりやや東側のようである。遺構の大半は枯穴であるが、その中1.::1:

師岱を埋沼していたものがあり、地飢に関連する bのかと思われる。他に甘磁｀沿石関の石鍋

片などが出土した。

当遺跡は中世を主体とした遺跡であるが、東側の羽恨木神社は、近世末に武雄鍋島家によっ

＂＇ て大砲の試射が行われた所であり、当時の遺構 ・遺物の検出が期待されたが、今回の関査では

発見できなかった．

註 1 池田史郎 「近他」『武雄iii史』 J.:巷武雄市 1972年

（参芳文献)/fl.Ill保則編『天神衷遺跡』 武雄iii文化財潤究報告lliir.23集 武雄市教rt委貝

会 1990年

-136-



(I)大神夷遺跡芯在区

全泉（北から）

(2) SKIO! 土填

（肉かヽ :,J

一
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ムピう

(28)不動遺跡 （略号： FOO) 

遺跡の所在地

鹿島市大字LIJ浦字不動

潤査主体者

脱島市教脊委月会

潤査期間

平成元年 7月-10月

調査面積

3,200吋

遺跡の概要
図104不動遺跡周辺地形図(1:25,000)

不動遺跡は、多良岳山麓から流れ出した中川によって形成された扇状地の中流域に位沢して

おり、楼高18.0-20.Smの水田に存在する。この不動遺跡の北洒300mに現在迎厳院とりfばれて

いる其日床仁和寺涙の寺院があるが、平安時代末から鎌倉時代には、この付近は原郡の｛：和寺

の荘園であり、その末寺として、金剛勝院という大寺院が建立されていたとの伝承がれる。潤
しヽ ．

査についてはこの金J1!11勝院との関連性が注目されたが、今回これに関係すると思われる遺構 ・

遺物が認められた。潤査は県営1蘭場整偏11~業に伴い、 A-C地区に分けて実施した。

A地区は16世紀後半を中心とする梨落跡であり 、掘立柱建物跡9楓 楊 状 遺 構2列、溝跡 7

条、 土J.. 1, 基｀柱穴 ・小穴多数を検出した。特に、住居のほぼ一軒分の敷地を検Illしたことが

注□される．また遺物に関しては溝を中心に輸入磁沿、国産淘沿、土面器、瓦竹土硲等が出土

してお り、 16世紀末から17世紀初頭のものが主流を成す．

B地区では敷地を区画すると思われる清跡10条と掘立柱建物跡 5 棟、 土凛2 1基．井戸 I~ふ

柵状遺構3列、柱穴・小穴多数を検出し、遺物については土壊及び溝跡を中心にし交趾焼など

の輸入磁器、伊万里焼、粁津焼などの国産紺磁器、土閾器、瓦質:1::rとなどが111:L:Lt.こ．

C地区では溝跡2灸掘立柱廷物跡 1棟、土壊40基．棚状逍構3列、柱,¥:. 小大多数を検Ill

した。また遺物としては、 主に土濱の中から縄文土器、土師器、翰入磁路、瓦11.:l・.器、石製品、

土製品、窓道具、石器、鉄器、？；・銅粒などが出土している．

註加田隆志 r不動遺跡 (A・B地区）』 鹿品市文化財調在報告第 5集 鹿島市教ff委Ji会

平成2年

加田隆志ワ動遺跡 (C地区）』 I厄島市文化財閃査報告書節6-集 鹿島市教存委H会

平成2年
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A地"[j~ 言喜〗
B地区 r(6) B地区全公（南西から）

(7)遺構検出状況

(I対から）

(8) 土填• 井戸群
（南から）

(9) SOI飩細状況

（北東から）

C地区 roo)C地区全炊{i佑から）

(JI)土槙 ・柱穴群
（東から）

(12) SXJOI土壌検出状況

（束から）

{13)'t~'銅製溢出土状況
(SXIOI内/lは：）

(II)滑石製分銅出土状況

<SK43内出土）
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(29)多田逍跡 （略サ・:TAD) 

遺跡の所在地

杵,:~郡白石町大字今泉字多田

閃査主体名

白;filf教行委員会

~=l't期1111

平成元年8JJ-平成2年 3月

潤充面積

5.000m' 

遺跡の概要

多Ill遺跡は杵島Ill系束方に広がる水m地術であり．標祁約2.0-2.4mを測る。多Ill因辺IがI'

安時代初期の文献に r多駄J と記されるm~, であった．また．閲辺からは I:器片が多数採集さ

れるなど、「しくからその存在が知られていt::・

昭和62年度より詞介を開始し、 ,';t(t時代後期から奈良時代を中心とする集枯跡であることが

判明した。平成尤年度は F・ G・H・Iの3地点を臥ittした。この内. F地点においては多数

の柱穴、溝糀、上塘を検Illし S0020において r大」 と !~H'~されたiri恵器を検/IIした。まI::、

G地区ではSK207. S K209よりそれぞれ2本. 1本の木簡がIIほしに.S K207の輻約3cm、

現rr-長約12cmの木筒には、必こ r五）Jii.ll大神部 （以下不明）J、必には りi口口口Iiり（以卜が

1りJ)j、また輻約5cm、現1,:a約27c'mの＊簡には．表に r辺0」・・央には r;:::ー11 ::::nn・n(以ド

和りI)」とiかされている。 SK209の木簡には13文字柑度が此されているが.JI. 息 ..ti:. r. 
亦の5文字が中うじて判故できるにすぎない．これはV字や木製品と比たはうが適.,.,カ・bしれ

ないが、そのJll途は不明である．

H地区では、溝跡.:1:i.-、H穴が検出されたが、南北に延びるS0024の,ti溢で、 ・え形の •J'i.'!J,

i:; 大咽壺 1点が据え沢かれた状態で出土した．

1地区においては、 Jiれ時代後期から奈良時代を中心とするi:ぶ名．溝跡のはかに．近-fltの木

杭袋 1))";と溝跡を確泌し、奈良時代の.I:咲よ 'I.r大心ヘラ，'!さされた行i恵器を検出しに．ま

た、幅約3.3-3.Sm 、深さがJ50-80<:mの r コj の字形に巡る-~;t,1時代後期の溝は、，悶介区rlW

へ延びて、特定地区を囲も只淡になるのではないかと惟定され、その求方では近・Ill:の溝がこの

清と交差している。なお女性が埋非されたと推定される近世の木杭gの益le・1(1iには.r f・)jlll: 昇

卍 （以下不明）J と煤肉されている。

今年度の潤査においても、北落の中心となる迂物跡は確認できなかったが．：艇'fi:a;;や木簡

,.~の/IJ ~I :により、当時の:/i力勢力の集路が付近に1/.在していたことが推定され得る．
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(I)多田遺跡 1地区全餃（東から）

(2) I区内検出木棺'Ii,(蕊除去後 ：悴jから）

(3) G区SK209

(4) G区SK209出土

V字影木製品（赤外線カメ ラを使用）

(5) G区SK207出土木簡

（赤外線カメラを使用）

ー

と

ー
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• ,ヽoがし

(30)沿崎束遺跡 （略サ： YSH) 

遺跡の所在地

杵島郡白石町大字沿鯰字沿鯰

関査主体者

白石町教育委只会

調究期間

平成元年6月～平成 2年3月

関介面積

3,000m' 

遺跡の概要
図108沿崎東遺跡周辺地形図(I:25,000) 

為鯰東遺跨は、杵島Lil系東部に広がるほ高約3.4m程度の水田地帯に位沼する。平成元年度の

関査対象地は、地元でrジュッチョウパタケJと呼ばれている畑地であり、周囲の水[11より70-80

cm程裔い。昭相62年度にはm半分の約3,000m•を濁在し、昭杓63年度には西躙の南北水路千定地

の講査を行った．検出された遺構は、弥生時代終末から奈良時代を中心とする多数の井戸跡、

溝跡、土濱、柱穴等であり會少数ではあるが近世の遺構も検Illした。

綱社区南西部から北東方向へ約70m延びた後、北側へと屈曲する幅約1.5-1.7 m、深さ約

0.5-l.Omの5D228は、弥生時代終末から古れ時代初頭にかけての環濠と巧えられるが、調査

区西嬬より約20m離れた南北水路部分、また関企区北端より約50m離れた束洒水路部分におい

ては未確認である．この溝跡が居館、もしくは渠裕跡を区画する棗濠であれば、その規1及は蚊

大で約3,500m'と推定される。なおその内側では、後世の渭平のためか、 l.*.1:-i跡等は検／りできな

かった。

古項9寺代の土壊、井戸の底からは壺 ・甕等の完形品が多数出；I.:しており、なかには111陰系の

数片など他地域との交汝をホす逍物も見られる．

奈良時代の遺物としてはr+,と墨魯された須恵器杯や、 r大Jとヘラ芍きのイiるm必悩必等が

ある• r大J という墨；Ifは、昭和62年度の濶究において｀また多Ill逍跡からも多数検:I¥してい

る。そのはかに、無祀銘ではあるが、全長約20anの付卜し木筒が、扇片と共に：II.I: している．

米播系須必器を出：I.:したSE223の必部で.LU舟と息われる木製容岱のIt.I辺を｀偏平な:0.1,{iで

圃むとHう構造を検出 した。また1,:鯰塔の空・ 風部火部を柱のfl!,/「として転/tiしている例が

近世のfl火に見られる．
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(I)渇崎束遺跡調在区全蚊

（東から）

C2) SK440出土付札木簡

（赤外稼カメラを使nH
(3) SK430土器出土状況
(4) S応96ヘラ0が大溢

出土状況

(5) SK59'l木器出土状況

(6) SE223出附？）出土状況
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（佐'Ci北部地区における調．布 〉
.... ヽの

(31) HI内軒遺跡 （略号： KCN) 

遺跡の所.{,'地

fll'Ji!l¥ili如 11代町川内野字平1以、松築

潟代主体名

fJl'Ji'l¥ili教ft委l↓会

濶代期1111

叩皮Jじ年7H~l2H 

潤鉗(ii.ft1

6. 900m' 

滋跡の慨淡

図110川内野遺跡周辺地形図(I:25,000) 

JII内野迅跡は/JI)jり!iiiの西部、佐Ti県と比鯰県との県培近くに位孜する,fiill,!、111麓から、しi佐

川にrr,,かって ,~4北方J/りに派生したIr.陵の先沿部付近にあり、楼店は約180mである。滋跡の周辺

にはII」ン寺遺跡など多くの遺跡が所在しているが、そのほとんどは詳しい潤究が行われてい

ない． 今I•睛潤布した範机lは遺跡の北側部分で、滋跡総而れの約7割を，りめる。迅構検：l11f1iと各

峙代の生/,f;[fijはl'J.-!'のため一致しないが．投 I:内から縄文時代の:/i銭、弥生時代の勾r.・炎の

破片.ti'内式の甕などが出土した。

遣構としては掘立柱建物跡9棟（大部分は 3flllX2f!IJ)、I乾棄穴と与えられる :J・.JM3Jふ内部

に人／卜の礫が集Illする・I:濱 3屈性格和VIの.f:1製3甚、小穴多数（柱根が残存している bの5

節所）を検出した．滉棄穴と名えられるオ城の内、iu大のものは平而プランがほぱ111形で、 if(

径約1.5m、深さ約0.3mを測り、埋土中に ，1ifJJJJ'I¥(碗 ・皿等）、 古tMじ（碗 ·fill ·~・ば鉢等）

などの紺磁器片を包含していた。残存している枯根は紋大でI紅径約40cmを測り、而取 ＇）を行っ

ている。また建物の柱穴と、思われる小穴のなかには、柱を抜き取った後、迂固的に石を挿人し

たものも見られる。

遺楕にf'I'う遺物としては肥前紺磁荏 （古伊万且 ・古m津）． 愉人淘磁i;iCW化（碗 ・Oil)・f'.r

磁（碗 ・llll)・行磁（究泉窯系碗 ・!Ill))土錘などがある。

これらのことから遺跡は12-14世紀、 17世紀末-19世紀前半の集枯跡の一部と名えられる．

とくに村が残存していた建物跡については、検出状況．立地条件から巧えて宗教関係の建物と

思われ、今回の関査によって江戸時代のill間集落の形態や、川内f,f周辺の脱史を知るうえで

穴頂な沢料が得られたといえる．
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(l) /fl内野遺跡c区全佼（洒から）

(2) e区全景（西から）

(3) b区SP55(丙から）

(4) C 区SK4• 5 · 6 検出状況（南西から）
(5) C区SP83(北西から）
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.... 
(32)平山遺跡 （略サ ：H LY) 

遺跡の所在地

伊万虫iii脇m町平IIJ字瀬党、坂ノ前

潤企主休名

伊万具市教介委且会

潤'ftJVIIIU

平成2年 lH 

潤衣面積

240m' 

逍跡の慨淡
図112平山遺跡/.¥I辺地形図(1:25.000)

平IIJitl跡（よ伊万黒市街から北方向約2.8kmにあり、城古岳から南北に伸びる丘陵と 太`平Illに

挟まれた脇IBJIJの右I;!に位沢する。製布地点は2箇所に及び，潤介面積は政％総面積の約2割

に相当する。標;tSはA地区が約76~78m、B地区が約65mである。

A地区 （略号： H LY-A)は斜面に位沼しており、 n,1平により 追構検出面と生活面は一致

しないが、 土濱 7碁を検出しな 土濱の内最大のものは長軸約1.9m、短軸約I.Imの惰111/fクで、

深さ約0.2m、最小のものは長軸約0.7m、短軸約O.Smの楕円形で，深さ約O.lmを測1)、1811!:

紀頃のものと息われる。覆J:内から肥前掏磁器 （古伊万児 ・占rm-11)などを検出した．

B地区（略号 ：H LY-B)はA地区からi紺西方向約150mに位沢する．「!IFドのため滋構検：H

面と生活而は一致しないが、 ,,渇．壌 1基を検出した．規阪は長翰約I.Sm.短輪約0.8m、深さ約

0.55mの楕円形で二段掘を且する。土墟内部に大小の砂料礫が染積するが規U,J性は見られない。

また。逍物は残存しておらず、性格についてし不明である。

潤介範囲が限られており、遺構に伴う遺物が少ないため俎跡の全体像は不明確であるが、 ・

れらの：l:墟は集沼跡を形成する要索の一部と思われる。
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(I)平山遺跡A地区全尿

（東から）

(2) B地区全餃

（北から）

(3) 8地区土塙検出状況

（北西から）
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・ヽ(33) 牧の土塁 • 石見跡 （略号： MAK) 

遺跡の所在地

洒松浦郡西:/i田町大字LIJ谷字椅久保

悶究主体者

西有III町教n委只会

詞究期間

平成 2年 2月-3月

調在面積

2.000m' 

遺跡の概炭

図114 牧の土塁•石慇跡周辺地形図0:25.000)

牧の土嬰・石i双跡はむ布Ill町と伊万里市を隔てる牧ill(憬麻552.6mlから越ノ峠にかけての

北西麓一帯に位沼し、その分布面栢は120畑以上と推定される。閥辺部におけるは知の埋蔵文化

財包蔵地．の存在は現任のところ報告されていないが、牧Illの西麓部、西イillllf大字IIJ谷字 1:/J;(、

館中には上原遺跡、館中遺跡等の縄文時代の遺物散布地が点化しており、求糀部の伊万出,Ii大

川内町大川内山地区には近世の古惑跡が某中している．

牧の土媒 • 石双跡は鍋島藩祖勝茂によ って元-111 8 年 (1622年）以降に築かれた， \ft馬浚成を

日的とした御用牧沿の一つである布lfl牧の一部であり、蚊も早〈開設された楠久牧 （現在のfJl

万里市牧島）、そして伊万里牧（霰岳術冤一帯）を併せた 3牧が明治に,f.るまで（牧の土迅・イi

烈跡の廃絶は明治2年）機能していた．牧場経営の円沿化を図るため牧が行を配し，棟島の買

い付けに康奔匹走している様子が r鍋島勝茂肉状J ('多久家文f~~』)からし説み取れる。

今皿の潤在は民有林林道大川内～竜1"1線開設11,業に伴って本年SHに尖施した確認祖代によ

,, 検出した土媒 • 石以跡、及び周囲の地形を含めた2,000m•について行った．

潤査の結米 3碁の土烈 ・石Y,!_跡を検出 したがその 3碁の構築方法について以・ト'(!)ような特

徴が指摘できる。

まず：t盛り、石栢みの時期に関しては時JIii必が存在するものの，それは築造のHrtのガ；の中

に収倣されるいのであること。更に基庇部の位れの決定蝙及び幅の確保については斜I/Jiの創斜

fりを勘案し、控えの短い*.IL;'Jlf石を用いた布積み技法によ って天嬬を水・'I'・に揃える：「火を凝らし

ているが、その上部の2時的な構築においては一部乱積みを行う等、」:-ドの積み）jに茂民がμ

られること。また全面の溢部I司士を合わせるのではなく、腹、及び控えの後端部をif(ね介わせ

るという、元和 8年の段階ではむしろ古式ともいえる構築方法を採IIJLていること。

以上のように牧の土屯 • 石見跡は近枇初期の土木技術を研究する I・.でt日しな沢料であるとと

いこ、御用牧場という特殊な性格を41する逍跡であるため、広域にわたる分布潤代によ ってそ

の全体的な把趾を1すう 一方、保存整伯をも併せて,IJえるぺさであろ う．
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(3)石塁の接駁部分（南から）
(4) I分石星 ・東面

(5) 2号i;i棋 ・北面

(6) 3号:ri黙・東ilii

I 

口
回

- J.19 -



（佐双上楊地区における~*)
とう か"たか..

(34) ,nノ川高峰遺跡 （略{]-:TOT) 

遺跡の所在地

柑津ilil紆ノJII字邸峰

閉究主体名~

／計il!ili教行委且会

綱:ft期Ill!

平成元年!OH-平成 2年 2月

潤1i.面積 ．

2,400m' 

遺跡の概淡

図116lliノIll高峠遺跡周辺地形図(1:25.000)

本囮在地区は/,lji]t市の洒部、 上場台地の市求端にあたり、イiirl!HIと松i!liHIの分水嶺からJf,jに

延びる襟窃160-170mの級丘陵面に立地し てお＇）、昭和63年度に芯在Lた硲峠遺跡のIi・,陵 I・.部

にあたる．

丘陵は松浦川」:il:の田中川によって1#1析されたもので、 i#-ltに狭小な谷がfえ人し ている。

店ノ/II地区内にはIA石粒雌代の一の坂遺跡、河川沿いの低Jc陵には弥生ー・1ljt{t時代の四ノ吹

遺跡.11・1石沿 ・弥生・寇町の各昨代の集沿跡が検出された丸尾辺跡等が所在する。

昭和63年度の岡査では、縄文時代晩期後半を主体とする追構 （柱;・,.:t渇責）と 逍物包含肘を

検出した。今回の綱:tfli.:.(l)広がりを確認するこ とが目的であったが．粘米として晩JUIヽ9心W!.¥

Ill期）～晩期後半 (Illノ寺期）の包含Mが斤，陵の全体に広がる.:.と小央部は削平がcl';'しい も

のの下位ll'iに縄文時代前期の遺構 (J絨 ）が遺存している.:.と等が判明した。まI.:.縄文時代

晩期終木一弥生時代II•/期初頭．弥生時代中期前＊の磁物分布域や杢町時代の遺構 （水 1 11 ) も検

出した。更に晩期の辺構も削謂谷頭を中心に認められ、木Mや木の火 （ドングリ 顛）のJli'磁i'(

などを確認すること ができた。

こうしたr1然滋物の出土は．栄畑i立跡の稲作開始期j/(前の}.場台地を知る」：で爪要なぷ唆と

いえる。

文献 『(If ノ JI I 遣躇群ーl~f ノ川邸峠遺跡 ( I } 』 1mltili文化財潤布報佑第40出 1990年

-150-



(I)唐ノJII硲峰遺跡調査区全公

(2)遺構分布状況

（貯蔵穴群）

(3) S邸920貯蔵穴

（ドングリピット）

(4) S邸 922土填

（木材貯蔵穴（？））
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とうのか"●● ● 

(35) ! 廿ノ川丸尾遺跡
とうのク..しのム』

(36)府ノJI!西ノ吹遺跡 （略，，,-: TON) .. ・B 

（略号： TOM)・・・A 

遺跡の所在地

l/ii1lili唐ノ川字丸尾、字西ノ吹

関査主体者

Jmtili教行委U会

潤査期1111

平成元年6月～平成 2年 8月

岡査if1i積

l~f ノ川丸尾遺跡

遺跡の視要

IIOm' 唐ノ Ill西ノ吹遺跡

本潤-Ji:地区は店浪市の西部、 上場台地のr•J束沿にあたり, :ti/Jlilllと松浦JIJの分水嶺からi佑こ

延びる標高130-ISOmの綬丘陵と谷部に位置する．尉のJIJ地区には 1・・場地方の研究史の上か

らも頂要なIEI石器～縄文時代の一ノ坂遺跡があり 、また昭和63年から平成元年にかけての潤布

では、縄文時代晩期の高峠遺跡が発見されるなど、稲作開始i((jjりの I・.沿台地を知る上でft•R な

沢料が相次いで提示されている．

店ノJIJ九尾遺跡 （キ九尾）

潤介当初に予愁した縄文期の包含州の」：部に1旧II:(至町時代）

を検出 L、特に中肘の（む居状辺構については 8贔fが認められた。

と弥生時代の包含M、逍構[/Ji

これらは中央部に炉跡状焼：I: 

と礫を持ち、平面形態は楕円形一方形となっている．この時代の遺構は、上場台地では数少な

＜縄文晩期の祁峰遺跡とも近接した立地を示し、項淡なものである。また下府のln:/:i器時代の

遺物は一ノ坂遺跡と比較でさるもので輿味深い．

検Ill遺構： J:M一柱穴、土壊．包含肘 叩M-t諏状逍構. ;f-. 壊、包含肘 TIM-包含削

逍 物:_L:/MーF出磁器（象IIJl,'f磁、廿磁、褐釉凶硲、土面竹柑t鉢） •!•lrl-虎、壺、 1:r,杯

紡錘ii(、 砥~i等 下府ーナイフ形ふ辟、彫器、細ィi器

/,IfノIll洒ノ吹近跡 （字西ノ吹）、検出遣構は柱穴、溝跡、：l:1,111, 焼土1,111(が跡）等である。：I, 

体は弥生から;J;J/'111:手代で、特に炉跡周辺から古n時代前期の布岱式：1:2只1.,/ll:1:していることか

ら、松浦Ill下流域平野部とのつながりが推定される．

文献 『l,1f ノ Jl l j伐跡群ー~•r ノ HI 西ノ吹遺跡』 店iiいIi文化財料忙報佑第38船 1990年
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0) IEノ/IIJLlU跡遺構検出状況

（北必から）

(2)柑ハII丸尾遺跡1-・屈出iグリッド全尿

（東南から）

(3) f.!i/JII酉ノ吹遺跡潤]'f[l{全依

(JI! カ"ン）
(4) f.!iノ川村ノ吹if.I跡検出土塙
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図120 紆ノ川高峰遺跡・ lliノ川丸尾遺跡遺構分布図
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·~· た....(37) *下-Iii))}陣跡 (11/1サ： KTF') 

逍跡の所｛，：地

束松浦郡ぷ海If・人字(Milli内,;:13のIll

潤:11::i'.体打

玄海町教Yi'委u会

潤-fi.JUJIIII

平成応年 6Jl-ll!l 

潤介面積

4,000m' 

磁跡の隔吸
.ti 

木―1-'.fll/iJ陣跡はぷ海町大字値fllll内字IIの出に位沼し、名渡松城跡のrti*!J2.5km. 俯1'り町との

町1且に接しており、福窃ll5-120mのJi陵地に立地している。

i・a辺には、 1,;Jしく文様.I.I長の役 (1592 - 1598) に参llti しに妖谷Ill 秀一、点極硲次• al:; 和1輝

ん守のr,~跡が分布している．

潤介はn業J,~岱祭偏ホ業に('I'-い、削平を受ける部分の畑地の区画をもとに、 2地1i<:(11り区・

束!Ji)に分けて尖施した。

西区の辺構の,{j)!(は貶さ約87mあり、北カ・ら,uへとば9よif(線((.Jにのびてお'I.現在国史跡の

指迫地となっている地区内に含まれている。

束区の迅構の石hi.は長さ約77mの規1良を持つが、大部分は崩坑が7/L〈. fj;_;(jが多い。しか

し、i打Iメからは必込め石を;//する石)Ji_を検出するこ とができた。なお娃物跡については、 どち

らの関oft~においても検出することはでさなかった。

出J泌物と してはJi.I';があり、また.'Ji.採で紺蹄類、七師岱招鉢等を検出した．この他に

し必.J:• I• よ')&ilJ:・ 尖v!i器、石核、土岱Jヤ等を採集した．

JU 『木下~IM陣跡』ぷ湿町文化財報告11f第 2 災 玄油町教行委H会 1990年
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(I)木下利目陣跡調査区全炊（哀上から）

(2)西区石垣遺構（南から）

(3)東区石垣遺溝（南から）
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•~a ,, 
（綿）殿木場遺跡 （略サ： TOK) 

沿跡の所在地

束松iill郡肥前町大字入野字殿木場

潤究主体者

肥ll;J町教介委且会

濶介期Jill

平成元年12月一平成2年3月

潤究rlli栢

1,700rri 

辺跡の慨要
図124殿木場遺跡周辺地形図(I:25,000) 

殿木楊遺跡は、佐Ti県北西部の束松浦半島 （上楊台地）の南西から突さ出た人野'I'島の付根

部中火、標窃約160mのi,.阪上に位訳している．この地域は、はとんどが夕油cl:¥';の風化した」：壌

でt/1.われ、楼高!00-200m内外の起伏の多い丘陵地・：17で、遺跡の周辺には、磯辺遺跡や!Ilk¥逍

跡、尾ilJ逍跡翌 IIUi器時代から縄文時代にかけての遺跡が点任している．

濶介は、ファームポン に1:事に伴う I.700rdを対象にして、 4X4,nのグIJットを｝ふ本に逍物

の分布状態を確比したうえで、遺跡束側の平Jllな場所を中心に実施Lt:。

その結果. JMJギは 1 府の表」••、 11 111 (黄褐色十．）、1111/if(明出色粘'!'1:t)、IV/Mの地Iiiから構

成されていることが判11/JL た。 逍構については、学はどの礫から．蚊大N:6伽mほどの焼~j . 故

上を含む蝶群と、不整形な土壊7甚を検出した．滋物はナイフ形石器、台形石お、削沿、細石

刃、石核、石銀、磨石などで、 ,{j材はllとんど黙叫.,であった．土iiは占れ時代から中iltにか

けてのもので、器形をfJ)別できるものは壺．窃杯など一部のしののみであった。また 2点の,!;

銭が出-1:し. !.•.'.(は 「感寧元宝 （北*>, であったが、 1点は:f'l)i)<でさなかった．

遺物総数は約I,LOO. 点で、 2-3箇1和のユニ ットが確認できな。潤在区の北束1l11に集中してい

るため、滋跡の中心は潤布区北束部から区外の一・帝と巧えられる。また、肥fjif町内でのt師器

のIJげ．は稀であ り、今後の沢料の収栢を待ちたい．
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(I)殿木場遺跡調介区全景（洒から）

(2)土墳（西から）

(3)調査区全炊（南西から）

(4)遺物出土状況（ナイ フ影石器）

(5)遺物出土状況

(6)土填（東から）
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V. 総 括

平成元年度に実施した農業基盤整備軍業に係る文化財調査のうち、隋認調査については佐竹

東部地区で店栖市 ・中原町 ・北茂安町 ・上峠町 ・三根町 ・東行振村 ・三瀬村 ・神埼町 ・千代田

町の 1市6町2村の計21地区、佐賀西部地区では佐沢市 ・多久市・大和町・川副町・小城町の

2市3町の計14地区、佐双南部地区においては武雄市 ・鹿島市 ・江北町 ・白石町 ・姐野町 ・太

且町の2市4町の計16地区、佐賀北部地区で伊万里市 ・布田町 ・西布田町 ・厳木町・相知町の

1市4町の計12地区、佐沢上湯地区ではl廿律市 ・浜玉町 ・鋲西町 ・肥前町の 1市3町の計9地

区において行い、筑後Ill下流用水事業に係る調査は佐賀市、北茂安町の2地区で実施した。

また発掘調査に関しては佐灯東部地区17追跡、佐買西部地区7遺跡、佐府南部地区5遺跡、

佐双上湯地区5遺跡について行い、筑後/II下流用水事業に係る調査では 1遺跡が対集となった。

以下、確認調査に関しては地区毎1こ` 発掘調究については時代毎にそれぞれまとめ、特徴的な

遺跡に関してはその内容について略述したい。

◎ 文化財確認調査

(I)佐買東部地区

kヽ栖市 ：瓜栖北部地区（山涌地区、駆古賀地区、登父地区）・烏栖西部地区（立石吉原地区、

立石惣楽地区）、中原町 ：中原北部地区、上峠町 ：上峠北部地区、三根町：大菩寺北部地区、東

行振村：東行振工区、 三瀬村；林道・金山～抒根線（井手野地区）、神埼町 ：神埼工区（祇脳原

地区）、 千代田町：千代田工区（柳島地区、上西地区）の13地区で遺跳が確認された。

これらのうち、烏栖北部地区（養父地区）では縄文時代、及び奈良時代から平安時代にかけ

ての集落跡を検出したが、これは 「贅父郡」を追証する新灯料となった。上峰北部地区では弥

生時代から中世に至る集落跡、及び奈良時代の大規模な土異（堤土塁）を確認し、土塁の保存

整備について現在検討中である。大善寺北部地区では平安時代から中世にかけての集落跡を確

認したが、筑後川を隔てた西岸の天建寺周辺に立地している同時期の集落跡との関係が注目さ

れる。林道・金山～脊振綜（井手野地区）では繹文時代の良好な遺物包含陪を検出しており．＂井

手野遺跡＂として周知化を図った。神埼 工区（祇困原地区）の調査では古坑時代から近世に及ぷ

巣落跡、及び奈良時代の古代宜道の存在を明らかにすることができた。

(2)佐費西部地区

佐双市：久保呆東部地区 ・久保泉西部地区 ・金立南部地区 ・北川副地区 ・兵庫而部地区、多

久市 ；多久束部地区（別府地区）、大和町 ：久池井地区、川副町 ：川副中部地区の8地区におい
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て遺跡の存在を確認した。

このうち久保呆東部地区では奈良時代の古代官道が遺存しているため、関連施設の検出、及

び包括的な保存整錨の実施が忍務である。北HI副地区では古墳時代から中世に至る複合遺跡を

確認しており、阿窃遺跡の分布範囲の拡大、並びに＂梅屋敷迫跡＂、＂ 寺裏遺跡＂の名称で周知化

を図った。また兵庫南部地区においては弥生時代の集落跡を確認したため、 ＂瓦町遺跡＂として

周知化を行った。更に多久東部地区（別府地区）においても中世の集落跡を確認しており、 ＂四

反田遺跨＂として Fu]知化した。久池井地区では弥生時代前期末の甕棺（合口式の成人棺で、内部

に人廿が遺存）を検出したが、この時期の人ftは類例が少なく、貸頂な打料である。

(3)佐代南部地区

武雄市： 川登地区（第一工区）、鹿島市 ：鹿島西部地区 (f,ij川地区）、白石町： 白石西第一地

区 ・白石西第三地区 ・白石西第四地区、娼野町 ：不動山地区、太良町 ：糸岐川南地区の7地区

において遺跡の存在を確認した。

このうち白石函第三地区では古れ時代から奈良時代にかけての集落跡をそれぞれ確認したが、

これは平安時代に存在したとされる荘園（多駄郷）の一角に相当する可能性がある。不動山地

区では隣接する皿屋谷3号窯（近世磁器窯 ；＂不動山窯跡＂の名称で国の史跡に指定）で焼成さ

れたと思われる磁器類、窯道具等を検出した。また糸岐川南地区では平安時代末期から近世に

至る まで断続的に営まれた集落跡を確認している。

(4)佐買北部地区

伊万里市：伊万里地区（大里地区）、 西有田町：林道 ・大川内～竜1"1線、相知町 ：農道・序岳

2期地区の3地区において遺跡の存在が認められた。

伊万里地区（大里地区）では縄文時代の遺物包含庖を検出した。林道 ・大/II内～滝門線では

近世の鍋島藩御用牧場跡 （鳥牧）関連の石塁（牧の土塁 • 石星跡）を検出した。 農道 ・ 岸岳 2

期地区では岸岳城関連の竪堀と項廷を確認しており、坑廷の内部より古紺津の碗、片口等を検

出した。なお坑淋については伝承にちなみ、＂おまん塚”の名称で周知化を行った。

(5)佐Ti上湯地区

唐沖市 ：上場u期地区（湊工区） ・上場IV期地区（梨川内工区） ・上倉幹綜用水路（唐ノ川応

峰地区） •新成渕幹線用水路（竹木場前田地区外 4 地点）の 4 地区で遺跡の存在を確認した。

上湯II期地区（湊工区）では弥生時代、及び立町時代の集落跡を確認し、“湊松本遺跡”とし

て周知化を図った。

上場IV期地区（梨川内工区）においては縄文時代及び中世から近世の遺物包含庖と、旧石器
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から縄文時代にかけての遺物包含附を検出したためそれぞれ“村前(I)遺跡"、"村前(2)逍蹄＂と

して周知化を検討中である。

新成渕幹線用水路 （竹木場前1l]地区外4地点）では旧石器時代から縄文時代に至る集落跡、

遺物包含府、及び中世の遺物包含層を確惚し、＂ーノ坂遺跡"、“竹木場前田遺跡”、“菅牟田西Ill

遺跡”、“団六 1遺跡＂、＂団 六II遺跡＂として周知化を行った。

(6)筑後川下流用水事業

水絡掘削予定の佐賀市の久保泉東部地区内で、中世から近世にかけての集落跡を確認した。

◎ 文化財発掘調査

(I)旧石器時代～縄文時代

この時代については八藤遺跡 ・船石遺跡（以上上峠町）、 上石勁遺跡（東行振村）、船塚遺跡

（神埼町）、貨別当神社遺跡 （千代田町）、四下大丹遺跡 （多久市）、店ノ川裔峠遺跡 ・唐ノ川丸

尾遺跡（以上唐津市）、殿木場遺跡（肥前町）の9遺跡が調査されている。

これらのうち、船塚遺跡は段丘上に位鉗し、縄文時代早期から晩期に至る土墳、集石遣構と

国府型ナイフ、＂畑式土器、 轟式土器を検出している。また財ノ川高峠遺跡、盾ノ川丸尾遺跡

は上場台地の南部に立地しており、縄文時代前期の土壌、晩期（黒川期～山ノ寺期） の遺物包

含陪、及びナイフ形石器、彫器、細石等を検出している。殿木場遺跡（肥前町）は入野半島の

付け根部分の、起伏の多い丘陵地常に位図し、熟曜石製のナイフ形石器、台形石器、細石刃等

を検出している。

(2)弥生時代

この時代については本竿遺跡（基山町）、原古竹一本谷 I・II・Ill遺跡・原古n三本谷11・111

遺跡（以上中原町）、 三浦遺跡（北茂安町）、八藤遺跡（上峠町）、 右原祇凶町辺跡（神埼町）、

柑別当神社遺跡（千代田町）、南宿遺跡 ・村徳永遺跡 ・牟田寄遺跡（以上佐買市）、沿的東遺跡

（白石町）、店ノ/II丸尾遺跡 ・絣ノ川西ノ吹遺跡 CMT津市）の13件の調査例がある。

原古双一本谷 I・ II・Ill辺跡、並びに原古双三本谷II・Ill遺跡は切通川により形成された谷

底平野に立地しており 、中期の竪穴住居跡、土壊、溝跡、周溝状逍構が確認され、各種土器類、

石包T、砥石、土弾等が出土している。特に三本谷Ill遺跡では昨年度に引き続き小河川の埋．＋．

中から多屈の土器と共に鐸型土製品が出土しており、佐買東部地区におけるこの遺跡の特異性

が窺える。柑別当神社遺跡では中期の遺物包含府の中から多穴の土器類（壺、斐、鉢、器台

等）、石器類（石包T、砥石、石鏃等）、木製品（竪杵、自在鈎（？）、住材等）が出土してい

る。村徳永遺跡（佐賀市）では中期後半から後期前半にかけての竪穴住居跡、掘立柱建物跨、
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井戸跡、溝跡等を確認しており、土器のほか、木製品（竪杵、槌、鍬、鋤等）が出土している。

(:!)古坑時代

この時代については山涌新町遺跡 (f.¥栖市）、原古双三本谷II・Ill遺跡（中原町）、八藤遺跡

（上峠町）、上石動遺跡（束脊振村）、岩田遺跡群 ・右原祇園町逍跡 ・船塚遺跡（以上神埼町）、

本村遺跡 ・古村遺跡 ・阿高遺跡 ・牟田寄遺跡（以上佐買市）、店ノ川西ノ吹遺跡（唐祁市）、殿

木場遺跡（肥前町）の13件の調査報告が提出されている。

右原祇園町遺跡では前期、及び後期の竪穴住居跡、掘立柱娃物跡、溝跡等が確認されており、

溝跡の埋土中からは数百偕体に及ぷ高杯、小型丸底壺等、この時代の土器組成のほぼ総てに及

ぶ器種が検出されている。本村遺跡では竪穴住居跡、井戸跡、 土塙の存在を確認しており、古

式土師器のまとま った資料を検出している。屈ノIll西ノ吹遺跡では前期の布留式土器が検出さ

れたことから、松浦川下流域平野部との関連が推測され得る。

(4)古代（奈良時代 ・平安時代）

この時期の遺跡としては柳ノ元遺跡 CXふ栖市）、原古買一本谷 I • II • In逍跡 （中原町） 、 宝

満谷遺跡 ・原遺跡（以上北茂安町）、八藤遺跡（上峰町）、本村遺跡 ・古村遺跡 ・阿麻遺跡 ・牟

田寄遺跡（以上佐買市）、多田遺跡・潟崎束遺跡（以上白石町）、殿木場遺跡（肥前町）の12例

が調在されている。

原古釘一本谷 I・ll・Ill遺跡では竪穴住居跡、紐立柱建物跡、土墳、溝跡等が確認されてお

り、須恵器、土師器、越州窯系腎磁碗、緑釉陶器、鉄製紡錘車等に加え、「川D」、「/II邊」、

「+」、「東J、「D前国D□D」と笥かれた嬰内土器、及び「那屋ヵ秋ヵJとヘラ也きされた高

杯等が出土している。多田遺跡は杵島山系の東側に広がる水田地滞に位tllしており、平安時代

初期に「多駄郷」と称される荘園が存在したことが文献上から窺える。 2基の土壕から、表に

「五月八日大神部（以下判読不能）J、裏に 「五□□□前（以下判読不能）」 と記された木簡や、

無記銘の付札木簡、 「大Jの墨柑、及びヘラ肉さを持つ多1恵器等が出土している。また潟崎東遺

跡でも溝跡、土壌等を確認しており、 「大J、「+」と艇内された須恵器杯や 「大」のヘラJ,i,きを

持つ須恵器杯盗が出土している。

(5)中世（鎌倉時代 ・室町時代）

この時期については山浦新町遺跡（鳥栖市）、 立花西遺跡（基山町）、上石動遺跡（東行振

村）、船塚遺跡（神埼町）、本村遺跡・村徳永遺跡・阿裔遺跡・牟田寄遺跡（以上佐賀市）、四,-.-

大丹遺跡（多久市）、南永野遺跡・天神裏遺跡（以上武雄市）、不動遺跡（鹿島市）、川内野迫跡

（伊万里市）、店ノ川丸尾遺跡 (fli津市）、殿木場遺跡（肥前町）の15遺跡の調査例が報告され

ている。
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山浦新町遺跡では勝尾城を主城として展開する総構の空堀、城下町跡等が確黎されている．

上石動遺跡9こおいては掘立柱建物跡、円形因溝るt、土墳秘等が確認されており、円形周溝廷や

土壇廷の内部から土師器、青磁碗の完形品等が出土している。また船塚遺跡では石組の石贋や

経塚を確認している。本村遺跡では平安時代後半から鎌な時代にかけて営まれた、内部に掘立

柱建物跡、井戸跡、土鴻等を方形に区画している周溝状遺構の存在が確認されており、土師器、

瓦器、磁器の良好な一括貸料を得ることができた。また殿木場遺跡では「煕寧元宝（北宋銭）」

等の古銭が検出されている。

(6)近世（安土 ・桃山時代以降）

この時期の遺粉については姉川十二本松遺跨 • 姉川十三本松遺跡 ・ 岩田遺跡 ・ 船塚遺跡（以

ヒ神埼町）、本村遺跡（佐賀市）、湯崎束遺跡（白石町）、川内野遺跡 ・平山遺跡 （以上伊万星

iii) 、牧の土異•石塁跡（西打田町）、木下利房陣跡（玄洵町）の10件の報告例がある。

姉）II十二本松遺跡、及び姉）II十三本松遺跡は中地江川の西岸に広がる低平な水田地布に立地

しており、臥釈により江戸時代中期の掘立柱建物跡、溝跡、井戸跡、土墳を確認したことから、

巣落跡の存在が窺える。また岩田遺跡では江戸時代の集落跡が確認され、窯跡の存在を哀付け

る窯道具や溶沿した磁器類も多景に出土している。湯崎束遺跡では柱穴群が確認されているが、

その中に五綸塔の空、風、火の各部が根固石の代用として据えられているものが検出されてい

る。）II内野遺跡では掘立柱建物跡、 土填等が確認されており、この時期の11」fUJ集蕗の形態を知

る上で貨頂な資料となった。また廃棄穴と考えられる土塙の埋土中からは古伊万里、古店津等

が検出されている。牧の土塁 • 石提跡は牧山から越ノ峠にかけての北西麓一帯に分布する鍋8

藩御用牧場跡であり、 3基の石品が確認された。木下利房陣跡は名製品城踪の南方向約2.5kmの

丘陵」：に立地しており、裏込め石を{Jする石垣を検出している。

以上、佐n県内において平成元年度に実施された晨菜基盤整備平業に係る埋蔵文化財の確認

潤査、及び本調査に関する概略を付記したが、近年少数の市町村に対する基盤整偏!JI業の集中

化顛向が見られ、文化財の保語が、記録保存を含めて一肘困難なものとなっている。文化財保

渡部局と開発部局との円滑な調整に、更なる努力が求められるところである。
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